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全国草原サミ
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わ
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O
O
の
草
原
は
、
人
為
と
自
然
の
湖
和
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
さ
た
貴
重
な
自
然
遺

産
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
ふ
る
さ
と
の
原
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し
て
、
次
の
世
代
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引
さ
継
い
で
行

く
ぺ
さ
大
切
な
文
化
遠
度
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あ
る
。

草
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、
火
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と
放
牧
、
採
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数
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年
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年
、
農
村
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の
変
貌
と
農
林
畜
及
業
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忍
漱
な
衰
退
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に
よ
り
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廃
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一
途
を
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っ
て
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草
原
の
み
な
ら
ず
、
今
や
、
農
村
は
森
林
も
田
畑
も
、
同
じ
問
題

を
抱
え
て
い
る
が
、
草
原
は
そ
の
変
化
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も
早
く
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で
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村
の
荒
疫
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あ
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サ
ミ
ッ
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こ
う
し
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す
る
た
め
に
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の
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に
つ
い
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見
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見
た
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こ
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め
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一
、
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活
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域
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し
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三
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点
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で
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四
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
今
後
も
継
続
し
、
日
本
各
地
の
草
原
を
有
す
る
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
．一
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I ●開会挨拶

大田市長熊谷國彦氏

このたびは私ども）J田市と地元環境保設団（本の緑と水

の迎絡会議そして＝．瓶牧野委貝会による実行委貝会を組

織いたしまして瑞原シンボジウム'97そして第2回全国

草原サミットを当市で開催をいたしましたところ、通方

からも多数のご出廊をいただきまして、まことにありが

とうございます。心から歓迎を中し上げます。

前回は、平成7年 3 月に大分県久住町におきまして、

久住高原野焼きシンポジウムと仝国野焼きサミットとと

して開催されまして、このときのサミット宜酋の第 1 項

には r本サミットを契機として 13木各地の草原を有する

自治体問の交流の輪を広げ連携を密にしていく」とあり

ます。今回私どもはこの宜言の桔神を引き継ぎ、第 2回

の試みとして草原シンポジウム'97そして第2回全国草

原サミットとして開ttすることといたしました。

今日、草原につきましては畜産的見地のみならず、閉

境保全、環楼教育、福祉、供村の文化、生物の多様性な

ど様々な親点から見直されようとしております。大田市

の三瓶山では江戸時代から和牛の放牧が行なわれており

ました。放牧はかつては三瓶山の風物詩でありこれによ

り穏やかな草原の景観を維将してまいりましてこの女性

的で俊しい山容の美しさが評価され、昭和38年に大山閑

岐国立公園に組入されたいきさつがございます。その後

和牛の放牧が衰退して以来草原は荒柑し、草原特有の貴

重な楢物の姿を泊しつつありました。しかし、当 Itiでは

三瓶山西の原に 7年度と 8年度に放牧場を整備し、 4半

世紀ぷりに放牧を復活いたしましたところかっての草原

登観を徐々に取り戻すとともに、レンゲッッジやオキナ

グサなども復活の兆しを見せております。

阿蘇、久住などの大草原と比べれば実にささやかな箪

原を持つ当市ではありますが箪原の維持管理に悩む全国

のみなさまとともに今後の方策を考えていきたいと思い

切って開催地を引き受け草原の意殺と生業による維持保

全をテーマにシンボジウムを開飾することにいたしまし

た。

おかげさまを持ちまして、基利講油をいただきます佐

藤先生をはじめ、多彩な請師の先生方にお骨折りをいた

だくことになりました。必ずや貸頂な提言や発表をいた

だけるものと思っております。これによりご参加のみな

さまお 1 人お 1 人が大きな成果を得ていただくことがで

きればと、諸い顔う次第であります。このシンボジウム

が農業や畜産の恨興に、自然栄親の保全や自然公園の笛

理にそして観光の振興や股村中核機能の確立に大いに百

献することを願うものであります。

今後とも今回の開能を契機とされまして、草原を持つ

我々の身近なそして費!llな存“として見据えていくこと

が必要と考えます。そして草原の大切さを多くの方々に

知っていただき草原の問起を考えるこのような試みが末

永く引き継がれていくことを期待いたしましてお礼にあ

わせましてlit-J会の挨拶といたします。
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I ●基調講演 1

『循環•共生・参加のふるさとづくり』
熊本大学教育学部教授佐藤 誠氏

司 会： それでは草原シンボジウム第 1 部某謁講油を

行ないます。

ご講演をいただきますのは熊本大学教育学部佐藤誠先

生です，佐藤先生は地域経済論、哀収経済学がご専l’りで

すが、阿蘇の草原問涸にもいち早（取り組まれ「阿蘇グ

リーンストック」の提唱者でもいらっしゃいます。本日

の茄調講洞は「循屈・共生・参加のふるさと作り」とい

う演：題でお穎いしております，それでは佐秘先生よろし

（お顧いいたします。

佐藤： 皆様こんにちは、ご紹介に頂かりました佐蔽

です。

日本の大変美しい草原として、奈良の若草山や島根限

三瓶ii」などが著名であると、閑接｝Tの資料にもこ＇ざいま

すけれども．その美しい草原で再び生棠としての牛の放

牧があり、閑悦がより美しく復元され．そしてこれは次

の大きな地域ツーリズム産業の（q成にもつながっていく

人変大きな出米事があった当大田市におきまして、第 2

回1:1のサミットが開催され、そしてこの会に招かれたこ

とを大変光栄に存じております。

ではOHPを使いながら、f./!.原の持つ栢極的な意味、と

りわけ私は比業振曲こそが閲境の他・全な発展美しい恨

親の形成に寄与し、そのことによってたぷん2-911i•紀の甚

色皇慕となるであろう [R固り）ツーリズムFti業の 1辰興、そ

ういう製業と閑境、そして新しい自然や文化と触れあう

ツーリーズム窟榮、その3つの新しい結びつきへの希望

を語りたいと思います。

私は経済学者なんですけれども、このJO仔米阿蘇の製

業者と迎抵いたしまして、汲初牒村で上げたのろしが川

下都市l国の生llll1の主婦たちによって引き縦がれて、行政

を動かし、地元の企業を勁かし、 3年前に財団法人を作っ

て、そして去年、理念、迎動を地）［の経済活勅に直結さ

せるための事業体である「みどりの資産」という株式会

社を作り、多様な展開をしておる実践的な研究者でござ

います。話があちこち飛びますのでOHPを見ながら説

明させていただきます．

• 

原野草生地というものは大変減少しておりまして、現

在では国J.:の 1 パーセントそこらしかございません。し

かしながら、大正4年のデータでは国上の 1 をil、 364万

ヘクタールが原野でございました。経済の発展とともに、

より経済効率の高い哀地へのir!ill11、絆済林への転用、そ
して観光やリゾートヘの転Jl］、さらには住宅開発等が（

り返されまして、経済効率が低いということで、ずっと

この国民的資座は食いつぶされてきたわけでございま

す。

• 
これは、草原が今残っている全国の地図です。現槌庁

九州地l刈国立公l潤野't't;．物ギ務所の方で2年前から阿照

革源懇話会というものをやっていますが、そのときのft

料でございます。北湖逍から九州まで火山地帝を中心に

大きく呟原が残っていまして、大山から三瓶山、阿蘇に

かけて 1 つのまとまりのある地域を形成しています．

♦ 

次は火山帯の構沿からみていきたいと思います。三瓶

と阿絲を結ぶものは大山火山1けでございます。そして、

左の九州の広域眼光ルートというものをポしておるの

は、突は火山帝とか、もしくは哨掠というところでして、

これは大変大きな観光資源として使われております。広

域観光ルートをみますと、まさに火山、菜原、ツーリズ

ムというものが一·体であるというのがわかります。これ

でははっきりとしませんが、そういう視党から自然と人

の営みを重ねて考えてみます。

• 
ヨーロッパでは「グリーンホリデー」という言い方や

「グリーンツーリズム」という日い方で、政原を楽しむ余

暇の文化というものが成熱しております。ヨーロッバで

今一番人気があるツーリズムというものは、イタリアの

r トスカーナ」であるとか、フランスのfプロパンス」で

あるとか、「エーゲ海の小島』とかでありますけれども、

面的に言いますと圧飼的に草原を歩く、カントリーウ

オークという言い方をしますけれども、草原の全国ネッ

トワークが19流です。親子で、また11J1人でスポーツとし

てウオーキングというものを楽しむ。それがヨーロッバ

のリゾートやツーリズムのペースとして大変大きな広が

りを持っております。

• 
昨年、私は牒林水産省の助成を得まして、イギリスの

草原トラストの調寵をさせていただきました，そのとき

に l00年来のナショナルトラストとあわせて、 IO年来の

5
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グランドワークトラストというものが、非常に草地災源

を活用して地域経営に寄与し、地域の閑税を守り、同時

に雁用や所得を生み出している．沼田碩先生が3年前大
田市で甜談されたときの講浪録をみますと、「サステナプ
ルなユース」とか「サステナプルなマネージメント」が

大事だということをおっしゃっておりました。まさに草
原の維持が地域経済の扶毅に結びつくようになったの

は、実は1960年代とりわけ80年代以降のことである、と
いうふうに私は思っています。

ナショナルトラストは有名ですけれども、できたとき

はJOO人にも滴たない会貝でございまして、それが戦後
になりまして人数が妍え、 1950年にようやく 1 万人を越
えるのです。 60年代になってヨーロッパでバカンス法が

でき、どこの国でも 2週間の長期休暇がとれるようにな
り、JO万人の大台を突破いたしまして、 80年代のパック

カントリーとかネオルーラリズムとか百われる新田隅主
義とか田屈lへの回帰とか、そういう田含硲らしの人気が

高まり、ついにJOO万人のオーダーを記録いたしました。

そして昨年まいりましたときは、 210万人にまで会貝が
増えておりました。私ども、ともすれば草原を守ること

について「こんな小さな力で大丈夫だろうかJとか考え
てしまいますが、時代の風に乗って小さな炎も大菜原を

揺るがし、磁音をたて燎原の火のごとく広がっていく、

そういう時期がわが国にもそろそろ訪れる。そういう時
代の予感がいたします。少しマクロな視点から時代とい

うものを考えてみたいと思います．

• 
91年のバプル崩壊の年は、同時に牛肉の稲入自由化と

いう大変糀しい年で、それ以来草原にとって厳しい状況
が続いておりますけれども、ポストパプル、新しい時代

の希望の場所として、私は草原が蘇るんではないかと考
えています。外国とかいろいろまわりまして、実は2J世

紀は、工業文明の華やかな発展ではなくて、滅びに貧し
ていると思われている謀棠や、林業や、畜産や、自然と

の関わりの生業が復活する。私はレトル・フューチャー

（恢かし未来の産業）が輿ってきて、その要の車業として、

ルーラリズムの新田園主義時代のツーリズム産業という
ことを考えているのです。農業や畜廂や林菜や漁業を

ペースにしながら、田舎に滞在してゆったりした自分の

人生の師きを楽しむ、つまり「アメニティ、アトラクショ

ン、アクセんという 3つのAのツーリズムと言うこと

で、欧米では従米の3S型という夏の rsun、 sea 、 sex J

と冬の rsnow 、 sk i、 sex」のような日にちをお金で買

うリゾート観光ではなく、第 2の日常生活をゆったりし

た田舎で、とりわけ草原が好まれるわけですけれども、

あるべき自然があるべき姿で心地よく存在している『ア

メニティー』、その地域で誇りを持って生菜をしている此

業者や市民が、全国に惜報発信する「アクセス」、その惜
報に反応して、都市から海外から旅をしてくるまたは滞

在もしくは移住してくる人たちの交通「アクセス』、そし
てそういう地元の人と訪れる人とのふれあいの中からで

てくる様々な「アトラクションJ、魅力の事業というもの
が相まって新しい時代が産業が起こるという希落を持っ

ています，

♦ 
その中でちょっとなじみがない言葉ですけれども、「ア

メニティー（快適性）」ということを考えてみたいと思い

ます。雰囲気の明るさであるとか安らぎとか、どういう

ところで人は心地よさを感じるかというと、これは品田

先生．が文化的にも経済状況も違うインドネシア人と日本

人の日で見た環境評価の謂査をされたのですが、日本人
（黒点）とインドネシア人（白点）と非常に似た傾向が現

れたということです。 1 つは、明るい雰囲気、そして安
らぐ環培として草原や芝生の開かれたオープンスベース

が 1 番人気がございまして、その次に落葉広葉樹林、プ
ナ林みたいなところが落ち若くようで、針葉樹林の所は

暗くてどうも恐怖感があるようです。
アメニティー閃境として、草原というものがとても意

味があるというのはどうしてであろうかということです

が、私は、はぐれ学者でオーソドックスな経済学を捨て

ておりますので、今関心があるのはDNAの分析のこと

です。分子考古学の尾本恵市先生が、人類の系絞発生に
ついて泉近大変おもしろい研究成果をまとめておられま

して、 DNAで世界中の化石、生きている人のDNAを調

べてみるとどうも猿人や原人や!El人が死に絶えてしま

い、現代人というのは10万年から 12万年前くらいにア7

リカのサバンナで生まれて、それが広がっていったんだ

という研究成果が、文部省の科研等で世界的な学者の協

力を得て報告されておられます。

• 
それで、分子考古学の立場からDNA分析をしますと、

12万年前くらいにアフリカサパンナで生まれた新人類

が、コーカサスの方に行くと白人桶、東に行ってモンゴ
ロイド、このベーリング海峡を渡りましてアメリカのイ

ンディオ（こなり、それからインドを経てこちらに渡って

オセアニアのオーストラロイドとなる。そういうネグロ

イド、コーカサスロイド、モンゴロイド等の人種という
のは、草原の道を通って勁いてきたという説がございま

す。
私は、日本人はどっからきたのかという索朴なことを

考えていまして、廊児烏ではFl 本最大の縄文の迫跡があ

り、育森には三内丸山の縄文の辿跡があり、これをどう
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考えたらいいのかということが素人の関心としてあった

んです。中国のある大学の客貝教授が中国の自然科学博

物館で大変おもしろい地図を見せてくれました。それは、

日本海がまだ湖で、日本が大陸の一部であったときの復

元図だったのですが、一番殿初｀日本人が3万紆前ぐら

いに蒙古の薬原からこう南下してきて入ったのが、「草々

原々」の世界と私が勝手に名付けているんです。 15万年

前ぐらいから紫古の草原がずっと南下いたしまして、そ

して 1 万 5千年前ぐらいに氷河時代が終わって、海温が

高くなって、 200メートルぐらい海が上がってきまし

て、今の日本列烏が出てくるわけです。

その出てくる直前に第 2 番目のモンゴロイドの波が

「峰々谷々」という 1 つのプナ林文化、これが縄文文化で

もあると思うんですけれども、 2番目に渡来してきた人

たちというのは 1 万年前くらいに（これは 3万年くらい

前とも言われておりますが）やってきた。そして列島が

完全に切れた後、島々を 3番目に君南あたりから烏づた

いに卜がってきた人たちが照菜樹林の米の弥生文化とい

う形でこう上がっていった。そして日本人というのは今

渾々原々」という草原の文明、それから＇〇伶々谷々」と

尾根伝いの駄貨付けの古代の道を通ってきた人、巌後に

船に乗って渡ってきた人、その3者のふるさととして、

草原というのは日本の文化の基1底をなすんではないか

と、そういう誇大妄想みたいなことを苓えております。

こう苓えるきっかけになったのは、下河辺浮先生が「日

本では全国ということを r津々浦々』という言い方をす

るけれど、朝鮮ではf峰々谷々Jという言い方をする。

人の交流というのは尾根伝いに勁くんだ」とおっしゃっ

たからです。考えてみたらその昔の人たちというのは、

草原を旅する人類、そこがペースではないかと思いつい

たわけです．

• 
日本の草原は、畜産のみならず、そして大陸の依存梢

物の屎境のみならず、広く国民全体のふるさととして、

人類の生存碁盤として考えていいんじゃないかと思いま

す。そして阿蘇の話ですけれども、草原で野焼きができ

なくなりつつあるといったって、たかだか 2万数千ヘク

タールの草掠で、これも都会の人に理解をしてもらい

!000乱＇［から200()頭、阿蘇の草原の赤牛を食べていただ

ければ一挙にけりがつく問題であります。むしろ改良草

地とか林地とか、こういう経済開発をやったところをも

う 1 度できたら野焼きができるようにもどしていく。そ

ういうスケールで2万 6千ヘクタールを帖地切り、防火

帯なしで、火をつけて笞睫する、粗放管理の単原という

ものをもう］段作れる仕掛けはないかと考えてみたいと

思います。

• 
私は10年liii「グリーンストック」という造語を作った

ために、人生を棒に1辰ったようなところがあります。悶

水省の潤査で、今日もお見えの大変拙力的な阿蘇の災菜

者である山口力男さんとの運命的な出逢いがありまし

た。当時は、リゾート法ができて、美しい草原とか戯地

とかをつぶしてゴルフ場にすることが村の発展だという

ことで、行政が農業よりも硯光だという話に走っており

まして、そのなかで私もり！ゾートとかツーリズムとい

うことがしたい。これからの日本の経済は余暇産業が中

心にならなきゃならない」と思っておりました。それで、

いわば政府の尻馬に乗って山口力男さんなんかを説得に

いったんだと思うんですけれども、「いや、施設を作るよ

りも、この美しい草原に都会の人を迎え入れて、農業者

でもため息が出るほど美しい景限を、そのまま都市の人

に空間を開放することが本当のリゾートなんだ」と力男

さんにいわれ、ミイラ取りがミイラになってしまったん

です。大地の咎宵義務（農林地を最苦な状熊に符理し、

それを活用する義務）を負っている農業者が、都会の人

とタイアップして必要な資金をねじり出す、そういう人

を呼んで「ファーマーリゾート」を一緒に作らないかと

いうことで、私はうかうかとその話に乗ってしまい、何

にもめどがつかないのに「学者廃業寂言」をやってしま

いました。

そして、行政を口説かなくてはいけないということで、

平成元年ばるさと発スウェーデンと阿蘇の試み」とい

う NHKスベシャルの企画に参加したことをきっかけ

に、町をだまして、町長以下誠会とか町の職貝の人たち

10人そこらを、 2週閻ぐらいスウェーデンとイギリスの

ツーリズム調丘に迪れて行さました。それを全国で放映

いたしましたら、今度は腹林水産省がだまされまして、

総台整備事業かなにかで10何低p]もの補助事業がつい

た。こういうことで、阿酪町はだんだん深みにはまって

いくわけです。

しかしながら、阿茄の農業者と尚エ菜者で地域賀源を

活かして、新しい戯菜と蜆光を再構築しようというもの

の、町の中でぐるぐる空回りをするだけの4年問をすご

し、初めて「都会の人と我々は手を結びたいjと思った

のです。私も熊本市に住んでたんですが、なかなか都会

の人と連愧するのは薙しく、その頃はゴルフ場反対迎勁

ということでは迪椛がとれたんですが、私どもが欲して

いたのはただの反対運動ではなかったのです。 r資金を樅

得し、行政の土地利用計画とかも 51 っ張り込みながら、

ィンフラストラクチャーも政府の金でやるような仕掛け

として、新い通産業を起こすjということに関しては、

誰にも理解を示していただけなかったんです。
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ところがありがたいことに、 1991年に熊本市内の生協
が4つ合併して 5万人ぐらいの大きな生協を作るそのシ

ンポル事業として、命を生み出す性としての女性が、食
べ物だけでなく水とか閑捲とか余暇とかまで含んだ新し
い共同事業を考える機会があり、グリーンストック財団

の初代喝務埋事でもある山内康二さんという当時の生協
専務叫事が私と迎命を共にしてくださいました。そして、

1 万 2千人の主婦たちが「子供たちの将来の安全な飲み

水の前払いです」ということで、缶ジュース 1 本あきら

めて毎月 100円ずつ、 3年問梢み立ててはどうだろうと
いう提案を受けて下さり、 6千万円くらいのお金ができ

たのです。それをもとに、行政から 5千万円、地元の企
来には「こういう浄財で作る財団は、きっとピジネスチャ

ンスになるだろう。今乗らないと損するんじゃないか」

というようなビジネストークで銀行の頭取を口説きまし

て、 1 億 5千万円くらい、そして管到している土地が13

ヘクタールぐらいで、一応1995年に財団が設立できたの

です。そして、昨年にはそこから事菜主（本を立ち上げて、
今や此水省、屎境庁の里地ネットワークだとか、建設省
も手作りリゾートだとか、郵政省はテレワークセンター

だとか、各省庁の目玉のプロジェクトになりつつありま

して、先週はトヨタ財団からもしっかりお金をいただき

ました．

♦ 

私もようやく、研究者として今年から復帰できました．

このl0年間、借金の取り立てにあいながら、ほんとに悲

惨な生活をしましたけれども、我々が考えてるのは、殷
業の単体というのではなく、閲境のトラスト事業、そし

てそれは21世紀の基幹産菜に育つであろう自然や文化
をペースにしたツーリズム産業です。こういう伸びるも

のと・守らなくてはいけないものとみんなの力を合わせ、

3つを束ねて、そして行政や企業を巻き込んで、住民の

)Jでグランドワークトラストの井業版のようなものを作
りたいのです。その基本的な考え方は、単地は畜産だけ、

山はスギだけ、田んぼや畑は謀民が農業だけというやり

方を変え、都市との交流を入れることによって、「この器

高差を使ってパラグライダーができるじゃないか、マウ

ンテンバイクで遊べるじゃないか、乗馬事来ができる

じゃないか、紫古のパオで滞在双が安く作れるじゃない

か、羊を入れて羊がグリーンキーバーしてるゴルフコー

スで、 3 日問デスマッチをやれるくらい広い、イギリス

のようなゴルフコースだって作れるじゃないかJと発展

できると思うのです。そういうただの反対運勁ではなく

て、単一的な土地利用を、都市との交流、行政や企菜や

住民の速携を、 21世紀の輝かしい複合的な北地利用計画

として作り直そうと、そういうことを志している財団で

ございます。

♦ 
我々は、「グリーンストック」というつぶれかけた財団

なもんで、浄Jけを寄付していただきたいと会場の入りロ

で本を売っております。立松和平氏にお会いしまして

我々の趣旨を説明したときに、帯び布に苔いていただい

た首葉が「いのち維ぎの事業」、「いのち継ぎの大地」な

んです。あまりにも当たり前の話だけれども、『都市の人

もfl3合の人と同じように里地、里山のふるさとを、自分
たちの子孫の維ぎから継ぎへの命の維承の l：地を一緒に

守っていく」という当たり前のことをどうしてできな

かったのか。農地法があるからといって、牒地は農民だ

け、世製虚家だけっていうことはおかしいんじゃないか

と思うのです。阿蘇には、 6本の 1 級河川がございまし

て、水源涵蓑地幣であり、魅力の戯林地があり、ツーリ

ズムに1200万の観光客が訪れるところです．我々は、そ

こで帝産だけ、J女）をうじるだけということではなく、ほ＇！培

や泉色や空気や水などでどういう形にして地元にお金を

落とすかという(:L·掛けを作る。そういう、新しい四境ビ

ジネスを作ろうと考えております。

今年の 8月、山口力男さんの阿蘇百姓村で「大草原の

小さな牧場迎勁」が始まり、 26ヘクタールを年問260万

円でグリーンストックの名においてお借りしました。そ

れをぜひ全国（I勺なトラスト迎動の発端として解放しよう

と、 5000人の方にお集まりねがって、殿初の花火を打ち

上げたところです。私どもは、阿蘇を守るために阿蘇だ

けで運勁やっていればいいわけではなく、九111全体の運

勁に、企国の癖）J1こしていかなければと思っています。

でかいから強いというわけでもありませんが、やつばり
全国のネットワークをつくるなかで、そういう意味では、

イギリスがl00年かけた事業を我々はJO年ぐらいで必死
で追いかけたいと思っております。

• 
閲境斤は、「草原の維持に都市も協力を」ということで、

九州地区国立公園野生生物事務所の小野寺浩所長が、タ

ケシさんのお兄さんである北野大先生や新渕大学の加藤

先生とかをお招きして懇話会を開き、山口力男さんの草

原で野焼きをしたり、いろんなことをやっております。

• 
私どもは行政と喧岬することをやめました。それから

企業と 1阻嘩することもやめました。これはやくざでいえ

ば「おだてて、とる」という方式なんでしょうが、いい

言葉を思いつきません。我々は今までどちらかというと、

閑境とかリゾートとかで企業とけんかをし、行政を批判

してきました。私は「リゾート列烏」という岩波新苔を

苔いたんですけれども、そのときにある新聞の面集部か
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ら紺話があって、「社説を自由に使って下さい」といわれ、

私はfお宅とは学生時代から関係が悪いものですから」

と断ったことがあります。

以後はむしろ、行政や企業とも、既業者や生協の主姉

とも一緒の感痣でつきあうとことにしました。地元の熊

本日日新聞が55周年の記念企画として、この 1 年問を通

しで阿蘇の草原を守るキャンペーンを張っています。 4

回特果で 1 年問、 II月には24ページ全面の阿蘇京原特集

を組むということを企画しております。また、今月の20

日には「阿蘇千年の草原シンポジウム」というのがござ

いまして、今El おみえの阿蘇の畜産指忍者である大沌典

雄先生が基甜甜油をされます。

私たちはこのチラシにも、また昨日の映画にも、 1 番

熙後にf財団法人阿蘇グリーンストック」としてのって

おります。やっぱりお金がないと 1 番服後になるでしょ

うけれども、 1 番殿後っていうのも目立つんだなあと思

いました。山内康二専務理事も参加し、行政や企菜や住

民も一体となって、この草原を利活用しながら、もっと

より豊かな本米の植生に戻してゆこう、そういう事業を

県民運勁としてやる、というコンセンサスをようやく得

るところまでたどり若きました。これは本当に感勁もの

でございます。

• 
株式会社「緑の資産』では、 13ヘクタールの山や戯地

やいろんな土地を所有しております。所有といえばかっ

こうがいいのですが、実は借金をしておりまして、この

土地を森林、草原も含めて、私たちは次に大きな挑戦を

やろうと考えています。それは悶林地の保全や多角な利

用に、都市の市民や志を持つ企業に参画していただきた

いということです。なぜ腹業は、欧米並にやりたい人が

自由意芯で選択できる戟菜ではなくて、世偲農家しか比

林地が自由に使えないのだろうか思います。戯水省の部

長さんたちに、「私どもは第 2の品地改革を目指す」とい

うと嫌な頗をされますけれども、株式会社が謀地を勝手

にする時代が近づいている中で、私どもは批判するだけ

ではなく、こういう土地利用をすることによって新しい

謀業の展開があるのではないかと考え、新しい地域の生

業とツーリズム採業という形で、都市からのアイデアや

人やお金やそういうものを活かして問発していきたいの

です。

沼田収先生は「サステナプルマネージメント、サステ

ナプルユーティリゼーション」とおっしゃいましたけど

も、まさに持続可能な多角利用を農林地の保全の中で仕

掛けていくと、そういうことを大胆に行政といっしょに

なってやろうと思っております。それを我々は「ニュー

7 アームピレッジ（新しい農業の村作り）Jと呼んでおり

ます。

♦ 

これは宜伝になりますが、入り口のところで売ってい

るf阿蘇グリーンストック」という本は 1 万部作り、 9

千部ほど売れました。岩波新習を習いたときは、一部の

マスコミしか取り上げて下さらなかったんですが、今巨l

は、おかげさまで9千部ほど売れました。また、大沌典

雄先生と一緒に、熊本大学で r阿蘇の自然と人の営みJ

というテレビ講座を 1 年問やり、そのキャンペーンをや

りました。それから県紙だけではなく、九州のプロック

紙、こちらでいえば中国新I!りにあたる西日本新惜l という

ところがスポンサーになり、「日本の設計、九州の設計」

という 2l世紀委貝会の中で「ツーリズム部会」というの

ができました．私はその部会長でして、「ツーリズム産業

を基幹荏業に」というのが新聞社のキャンベーンになっ

ております。

• 
人材を作ろうということで、）L州の全咲「九州ツーリ

ズム大学」というのを、学者に戻った第 1 番日の仕事と

して先月からはじめました。「地域作りからツーリズム

へ』と大胆なことを小国町長の宮崎IIり長がおっしゃいま

して、地域作りからツーリズムの町作りへと転換をする

そのシンポルとして、年惜l予~500万円がついたのです

から、「ツーリズム大学」というのを勝手に作りました．

まだ文部省からも文句はでておりません。入学されてい

る 54人の力.の 3分の］が原や市町村の行政の方、それか

ら良協とか福岡市や九州各県のツーリズムで裂村で生業

をと思っている人たち、地元の災業者など、いろんな方

たちで成り立っています。彼らは論文審査により入学し

て、国際シンボジウムとかいろんなことをやっておりま

すが、茶本的にはラーニングバケーション、これから人

生を楽しむ場は田屈l地甜だということで大学を経営して

おります。

♦ 

, 
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ぜひ、これを全国に艇開 Lて皆さんと一緒にやりたい

と思うんですが、これは西日本新聞の社説で、『新しい地

域総合産業としてツーリズム産業を作る、その可能性に

ついて』という記事を誠せていただいております。なん

せ、この新聞社の論説委員長が私どもの理解者ですので、

いかようでもキャンペーンが張れるというけっこうな立

場でして、マスコミの協力なくしてほんとにいろんなこ

とはできないと思うわけです．私どもこのJO年ほんとに

危ない橋をずーと渡ってきて、どうにか椙から落ちな

かった。いろんな失敗をくりかえしながら、何とかやっ

てきたわけです。これで終わりですね。残された時間、

少しまとまった話をします。

♦ 
私どもは、ほんとに孤立したたった 2 人の決意から、

JO年間、 1 万 2 千人の拠金をくださる主婦が現れて以

降、奇跳的に行政や企業まで巻き込み、ほんとに偲じら

れないような急展開を遂げることが許されました。私は

その問、弟と要を癌で亡くし、私の家族はある意味で崩

壊したと思われるほど悲惨な状況にも耐えながら、少な

くともつぶれなかった。私は毎日死んだ女房と父なる神

に祈って感謝し、そして「もう少し助けて下さい』と祈

り続けました。辰近私は、学者というよりも、だんだん

祈る人になってきて、このままいくと宗教者になるん

じゃないかと自分でも心配なんですが、ほんとに多くの

人たちに助けていただきました．

1 番最初に、私と山口力男さんは、 r,} ゾート批判をす

るなら違う対案を出せJと地元の農家や地元の行政や呉

や国からいわれ、「緑の生命資産を都市に解放することに

よって共通のふるさとをいっしょに作るため、お金や知

恵やイーフラストラクチャー、人を都市から送ってほし

い」ということを対案として訴えたのです．それがもう

だめかと思ったときに、奇絲的に生協の専務が辞めて串

務局を引き受けて下さったり、もうこれで 2徳数千万の

偕金の形がつかなくて、首でもつらなきゃいけないかと

息い、 1 儲円淋位の保険に入ったときには、今の「緑の

毀産」という株式会社を経営して下さる久保田さんが生

協をおやめになって経営責任を負って下さったのです。

今は山口さんが会長で、久保田さんが社長ということで

＃菜沢（←t主体もできま L た。

渇布院にはいろんな批判がありますけれども、私は、

湯布説のあの何もないところからわずか20年で、 400万

の人が来る観光地に育てた中谷健太郊さんを約敬してお

ります。あそこも1971年にゴルフ場にしたくない草原を

守るために、都市の人たちに当時 1 頭20万円のオーナー

運勁をやったところから村•作りが出発したのですが、彼

が今、もう 1 度 r親類クラプ」というものをつくりまし
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た。つぶれかけた股業、応村の再構築は都市の人の命の

問題だということで、それは都市の人に腹山漁村の親類

になってもらい親類縁者になってもらい、クラプは結納

金をもらって、それから場合によっては移住をしてもら

うというような、新しい国土作りに広がるツーリズム戦

略なんです。ツーリズム大学の客貝教授でもある中谷他

太郎氏は「村の命を都市の慕らしへJとおっしゃってい

ます。都市の活力を村に循現させる仕掛けとしてのッ―

リズム。昨日の「原野の子ら」でも涙なくして見れない

大変厳しい中で、製山漁村の美しい自然や泉観や、あの

美しい製林地を保全し、そして未米に引き継ぎ、原野の

子の中のあの人たちと都市の私どもが連帯をする中で命

継ぎをしていく、共生していくということなのです．

私はii'.l EEI浪先生という方を本でしか知らないんです

が、大変に尊敬しておりまして、沼田先生が「コリボルー
ション」という言葉を大田市でお使いになりましたが、

共に進化していくということ。たかだか人類10万年やそ

こら。日本人が阿蘇の原野に足を記してたった 3万年か

ら1000年前ぐらいの純文の人たちはわずか20万人ぐら

いしかいなかった。そういうぬ業が米で3000万人まで

増えて工業迎入して 1 偲2000万人まで増えました。し

かし、これからはものすごい勢いで人口が減っていき、

たぶん政府は米世紀中に人口は半分になるだろうと予測

しております。けれど私はもっと減るんじゃないかと思

います。その人口が滅るということが悲惨なことではな

くて、命を輝かす大変すばらしいこととして受け止める。

仕掛けを、お金で指探をつくり、その発展がいいという

文明をやめて、「命の輝きJとか「命の宮び」とか「命の

維続位とかそういうことを指椋1こできるようないい時

代が米るんではないかと考えています。

明治以降ずっと典村を捨てて都会にでることが出世で

あり、高度成長以粋、怒泌のように里を捨てて都市に人

が行ってしまいました。九州の1995年センサスによる

と、 30代のユーターン、アイターンと同時に、高度成長

の時に出ていった人たちが定年後は大gに九州に戻って

きているといった、これまでにない現象が初めてみられ

ました。私は、これは人が里に戻ってくる兆候だと思っ

ています。

土地が上がらないとキャビタルゲインで銀行やデベ

ロッバーが土地をまわす、それが日本経済の発展の原動

力だったわけですけれども、そういう、地価を刺激して

それで担保能力をつけて合み衰産を評価して株を上げ

る。そして土地と株で銀行がお金を抵当をとって出すと

いう｛J：掛けがもう終わり、土地はずつと下がるでしょう。

昨日、司馬遼太郎氏の「街道をいく」スベシャル番組

をNHKでやっていました。彼が「国という言葉を土とい
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う漢字で表現したい」とずっといっておられたことにひ

どく感動しましな司馬遼太郎先生は70年代から80年

代を通して「土地投機やる日本は滅びた』ということで、

「土地と日本人」という本を宙かれてます，ジャーナリズ

ムとの世界では、私はNHIくの方に命を救ってもらった

ことが何度もあるんです。彼らとのつきあいは、東京の

土地問題のときの1985年から87年。土地問題のことを

発言するとガソリンかけてトイレで殺されたり、白昼、

後ろから手刀で頭割られたり。土地問題がタブーだった

時期に、私は「おはようジャーナル」で「土地投機はよ

くない」ということを命を懸けて言わされた、その仲間

たちが助けてくれたんです。土地投機の東京マネーがリ

ゾ-I、という形で地方に流れたのが88年から91年でし

たけれども、それで日本は、ほんとに都市も［さ村も壊れ

てしまいました。

司馬遼太郎先生は亡くなる前に『関東を考えなければ
いけない。自分が若いとき戦地から大陸から引き揚げて

きたときの焼けた関東をどう再生するか、ということが

原点だ」とおっしゃていましたけれども、私どもは経済

学のデータで見ると、紛れもなく日本は1968年に 1 人当

たりのGNPでドイツを抜き、 1987年リゾート法ができ

た年にアメリカを抜いて、貨してるお金にしろ、飾出し

てる黒字にしろ、あらゆる点で世界 1 の経済大国になっ

たんです。けれども、目を土地に向けて」この状況を見る

と、私は日本は敗戦の時よりひと‘い荒廃の極みにあるの

ではないかと思います。命の荒廃した日本をどういうふ

うに再生するかということは、 21世紀の我々がお金で再

生することではございません。私どもは命縦ぎをしてい

く土、大地をどのように都市と腹村で、そして住民や企

菜や行政と志を共にし、必要な知恵、デザイン、渋金、

それから必要な道路、様々なものを産業の発展のために

惜しげもなく使い、菩えたその宙を里地作り、共通の、

子供たちへ残せるふるさと再興のために使う仕掛けをし

なければなりません。草原という日本人が失なってし

まった、司馬遼太郎先牛が紫古を勉強されたのも草原へ
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のあこがれなんですが、私どもは 5坪とかJO坪とか小さ

い土地を使うことは非常に長けております。津々浦々の

日本人は長けております。けれども、 100ヘクタールとか

1 万ヘクタールとかいうともう呆然としてどうしようも

ない。だから「自然のまんまほっとけ」と、「雑木林に戻

すことが自然保護だ」という人が大変多いんです。けれ

ども、私どもは持統可能な利用や笞理のシステムを作ろ

うではありませんか。それは私どもが芙しい山を條々

谷々の世界を取り返すことでありましょう。飛行機で広

烏から出器に飛ぶ下の山を見て、「これこそ、もののけ姫

のあの獅子神がおられたあの美しい森に迎いない」と感

動いたしましたけれど、大田市の美しい三瓶の瑣原をも

う 1 度山のてっべんまで草原にし、そしてネットワーク

をつくつて全国草原の道を翠古1こ、アフリカに結んでい

くような壮大なロマンの事業をいっしょにやりません

か。こんなに沢山の全国のガが発起すれば、それはでき

るんじゃないかと思います．
私は個人的には大変悲惨な状況におりまして、元気は

ないんですけれども、皆さんの顔を見て、大変励まされ

ました。ぜひ手を組んで次の世代に私どもの美しい草原

を元の広い大草原を取り返していく逝動に立ち上がつて

いきましょう。どうもご静聴ありがとうございました．

司 会： 佐藤先生、投里な講演ありがとうございまし
た。ここでもう 1 度盛大な柑l手をお願いいたします。な

お、会場の皆さまにはただ今の講演に関しまして佐藤先

生の質問もおありかと存じます。受付でお配りいたしま

した封筒の中に、本1:1の蛍料集とともに質問用紙が入っ

ております．ロビーの受付に回収箱を用意してございま

すので、質問用紙にご記入<l)..t.12時45分までに入れてお

いていただきますようにお頒いいたします。それではた

だいまよりJO分間の休憩といたします。第2部の各地か

らの報告はII時からとさせていただきます。よろしくお

願いいたします。
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村岡町耀山区区長

西田英雄氏

司 会： それではただいまより、草原シンポジウム第

2部、各地からの報告に移ります。

第2部では様々な形で草原に関わっていらっしゃいま

す 4人の方々に、各地の草原の現状を報告していただき

ます。

まず殿初は兵郎限村岡町からの報告をお即いいたしま

す。報告をいただきますのは、村l浦町姫山畜産組合長の

東垣弥三治さんです。東垣さんは畜産組合長として火入

れを維続し、牧野を守ってこられました。ご本人の体躙

が思わしくないとのことで、本Elは蜀l」区区長幽田英雄

さんが代理でいらっしゃっています。それでは西田さん

よろしくお願いいたします，

西 田： 実践報告の lヽップパッター、しかもピンチヒッ

ターということで、空振りに終わりはしないかと実は案

じておるところであります。

今ご紹介いただきました束坦さんが、 50年来伐業や畜

産に一生怨命に取り組まれ、また、 13年間ほど私の村の

区長として様々な活動をされてこられましたが、ちょっ

と無埋をされ、現在入院をされているということで、ピ

ンチヒッターに代わったわけでございます。

私事で恐縮ですが、平成6年の 3 月に教職の身を退職

しました。 7 、 8年間、私の村では 2人の区長制度をひ

いておりまして、私は区長見習いということで、事務局

と第 2区町内まわりの仕事をしました。そして東坦さん

が、外回りを役場とかこk木のガをまわるとかそういう仕

事をやってこられました。本年度は、私が止規の区長と

いうことで、ともにここ 2 、 3年取り組んでまいりまし

た。その経過の一端あるいは現状を、短時Ill!ですがお話

しして、また、ご指祁いただきたいと思います。

それではスライドお願いします。

• 
兵）ili原の北の端の村岡IIII という小さなIIりでございま

す。東西が約14キロ、削北は22キロ、面梢は 1 万6000

ヘクタールほどの町でございます。

• 
耕地は令而依の5, 3バーセントぐらい、小さな耕J也し

か杓っておりません。平坦部のilJI場据備をどんどん進め

ておりますが棚田が多く、いまだに(j:車をするのに随分

と労力を使っておるという実態であります。今光りを当

てておりますこの辺で平成6 年に天皇陛下をお迎えし

て、第45回全国植樹祭を実施し、終わったところであり

ます。この人田市でも全国育樹祭が同じような年に実地

されたようにお1iilきしております。人口は7000人ほど

です。 1 万2000人ほどいた人口が、今は半数までも減っ

てはおりませんが、どんどん減りつつあります。そうい
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う中で、この）J田市の花あるいは後ほど発表されます群

馬県の県花が私の町と同じレンゲッツジということです

が、村岡町の花もッツジでして、何か親しみを感じてい

るところでございます，

• 
ごらんのようなVlllfl]がたくさんございまして典型的な

中山問地術という実態でございます．

• 
私の町にはハチ北スキー場というのがあるのですが、

この地）成一帯は、平均 L ますと平地で 1 メートル、山で

すと 2 メートルから 3 メートル近い恐省がIOOEI続くと

いう地術でございます。非常に厳しい地域ですが、それ

を利用してスキー閣を30年ほどi1iiに開発をしまして、ハ

チ北スキー勘を中心に年問約30万人前後のスキーヤー

を迎えております。 2 、 3年前にはモーグルスキー世界

大会も実施しております。

• 
いうまでもなく基幹産菜は比菜あるいは牧畜なんです

が、ご存知のように神）i牛あるいは松坂牛の素牛の生産

地として知られております。過日も、岩手限で開悩され

ました令国和牛iiと力共進会に兵庫県の代表としまして希

雌牛を 2頭出しております。

• 
牛を朗っているところではよく見かける、牛を迎動さ

せているところであります。私も昨夜の映画「原野の子

ら」を見せていただきました。ちょうと、同じような境遇

で、小さい頃から牛飼いやら田んぼの仕事を牛を使って

手伝い、一町歩以上のl丑んぼを笛埋した体験があります

ので、昨日の映画も感勁しながら自分の幼い頃と重複さ

せて見せていただきました。

• 
私の村のすぐ憐りに漏泉町という沿の出る町がありま

す。そこで、以前は付岡町でもやっておったのですが、

専門家が手を使った競売をやっておりました。昂近は、
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時代の変化で霜光掲示板で競市（せりいち）をやるよう

に変わっております。

• 
前が空き家で、あんまりいい家じゃないのですが、そ

の左手前にサイロがあります．バラポラアンテナのよう

で、これは盗のようですが。昭相30年代前半までは牛と

人tH]とが同じ家で倍らして、 1紺't的には良くなかったか

もしれませんが、投起きをとも（こしたという、その面影

が残っておる風棗でもあります。

• 
これは、昭f1130年代前半煩までの放牧風累です。私の

地域は兵l,li呪の北紺逍ともいわれるほど寒くて宮の多い

地域で、また、「弁当忘れても傘忘れるなよ」と日われる

ぐらいJJi常に雨の多い地敗でして、その分片（も良く百つ

ということで、随分とこの果落の町l1や入会地に牧J房を

つくりそこに牛を放ったものです．ご存欠l]のように耕う

ん機の発述が、この牛を飼うという（士半、牛の数をどん

どん減らしていきました。繁殖牛を私の家も剣ってみた

のですが、とても節rl 団をやって、年（こただの 1 回必ま

れるf·牛を、それもいくらするかわからない餡段の＇卜を

肖てるということは至難の業でした。そして、{:t車がど

んどん外に効めに行くというような時代の変化ととも

に、牛の数はどんどん減っていきました。これは以前の

俄かい＞思い出の l ページであります。

グラフをお見せしますが赤い線が村岡町の戸数です。

現在で70戸ほど、それから牛の数は約700頃ほどおりま

す。私の村30F'あまりの促家の中で27戸く＇らいが、謀菜

といいましても第2ギRの］［i業農家ですが、どんどんサー

ビス業や第2次産業に仕事に出ていくようになって、牛

を飼う煤家が減ってきているのが実態であります。戸数

が少なくなって頭数は多頭飼育がすすむ。いろんな関係

で数は増えておりますがj_i数が随分と減っておりまし

て、困っているという現状を、グラフで誂みとって下さ

し ‘o
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• 
ただ、他の地域が「もう牛を飼わないから牧場は植林

をしてしまお的とか、f他に転換して何かに使ってもら

おう」という方向にすすむ中で、私の村では「それでもJ

ということで、植林をせずに牧野の維拉を続けてまいり

ました。土地は付岡町の所有で利用地をいただいておる

という緑故地なんですが、こういう突態の中で椛i林をせ

ずになんとか芍＇ってきたということであります。

♦ 
国道9 号線から東側に約700メートル程上がったと

ころに私の染落がありまして、そこから 2 キロほどあが

りますと、ここら一甜が牧場で植林してありません。こ

れがこれからお話しする牧場であります。約2 キロくら

いあります。

♦ 
これもIJIJ発しかけた 30年代半ぱ頃の、こうして柏餅を

作るカシワの木の下で涼んでおる牛の風景であります。

カシワの木は火に強いですから、これは今でも、もちろ

ん見られます。

• 
先ほどの説明にちょっと続きますが、昭和50年代に入

りまして山村振腿対策事業ということで15ヘクタール

の耕地開発を行ないました。それをきっかけに放牧をま

た始めたんですが。ちょっともどしていただけませんか．

60年代に入りましてEl櫂の補助をいただいて、 28ヘク

タールの放牧地と牧草地の整備を行ないました。しかし、

、卜を飼っている家がわずかになって、 IO戸ほどで145頭

ということでは牧場経営維持管理が成り立たないという

ことで、鋲落の外から牛をあずかるという｝］策に踏み

切ったわけであります。今出ております表の中にありま

すように、舎nいすなわち rl 分の家で飼う場合ですと絹

料代が2881可、労貨が178円、締めて500Fl近く、一方、

放牧をしますと 352円ぐらいですむということで、この

智別ik託府は現在も変わっておりません。

私の村ではただいま 1 世帯だけ牛を飼っております。

1 頭しかいません。後は全部よその牛をあずかって、咋

日出るときに問きましたら、現在44頭の牛をあずかって

おると、その管郎依託数IOO 日分ほどが、 320円 XIOO日

分X40~50頭分が私の村に入ってくるという勘定にな

ります。

• 
これはちょっと下に牛の姿が見えますけども、この草

をかぶつていますのが管理迫です。冬場から 3月の終わ

りり［にかけまして訂君がまだ残るのですが、すごい磁香

のために、濯が鉄柱で鋼鉄の作で針金を渡して、それが

苔で、ぐちゃ一つとこうなりまして、呑先それの修仮に、
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20万円から30万円出さなくてはもとに戻らないという
中で、こういう管郎道を牛が外に出ないようにあちこち

に掘柵を作っております。そして交代で午前は朝から 10
時頃まで飼って、 1 人が 2時間ぐらい交代で、ゾーンご

とに牛を器いておりますので、ここには15頭、ここには

JO頭とか、一部のあちらの方の町の牛はここ、こことい

うように、それを数えに上がって維持笞理をして符埋料
をいただいています。よくこの堀りIllに牛がひっくり返っ

てドーンと落ちます。里機でュンボウで掘ったところに、

短l；向きに牛がひつくり返って落ちて、もうそうなった
ら死ぬ以外にないという状況で、 2頭ほど数年前になく

なった体験もあって、常に管理に心紀しておる状況です．

• 
牛の姿がこういうふうにあります。ススキの火入れを、

先ほどのオープニングでもありましたし、昨lヨの阿絲の
山焼きもありましたが私のところは「野焼的といわず
に「山焼き」といって、火入れを毎年行なっております。

• 
これは火を入れておる風娯です。牛が 1 頭しかいない

のに村じゅう総事（そうごと）といつて El 役（ひやく）
で、約半1:1 、 30人ほどで30ヘクタールほどの山を焼きま
す。火の勢いが昨日の映画や先ほどのオープニング・ピ
デオにもあったような、あんな勢いでどんどん勢いよく
燃えていきます。

♦ 
ありふれたよく見られる風棗ですが、火を入れておる

風栄です。

• 
これは 9号線をはさんだ反対側から、木の殿蛍といっ

て、安藤忠雄さんが設計しました付名な建物もできたり

しましたが、そういう方面から撮った写真です。

♦ 
こういう状況で、風が出ない問に翡］ 8時頃から火を入

れます。谷から火をつけて上を焼いておいてから、下か
ら火を付けて一気に焼くわけですが、私が小さい時分は

テレビも無線も君話もない時代ですから、よその山に火
が入ったら、死に物狂いで村まで報告に駆け下りて援談
を頼むことがありました。それから現地におるものは、

もうご飯も食べずに残習をほうばりながら、必死になっ
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て火を消すというようなことをいまだに数回体験してお

ります。

• 
これはだいたい焼けた後で、今年の 5 月こどもの日の

風棗です．

♦ 

これ、飛び火した火をいま消しております．

♦ 

2人組でこういうふうにしております。

♦ 

はい、これも結柄です。残り火を消しております。
• 

これがちょっとお話中し上げたいメインの 1 つなので

すけれども、 700メートルぐらい去年までにやりまし

た。幅が7 メートルから 8 メートル、よその山と牧居と
の境界線に随分苦労した防火帯をこういうふうに垂機で

作りま Lて、シパを禎えてがんばっております。この月
末には育年協力粽にも手伝ってもらうというようなこと

を考えております。

• 
今ちょうどそこに写っている、挨拶をしているのが東

垣さんです。その手前の相子をかぶつているのが私です
が、こういうふうにして、自分の村には牛がいないけれ

ども、これをただ放窟、あるいは植林して昔の面影をな
くすのではなく、なんとか30ヘクタール以J.:の牧場を再
びよみがえらせて、しかもそれを多目的にいろいろと

使っていこうと、とくにふれあい的な勘にしていこうと

労えています。もちろん偵務もありますので、それを返
すためには、いくらかのお金をもうけなくてはなりませ

んし、たくさんの消水あるいは山菜も随分ととれますの
で、それを目当てにたくさんの人も来ます。セカンドハ

ウスをi1両するとかいうようなこともあります。ただ、

価餡観の違う、職業の違う人迎がそれぞれ村を形成して
いますので、昔と違ってl迫分とやりにくいこともありま

すが、このテーマ『生菜による維持保全」を目指して、

なんとかがんばっているところです。ったない発表です
が終わらせていただきます。

司 会： 西田さん、ありがとうございました。
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久住町理車・企画調整課長

山田朝夫氏

司 会： つぎに報告をいただきますのは、大分県久住

町理半、山田なl夫さんです。山1±1ii）1夫さんは、一昨年の

第 1 回令匡l野焼きサミットの立役者でもいらっしゃいま

す。それではLl.lfflさんよろしくお願いいたします。

山 田： みなさんこんにちは、九州の大分屎の久住IIIJ.

からやってまいりました山田と 1•1• します。よろし（お願

いいたします。いまご紹介にありましたように、久住町

で実は第 1 回の、その時は「全国野焼きシンボジウム」

という名前をつけたんですが、そのシンポジウムと、そ

れから第 l 巨l(/) r草税サミット」が併）備されました．そ

の頃、いまから 2年半ぐらいり1jなんですけれども、大分

県なり熙本栞阿絣を中心として1柑原は多かったんです

が、みなさん誰も卓原問祖という意識はなかったんです

ね。侶l別には「だんだん野焼きができなくなっている

なぁ」とか、「卓源が全体的に減ってきてるなぁ」という

ような、個々には問題意政があったんですけれども、そ

れは農畜産菜の分野の方もそうですし、それから自然保

設という硯点の方もそうであったんですが、それがまと

まった世祐になっていなかったんです。それで、f何とか

そういうものを形成できないかなあ」という気持ちが 1

つにはあって、第 1 回の草原サミットなり、シンボジウ

ムの試みをしたのです，それが今回、このように第 21!!1

に引き縦がれて、全国各地から発表名の方とか、それか

ら聴衆の方にお躾まりいただいたということで大変うれ

しく思います。今nの企画をしていただいた地元大田市

と線と水の連絡会議、それから」机牧野委貝会の方々に、

まずお礼を申し Kげたいと思います。ありがとうこ＇ざい

ました。

それでいきなり木坦に入りたいのですが、大分県の久

住町といっても皆さんご存佼IIない方も多いと思いますの

で、久（主町の突態と、それから草原維持のための営みと

いったことをまずご紹介したいと思います。

久（主町はですね、九州の中央部、先ほど伽悟先生から

お話がありました阿悌の北東に連なるところに位1呂して

おります。 IIIJの北側には（じゅう速山というのがこ＾ざい

まして、その兵ん中には坊がつるという湿地帯というか、

箪掠があります。坊がつる貧歌といえば、ご存知の方も

いらっしゃると思いますが、その（じゅう連山の南のふ

もとに広がる玲原地帯を布しております。久（主町の面祓

はだいたい］43キロメーター、 14300ヘクタールになり

ます。そのうち、だいたい草原が4000ヘクタールといわ

れておりました。いわれていたんですけども、それは昔

の話でですね。いま現仕どうなっているかといいますと、

その4000ヘクタールのうちl000ヘクタールは伯林を

してしまいました。それから、またJOOOヘクタールは改
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良京地をしてしまいました。それから、あとの1000ヘク

タールはですね、だんだん放践されることによって山に、

雑木林になっていっています。いま現在は、野草の草原

が1000ヘクタール、ここが野焼きをしたり、放牧、採卓

をしたりしているところです。あと改良草地、顧1氷地、

それから山になったところ、それぞれが1000ヘクタール

ずつといった感じになっております．

人目は現在5000人弱程度であります。昭和30年代に

は9000人ぐらいいたんですけれども、現在はほぽ半分

になっています．それから、甚幹旅来は農業です。米と

釦段が中心で、あと野菜はトマト、しいたけとかt.li、そ

ういうのが一応t嬰な産業で、裕沼：は肉用牛の繁殖経営

が中心です。それから、品近は硯光客の方も徐々に増え

ておりまして、今年は年『flに200万人<‘らいのガが訪れ

るものと考えております。

♦ 
それで、その草原のことですが、そこは放牧と採草が

行なわれているということで、臭体的にはスライドを見

ていただきたいと思います。

• 
久住町は、くじゅう迎山の南紺に広がっていると申し

上げま Lたけれども、北から山があってその次に草原が

あって、そしてその下に媒沼があって、人が住んでいる

というふうに大きく 3 つに上地利用なり、植生なりに

はっきり別れております。これはくじゅう山の山の上で

すね。こういうふうにミヤマキリシマが咲いています。

• 
こういう感じになっているんですが、このミヤマキリ

シマも、実は後で出てきますKIi恋村のレンゲッツジと同

じように、いま放牧、火入れが行われなくなったことに

よって、雑水がはえてきて、だんだん哀退しつつあるん
です。

♦ 
秋になるとこんな感じになりますし、
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♦ 
冬になるとこうなります。ただ、南向きですのですく‘

雪が浴けてしまいますので、スキー場は残念ながらあり

ません。

♦ 
これが山の上から草原地併を見渡したところです。色

がグリーンのところは改良草地で、少し褐色になってい

るところが野草地です。

♦ 

草原地帯はこんな感じになっています。

♦ 

このように牛が放牧されております．

• 
そして、採草はこういう大きなトラクター使って行な

われることが多いです。ここは改良してあるところだと

息います。

• 
ここは野草地だと思います．

• 
それで、集落地苅はだいたいこういう田園風袋となっ

て、人々はみんなここに住んでいて、牛をヒに放しに行

くという感じになります．

• 
久住山の湧き水、これは湧き水で滝ができてるんです

けども、こんなようなところもあります。はいどうぞ。
• 

それで、ちょっと見にくいかもしれませんが、赤で塗っ

てあるところが、「火入れをさせて下さい」といって役場

の方に届けがあったところです。それぞれ牧野組合がIIIJ

内に13あります。それぞれに分かれまして、その間の部

分は草地改良されているか、植林がされているというこ

とになります。昔はそういうものがなかったので、野焼

きもしやすかったんですけれども、結局ああいうふうに
ぽつんぼつんとありますので防火帯切りがたいへんに

なってくるということです。
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• 
それで久（主の方では、わっかの「船」に地面のf地J
と杏きますが、これは「稲地切り』といいまして、防火
術を作るために草を刈っているところです。

♦ 
草をメiiったらですね、刈った草をああいうふうに哀ん

中に躾めて、草の蛇のような尾根を作っていくんですね，

♦ 
終わった状f蕗がこんなふうになります。

♦ 
数日すると、こういうふうに刈ったところが乾條して

きます。先ほどのf貪地切りは、 9月の20 1:1前後に行なわ
れます。その後、これから「飴地焼きJといって、刈っ

た草を焼いていくわけですが、これがだいたい 1 週間＜．

らい後に行なわれます。

• 
こういうふうに刈った草の lこに火をつけていくことに

なります。

♦ 
燃えていくと、だいたいこういう感じ（こなります。ま

わりが育草で燃えないこの時期にやらないと、本当の野

焼きになってしまいます。この時期でないとできないと

いうことですね。

• 
これが終わったところですね。これで防火帯が完成と

いうことになります。

♦ 
ちょっと見えにくいかもしれませんが、ずっと艮くこ

う出て、向こうに煙が上がってます。

• 
これもです。ここからずっとありまして、総延長がも

のすごいです。ここが防火帯になっています。こちらを
燃やさないためにですね、こちらを焼いておくというこ

とです。

• 
これが3月のあたまに行なわれます、野焼きです。大

きく町内を 2分しまして、 3 月の 1 週 lき1 の日 II叫 El と、 2
週目の日II径 Fl に行なわれます。

ここは平らですから、

も。

• 
わりと牧歌的な野焼きですけど

♦ 
こういう草丈の短いところは、わりと簡単にいくんで

すが。

• 
こういう傾斜地、斜面がですね、非常に危険なんです。
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阿蘇に比べればこういう斜而は少ないのですが、それで

もたくさんありますので、非常に危険な作業になります。

♦ 
こんな感じですね。私も実際やってみるんですけれど

も、上昇気流でこの火がこういうふうに走り l·がるもの

ですから、非常に危険なわけです。

• 
それで、これが焼け終わった状態ですね。この後、こ

こにキスミレが出てくると、春ということになります。

• 
どうしてポ原サミットなり、茸原シンボジウムという

のを始めたかというとですね。これは単に草掠維持のた

めの人手が足りないとか、そういうことではなくて、久

住Ill」自体がこれからどういう股村を口指して行くかとい

う取り組みの一閑なんであります。お手元の資料染の18

ページを開けていただきますと、実はこれは、平松欠lI#i

の発案で久住町を「地球にやさしいむら」のモデル地域

にして、どうやっていくかを考えようという取り組みか

ら始まったんです。

その取り組みの概念図が、殿初の左側の方の上の方に

習いてあります。要するに、牒菜であれば「i屈四Jとい

うことを大切にしていこうと。それで、観光ということ

であれば「持続可能性』とか「ホストとゲストの関係」

というのを大事にしていこうと，それから、ここでやっ

ぱり屈JJJ教育というのをやっていこうと。そして町民の

生活も閑接に俣しいものにしていこうと。こういう全体

の取り組みを一緒にやろうというような概念団なのであ

ります。

こういう構想を平成 5 年J.立に 1 年問かかって考えまし

た。その時に先ほどお話しいただいた佐藤先生とか、今

El 午後のシンボジウムでコメンテーターをしていただ＜

瀬田先生にごJJIl努いたださまして、こういう計両を僚と

町でつくりました。それを絵にしてみるとですね、たと

えばぬ業についてはきちっと畜産の炎尿処埋をして、に

おいを取り餘いて、それを圃島に遠うじして殷作物を作り、

それを町内の繭店で売ったり、それからレストランもそ

ういう食材を使ったメニューを作ったり、あるいは産直

で都市へ運んで光っていこうと。それから、堆肥センター

が必要なら、柴合の堆肥センターも作っていこうという

ことになります。それから右開の上に行きま Lて、教育

の面ではネイチャーセンターというのを作って、それを

核1こして野焼きの体験もやるし、その他に単なる自然保

護というよりは地元のt¥業者の方を中心に、先生になっ

ていただいてですね、 H然学校みたいなのを作っていこ

うと考えています。いま脱在、このネイチャーセンター

については、県内の私立大学が自分の所の教育の 踪と
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して、町とタイアップしてやっていこうというようなこ
とになっております。

それから生活面についても、その排水なり靡巣物の処

l!11とかエネルギーの利用とか、そういうことをさちっと

考えていこうという、全体の町(1,t)の計画というか、構

想があって、その中で泊費者と1煎者、あるいは親光1こ

おけるホストとゲスト、そういうもののfuJ1理解とか交

流の一探、そして開悦教育の一·環として野焼きのポラン

ティアというのをやってみようじゃないかと巧えたわけ

です。そのためには、やはりその草原というものにどう

いう意義があるかということはちゃんと分かっておかな

きゃいけないということで、シンボジウムとサミットを

開催したというのが、その絆綽なのであります。

もう時間も限られておりますので、その後今日までい

ろいろなことがあったのですが、結局その草原サミッ l·

なりシンボジウムをやって、その後「野焼きのポランティ

ァ闊というのが町内の稲葉牧野組合というところで組

織されておりまして、だいたい50名を越える登綿があり

ます，それが 3年問継続をされているわけですが｀その

野焼きのポランティアというのをやってみて、どういう

ことが起こったかということを申し上げたいと思いま

す．

1 つはですね、これは予想通り消費者と生産者なり、

都市と農付なり相互理解というのは確実に進んだという

ことであります。それからマスコミなんかもそのことを

よく取り上げるようになりましたので、取原についての

9I！解、既村に対する）里／作というのはかなり深まってきて

いるんじゃないかと思います．

響

それから、辰初はですね、「索人がそんな危険な作業が

できるのかJという話が地元の方からあったんですけれ

ども、fu1年かやってみてですね、何也l も来る人は、やっ

ばりうまくなっていくんですね。さらに、地元の人もポ

ランティアの使い方がうまくなっていきます。そういう

意味で、ポランティアの習熟と、それから地元の受け入
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れ体制の向上というのが出来上がってきました。

その後に起こってきたことは、まず野焼きは天気が悪

いとできないということがありまして、やっぱり運良く

1 度野焼きができた人は、「これはおもしろい』というこ

とで綸地切りなり、倫地焼きにも来てくれるようになり

ます。しかし、その 3 月の野焼きができなかった人は、

だんだん消えていつてしまうということで、ポランティ

アのメンバーが50人とか80人とかいますけども、だん
だんメンバーが固定化されてくるという傾向がありま

す。天候の問題はどうしてもあります。

それから野焼きに来る人との交流のなかから、地元の

牧野組合の力が作った物殺品が、なんかこう普通の系統
阪んのルートとは違うルートで売れていくということが

あります。たとえば、 rお宅のお米はおいしいんで、ちょっ

と寿司屋さんに紹介するから、何俵かよこしてJとかで

すね、「お宅の椎茸はおいしかった』とかですね、そうい
う格好で売れていくということがあります。地元の人達

も、「あ、そういうことで売れるんだ」と気づく。このあ

いだも餡地切りの後にみんなで話をしているのを聞いて

ましたら、「大分市内の住宅団地の集合場所を今度確保す
るから、お毛の産直のものを売りにきてよ、そしたらう

ちは奥さんの知り合いの奥さんをみんな集めて、そこで

みんなで買うから。こんなおいしいものを面に述んでく

れないんじゃ困るじゃないの」というようなことで、単

に人手をどうこうするということ以外に、発展が見られ

ております。

ちょっと時間も少なくなってきましたが、 1甜後に、実

はこの 3 月に行なわれた野焼きで、もう 15戸しかない牧

野組合が、隣の1l1林を焼きこんだという事件がありまし

た。それでその牧野組合が、「もう来年から野焼きをしな

ぃJと言い出したんです。困ったのが隣の牧野組合でし

て、一方の牧野組合に野焼きをやめられると、「el分のと

ころはよけいに防火甜切りをしないといけない・大変な
のでなんとか町の力.から説得してくれないか」といわれ

て、町から説得に行ったんですけれども、「そんなこと
言ったってもう l!i戸のうち 2 ilifしか放牧をしてないの

で、もう珀地はいらない」と言うことになって、来年は

多分できなくなります。そこはキスミレとかエヒメアヤ

メとかがものすごくたくさん咲く、こういう岸のものす

ごくよく燃えるところなんですけれども、そこができな

くなります。それで町誠会でも「それをどうにかしろ」
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といって烈問があって、いろいろと考えているんです。

その rポランティアを呼ぶっていうのはどうか」という
話も出ましたが、一方で「そこは非常に危険なところな

んで、ポランティアには焼かせられない」という話もあ

りました。それから「野焼きの作業稼」というのを作っ

たらどうかという話もあるのですが、これも、「じやあ普
段はなにしてるの」とかいうことになって、なかなか難

しいだろうと。

そこで私は、「困る、困るJと言ってた牧野組合の方に、

「じやあ、その隣の牧野組合と合併したらいいじゃない

の」と言ったんですね。けれども、やっぱりそれぞれの
牧野組合の財廂区分の関係とかいろいろありまして、合

併というのはできない，だけど、焼いてほしいという気
持ちはあるわけです。 rそれじやあ、野焼きの日が違う牧

野組合同志が I El ずつ紬通して、こっちへ加勢に来れば
いいじゃないの」と君うんですけれども、それも「他人

の牧野を苦労してなんで焼かなきゃいけないんだjとい

うことになって、できないという現状にあります。

私は思うのですが、先ほど申し上げたように昭和30年

代には9000人いた人口が、今、 5000人しかいません。

これからもっと減っていくと思います。どこの腹村も同

じだと思いますが、そういう中でですね、いろいろな集
落のお祭りでもそうだし、こういう野焼きみたいな共同

作業でもそうなんですが、いまだに昭和30年代のままの

システムで行なわれているんです。もう人数が半分に

なったのにですね、システムだけが同じではやっていけ

るわけがないと思います。ですから、同じことをやって

いくためには、どうしても協力しあって、お互いに労力

なり知恵なりを出し合っていくことが必要になる。そう
いう協力ができるかどうかというところが、久住町でこ

れから草地を維持して畜産をずっとやっていって、自然

を守っていかなければならない。だって草地がないと観

光200万人もの人も逃げて帰っちゃうと思うんですね。
ですからそこをどうやって協力していけるか町内で協力

し、また都市の人とどうやって協力していけるか、そこ

のところの仕組みを考えることがこれからの課題だと

思っております。

ちょっと時間を超過しましたが、以上で発表を終わり

ます。

司会： 山田さんありがとうございました。



i ●各地からの報告 湯ノ丸（群馬県） I 

短恋村文化財専門委員

戸部 勝氏

司 会： それでは 3番目に報告を阻きますのは群馬県

姻恋村文化財専門委貝、戸部勝さんです。戸部さんは国

指定天然記念物の湯ノ丸レンゲッッジの保護に携わって

おられます．

戸 部： みなさんこんにちは。私が群馬県の燐恋村か

らまいりました戸部でございます。レンゲッッジ群落の

維持と復Iじ・管理対第ということで御報告申し上げるわ

けなんですが、かいつまんだ報名になると思いますので、

前もってご容故顆っておきます。

まず湯ノ丸なんですが、この渇ノ丸は姻恋村の西端、

上信越国立公園内の長野県との限様に位i固しまして、周

囲に活火山浅問山、四H山（あずまやさん）、草津白根r l.1

という探，者2000メートル級の山々に囲まれた、 2105

メートルの山であります。この湯ノ丸山とその麓の総称

を湯ノ丸、あるいは湯ノ丸丙原と呼んでおります。この

沿ノ丸は、古くからのレンゲッッジの群落地であります

が、この土地は廂沢温泉旅館である紅葉館の所竹・地で、

いわゆる私有地であります。記録によりますと、明治37

年から放牧地としての利用が始まり、毎年、牛馬を主体

に200数JO頭の家浙が放牧されてきました。放牧のビー

クは昭和25年から 30年頃、戦後の物渋不足の時代でし

たので、自家用のウール絨維の生産が始まり、その綿羊

が放牧されたため牛馬とも合わせて300頭以J-．の放牧

があったわけなんです。当時の記録はだいたいそんなこ

とで、それ以上詳しいことは残っておりません。

このレンゲッッジは、皆さんご承知の通り、’t馬には

有宮なので食することはないわけなんです。牛馬はごく

自然に箪、ササを始め、ッッジの生長の辟告となるズミ、

ミネヤナギ等の幼木を食L、放牧とツッジとのよい関係

が紺持されて苔たわけでございます。言いかえれば、沿

ノ丸のレンゲッツジ群落は放牧牛等によって保救、行理

されてきたともいえるわけです。それでは、ここで現地

のツッジの状船等をスライドで見ていただきたいと思い

ます。

• 
写哀が暗いんですが、この向こうに見えるのが淫ノ丸

山でございます。それで手前の力が行楽客とレンゲッツ

ジの群蕗でございます。

♦ 

放牧について申し上げましたが、このように現在もわ

ずかではございますが、年問40頭ぐらいの牛が放牧され

ております。牛の白黒、レンゲッツジの紅、このコント

ラストも実に索昭らしいものがございます．

• 
現状はこんなことなんですが、非常に小湿本が多くな
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りまして、森林化してきているというのが現状でござい

ます。本年の場合は比較的花のつきもよく、一応大群蕗

の面月を保っていると思われます。

• 
これがその殿も悪い写克として見ていただくわけなん

ですが、こういう状態ですっかりレンゲッッジの祈i彩が

衰退しているところでございます。このようにしてレン

ゲッッジの群落は、思いのほか哀退したということがあ

るわけなんですが、その前に、このレンゲッッジの群蕗

には他にツッジ科ではここにあるムラサキヤシュあるい

はコケモモ、クロマメノキ、ヒラタマノキ、ミヤマホス

スジ、コヨウラクッッジ、大木ではサルサドウダン等が

非常に多く見られます。そのほか、存ill」植物を始めとし、

200紐以t．の悧物が分布しております。その他氷河期か

らの節り物、あるいは生きた化石といわれている群馬県

指定の天然記念物、高山蝶が生息しておるわけでござい

•ます。

• 
これが高山蝶のミヤマシロチョウでございます． 3征

おるわけなんですが、このミヤマシロチョウは、これ夷

開から見てるんですが、羽の地色は白く飛脈は黒く、体

と飛脈が県いというのが特徴でございます。

• 
これがミヤマシロチョウなんですが、向こうに見える

のがシロチョウ、その左側にちょっと見にくいかもしれ

ませんが、見えるのがミヤマシロチョウのさなぎでござ

います。食草はメギなんですが、卵は木の葉 1 枚に数10

から100以 le I 枚の葉に筒状に涯むというのがこの種の

チョウでございます。

• 
これが2番［l に紹介しますミヤマモンキチョウのK在で

ございます。普通のモンキチョウとほとんと変わりはな

いわけなんですが、よく見ていただきますと液党、頭部、

それから羽の品、足等が非常に紅色が強いわけなんです．
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♦ 
これがミヤマモンキチョウの雌です。この雌は飛翔し

ているときには白いチョウに見えます。というのは表側
が白く哀側が薄い賀色という風になっております．これ

は、チョウ類全体で百えることなんですが、雄よりも雌
がやや大きめだということです．

• 
これが 3爵目のベニヒカゲでございます。このベニヒ

カゲのだいだい色の術の中に黒い換様があります。その

中心に白い点があるわけなんですが、よく見えないかも

しれません。その白い点があるのが雌でございます。

♦ 
これがベニヒカゲの雄でございます。だいだい色の帯

の中にある果い換様の中心あたりに白い星はありませ
ん。以上のようなわけで、レンゲッツジとそれから海山

蝶が共生する県ドでも唯一の生息地になっております。
このほかに春から秋にかけてのここには非iitiこチョウ類
は多く生息しておりまして、40種あまりのチョウが生息
しているわけです。レンゲッッジの観竹、あるいは自然

散策、蝶の乱舞、合せて咲き競う草木の花は、とても1合
てがたいものがございます。

♦ 
これがレンゲッッジの花のようすですが、花の色の濃

淡が非常に多いわけでして、だいたい rひとめ 7 色」と

我々はいっておりますが、 7 色ぐらいに見分けられます。

• 
これがズミの花とレンゲッツジの開花時期です。この

ように非常にツッジの紅、ズミの13 と非常に美いヽわけ

なんですが、実はこのズミが非常にレンゲッツジに対し

て節害になっておるわけでございます。このレンゲッツ
ジが、先ほども報告にございましたようにわが国特有の

種でもあり、とても呉重だということと、また、私逹群

馬県の花でもあります。お話によるとこの大田市の花も
レンゲッッジだと承っておりますが、何となく親近感を

感じております。

♦ 
このレンゲッッジが昭和31年の 5 月に、レンゲッッジ

群落として国の天然記念物に指定されました。指定面栢

はこの紅葉館の所有地のうち257ヘクタールでござい
ます．指定の根拠について、その当時の沿頬などを要約

してみますと、まず、分布面糾が他に比類のないほど広
く、開花期は大群沼は深紅の炎でその芙観は表現に困る
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ほどであること。 2番目に分布高度が2000メートル以

上に及び、中部日本の分布高度の極ll,!にあるということ。

3番目に地形が変化に宙み、植物の生躯分布上学術価値
が高い、他の植物の群落とツッジ群落との関係が自然に

保設されているということ。最後に花の紅色の訊淡、す
でに申し上げたとおり花の数の異変が多く、したがって

個体異変の研究浜料として店頂であること。以上のよう
なことが当時の記録に残されております。

当時は、放牧牛との調和のとれた良い閲境であったこ

とが伺えます。このような良い閑境のもとで椎移してき
たレンゲッッジではありますが、昭和50紆の中頃からレ

ンゲッッジをとりまくばUQは様変わりをいたしまして、

カラマツ等の大木の生長、あるいは放牧牛の減少が原因

となりまして、ズミ、ミネヤナギ、クマイザサの繁茂、
森林化がすすみ、その影勝でレンゲッツジが哀退し始め

たわけでございます。これは先ほどのミヤマキリシマと

同じ様な経路をたどっております。

近年、こういう憑くなった状態を見て、烈境竪仰によっ

てッツジの復元に努めようとする気運が偽まりまして、

平成7年に、文化庁あるいは県の指恐を受け、千袋大学

の名営教授i俎酋啓二先生と群馬女子大学の名営教授安盛
栂先生を中心にして澗査委円会を設誼しました。この調

仕委貝会は、復元・維持笹理等に関する讃査をその後2
年問にわたって実施しまして報告;~も作成しました。こ

の調脊の結果を受けまして、私どもは渇ノ丸牧場迎営協
議会の設世をお願いしてこれが実現されまして、放牧牛

の増加や確保に努めております， なお、群落の復元、符
理等については、毎年6月から 9 月にかけて尖施してい

る硲山蝶の保護パトロールにおいてレンゲッッジの状態

も合わせて監視していき、その結果から考えて、もはや

放牧では対応できないと思われるレンゲッッジや高山蝶
の食草に有笞な応菩木の餘伐、あるいは刈り払い等を業

者を交えて若手いたしました。これらの作業はできるこ

とならば、レンゲッツジが夭然記念物としてふさわしい

状態で推移できるように、毎年実施し、指定された当時

の状限に近い自然閑槻を復元することによって、保護し

ていきたいと願っています。

以上節単ではございますが、湯ノ丸ツッジの報告を終

わります．ごi'r/t聴ありがとうございました．

司 会： 戸部さんありがとうございました．



I ●各地からの報告 叫卯（大阪府） I 

信州大学鹿学部助教授

大窪久美子氏

司 会： 殴後にご報告をいただきますのは、信州大学

戊学部助教授、人窪久美了•さんです。大窪さんは新進気

鋭の若手研究者として、卓掠0)航さl湛埋についてのお什

市をされています。それでは大窪さん、よろしくお顧い

いたします。

大 窪： ただいま紹介にあずかりました、信州大学牒

学部の大窪と申します．ょろしくお顧いします。

今日の午i-1り中のご発表は、皆さん草原を守る事業の一·

番殿前線で巾心になって汗をかかれている方のお話でし

たけれども、私は、今阿お話しする市業の中心人物では

なくて、全くの第二者の立場からご紹介させていただき

ます。私の専l"J領域は、伯物の生態を研究するという分

野です。主に仁こういう卓掠の植物をどうしたら柑i生管

9l！して守っていけるだろうか」ということを、生態学的

な眼点から研究しております， 3年ほど前に、本日ここ

にコメンテーターとしておいでになる予定であった泊出

硬先生のほうから「1:1 然保護についての木を苔いて下さ

い」と言われ、その中で半自然草原のことについて私の

方に矛先が1句きました。草原、平自然草原の保護の事冽

についても、その本の中で紹介してほしいということで、

勉強しなければならないような身になったわけです・半

自然草原の自然保設に関して、阿蘇や久住、それから秋

吉台、この三瓶山などの草原の沢料をいろいろ取り寄せ、

その資料を見ながら勉強できたのですが、もっと違った

ュ:;::.ークな場所で草原が保護されているというか、保全

活動がなされているような所はないだろうかと思って探

してみました．

私は大阪出身でして、大阪府立大学に通っておりまし

た。学生の頃に登った山が今からお話しする岩湧11」とい

う 111です，その岩油の!.I.I碩に「カヤ山があったんやない

かJということを思い出しました。カヤ山に泣びに行っ

ていたけれども、「誰がいったいカヤ山として守ってきた

んだろうかjと思い出してみると、仝然知識がないわけ

です。自分が実際に行っていた親しみのある山のことを

調ぺてみようと思いまして、それがきっかけで今l!!Iお話

をさせていただくことになりました。

その沼l.l:l先生が監修をされる「新版自然保護ハンド

プック」という本は、今年の夏には出版される予定だっ

たのですけれども、延び延びになっていまして、多分今

年(/)：邪れか、来年の始め頃には出版されると思いますの

で、是非お手に取ってみていただきたいと思います．前

凶きが長くなりましたけれども、これからご紹介させて

いただきたいと思います。スライドお願いします．

♦ 
今l可お話しさせていただきます岩湧山という山なので
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すけれども、 rがんゆうやまjと読まれる方もいますが、

rいわわきさん」という山です。）渇阪府のin1内長野市とい

うところにありまして、旅畑地区という）也l和：が廿から岩

消1L1のカヤ山を利用していたということです。大阪のよ

うな大都市にカヤ山が復活したというお話をこれからす

るのですが、大阪府の山林の状況を始めに少しばかり紹

介させていただきます．

• 
スライドが大変見にくいですけれども、芹が大阪を中

心にした近畿地方の地形を示しています。阿かって右佃l

に大阪の森林の概念l忍iを示しておきました。岩油山とい

うのは大阪府と和歌山県の様にある和泉山脈の 1 つの山

です。大阪府の総面駅は18ガヘクタールぐらいあるので

すが、その中で11淋面栢は 6万ヘクタールにも滴ちませ

ん。山林の全国平均というのは 3分の 2 くらいですが、

大阪府の11琳ilii梢は 3 分の 1 ですから、全L!il レベルの約

半分のIII林面栢しか大阪府のような都市部ではないとい

うことです。しかし、この沿籾111があります河内長野市

は人変林莱の盛んなところで、スギ、ヒノキの梢林が中

心ですが、 rl1保有 1l1i栢の 7割が111林になっておりますn

応、岩珈l」、河内長野市というような」」也柄がわかっ

ていただいたと思いますe

• 
この山のてつぺんに見えているのが岩油ll」のカヤ山で

す。古くは、かたかなですけども、「キトラ」と呼ばれて

いました。これが沌畑の集落です．今はJOO軒程のお宅が

あるということです。この沌畑の地Iiから岩油のカヤ山、

キトラがいつも見えるのです。このカヤ山というのは面

栢は 10ヘクタールに洒たない、猫の額ほどのほんとうに

狭い土地ですけれども、滝畑地区のみなさんの心の象徴

みたいな、そういう存在であります。この岩湧山は、金

li)lj山それから和泉葛城山というような山々を結んだダイ

ヤモンドトレールというハイキングコースがあるのです

が、それの中樅地点になっております。大阪府民にはと
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ても親しまれている山の 1 つであります。

♦ 
これは春、まだススキの芽が出かかった様子ですが、

このように市民の憩いの園になっております。

♦ 

これは秋のススキの穂がたなびいている様子です。し

かし、もう眼ドには植林地が迫っておりまして、草地全
体のilii栢の狭いことが一日でおわかりになると思いま

す。こういうススキの穂が揺れている草原の娯観は、大

阪府にはほとんどございません。秋になって「ススキの
穂がたなびいている銀色の波を見たいな』と思ったら、

岩湧に行ったらいいというぐらいの、そういう場所です。

こういう草位（泉観が大事だというほかに、次お頗いしま

す。

• 
スライドが陪くてわかりにくいのですが、このオレン

ジの点で見えるのがレンゲッツジで、今日はレンゲッツ
ジのお話が多いのですが、この植物はいわゆるプナ帯の

象徴、シンボル的な植物として認識されている種です。

もともと大昔は、岩湧の山頂あたりはプナ林が生えてい

たということです。今は全くございませんが、そういう

昔の名残がわかる植物の 1 つで、温暖な地域にあたる大

阪府ではとくにこういう植物が残っているということは

貴垂なことです＂
• 

これはカワラナデシコですね。

• 

オミナエシ、次お頻いします。

• 
これはハバヤマボクチというキク科の植物ですが、こ

ういう府域ではもう見られなくなった草原性の、草原に

生える性打のある植物のことを「草原性植物」というの

ですけれども、草原性植物の生息地としてもこの岩涌の

キトラというのは大変里要です。こういう草原を守って

いくということが、私のような植物生態を研究している

人閥にとっては切なる願いなのです。ここで、カヤ山が

どういうふうに衰退して、どういうふうに復活していつ

たかというお話をしていきます．

• 
「キトラ」という甘築1ま、この地域でもあまり使わない

のですけれども、多分「カヤ山」という意味だと息いま

す。「キトラ」という言菜がおもしろいので、今1:1使わせ

ていただきました。滝灯IIではカヤ111つていうのは茅ぶき

の屋根をふくためだけに使っていたそうです。他の1:1的

は一切なかったそうです。昭和30年代ぐらいまではずっ

と樅行が続いて、まず、お正月前の12月頃にススキの刈
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り取りをする。それから宙が降って解けてから、 2月頃

に山焼きをする。午前中山焼きをやって、その後にハギ

呪l,fillだけはなぜかlll焼きをしても残ってしまうので、

これだけは選択的に刈り取るというような領行が行なわ

れていたようです。昭和40年代に入りまして、茅ぷき屋

恨がほとんどなくなったので、「誰も知らないうちに」、

そういう表現を地区の方はされますが、次第にキトラ、

カヤ山としての1貝行が途絶えてしまったということで

す。

• 
キトラの復活ですけれども、昭和50年代後半に地元の

方から「祖先がずっと使ってきたカヤ山、キトラが荒れ

ているので、やっばり祖先が作ってきた地区のシンポル

的なものを復活させたいjという声が上がつてきました。

ちょうどこういう声が上がってきたときに、岩湧のハイ

キングコースで一部にぽや懸ぎがありました。荒れ放頌

になっていたので、防火面でもススキの刈り取りを復活
させた方がいいというような、そういう見解が地区の中

から生まれたそうです。その結果、この沌畑地lヌの人が

中心になって、ハイキングコースの笛理を行なっていた

河内艮野市の森林組合、そして同じく親光協会、地元の

電鉄会社、この4者によって岩湧山のカヤ山保仝協誠会

というのが発足されました。これは、まず r;1:Jヤ山の自

然は環を守りましょう」ということ、あとは『防災上の

ためにこの地域を保全しましょう」というようなことが

目的としてこの会が発足しました。

はじめて労の刈り取りが復活したのが昭和58年とい

うことです。これは行政の中からポッと湧いてでた話で

はなくて、ほんとうに地元の方が「祖先から受け樅いで

きたシンポル的なものを自分たちが失なってはいけな

い」というすごい強い慈識のもとに鋤きかけを Lた結果、

生まれたものです。この復活は、 •方ではやはり経済的

な而iで恵まれていまして、ここの茅はススキですけれど

も、ススキの質が亘要文化財などの屋根をふくのにすご

＜適しているという性質があって、文化庁の方で貿い上

げてもらったのです。こういう経済的な側面が十分条件

としてあったためにカヤ場の復活がuj能になったわけで

す。

• 
これが協議会の方で山頂のカヤ山の所に立てている君

板です．私が学生の時にこういう活板がかかっていると

いうことを党えていて、それがきっかけでこういうお話

をさせていただくことになったというわけです。

♦ 

次に『なりわい」、今日の 1 つのテーマでもあります生

菜（なりわい）ということについてもキトラを通して考



えていきたいと思います。さつきもお話しましたように、

芯はその茅は自分の所の牙をふくために村全体で笛莉し

ていたわけです。ですから、自給自足のためのものでし

た。もう使わなくなってしまったので、カヤ山、キトラ

はいらないということになったわけです。現在は生業と

いっていいかどうかわからない、半分生業というような

状況でやっているところなのですけれども、キトラの茅

を文化庁の方に買ってもらって、お金のやりとりがあっ

て、その作業経役でキトうがまかなわれている，金銭の

授受があってキトラの笛理がされているという面では、

'I菜の 1 つに入れていいのではないかと思います。

• 
今後のキトラのゆくえです。しかしながら、実院の茅

の価格は儲1わがでるようなものではありません。実隙の

経営はものすごい赤字だということです。もう 1 つ赤字

がでる理由というのはキトラは山頂にありますが、山麓

まで述搬する林道というものがここにはありません。そ

れがまたいいところなのですけれども、索道を使って

ロープに茅を引っかけてそれで茅を卜ろすというやり方

をやっておりますので、大変経我がかかります．その赤

字分っていうのはこの協誠会のhli助金、参加費を渠めた

財源から補殷しているということです。

一方では、大阪近郊ということで、作深貝の方が、地

区から外へ： liていくということはあまりなく、作業貝の

確保はできています。ですから、多くのところで問題に

なっている人手小足という面での問組はありません。今

後の課趙としては、この牙の単価の9祖上げ、それから運

搬索道の賂備、たとえば索道をやめてしまってキトラ保

全用のための茅を迎搬するためだけの林道を（1：る、と

いったようなことが課涵としてあげられます。こういう

ことが図られれば、今後とも、生業といっていいかどう

かわかりませんが、生業によるキトラの保全を継院して

いける可能f-1ーは尚いのではないかと恩われます，

• 
これがキトラの井を刈っている様子です。だいたい河

内長野の滝:!1llの方から 7人、それから和歌山測からの作

業貝さんを 7 人、 14人ぐらいの格好で茅を刈るのは 2週

問く・らいですんでしまうそうです。

• 
この茅を束ねて下に運ぶり）ですけれども、ここの山預

部はすこ‘く傾斜がきついので、かなりしんどい作業です。

• 
これは索道のスタート地点まで茅を運んでいるところ

です。

• 
これが索道のスタート地点でここに茅を十束ぐらいた
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ばねて、下まで400メートルぐらい慄高差があるのです

が、そこの紺まで茅を下ろすということです。

• 
これが茅の到泊地点です。

• 
こういうふうに茅を下ろしてきます．

• 
これが麓に下りてきたところです。

• 
ふもとの横谷というところには、一応文化庁の方から

の補助金で建ててもらったこういう茅の収納Ji1iがありま

すので、ここに茅をためておくそうです。それから茅が

文化庁の力.からほしいということになると、出荷すると

いうことです。常時ストックされている茅の足は大変少

なくて、千束ぐらいしかないということです。

♦ 
今後のキトラの話が続きますけれども、岩湧以外でも

茅の産地というのは宮士lllの山梃とか、岐阜県の方とか、

宮崎の方とかいろいろあるという話は帥いたのですが、

たとえば世界逍産に指定された合掌鋲落がある白川村、

白川郷でもこの屋根にふき替えるための茅の調遥という

のは大変難しいという課組を抱えています。岩洒のカヤ

山のようなところから、文化庁は娃造文化財の維持のた

めに茅を確保しているのですけれども、そういう茅の確

保、文化財建造物を守るための茅の確保という意味だけ

でなく、カヤ場をもっといろいろな意味で、たとえばそ

の歴史性とか草原 1こいる生物を守るというような意味

で、いろいろな立場からカヤ場全体というものを復活保

全する手当を打ってほしいものだと、ここで提君したい

と思います。

• 
私は今日、第三者の立場からお話をすると始めに巾し

ましたが、この方が沌妍l区長の木之本新一さんとおっ

しゃる方でこの方が中心になって行政に働きかけをし

て、この復活測となったわけです。こちらは河内長野,1r

森林組合の奥野課長さんで、この方もかなり汗をかかれ

た力.で、今回餃後にご紹介させていただきたいと思いま

す。

♦ 

岩拐のキトラはこのように地元の熱意によって復活し

ました。森林組合の方では、地元滴畑の集落の方から管

理をまかされているのですけれども、やはり赤字という

のは碩iいので、「できるだけポランティアなり、そういう

ものを受け入れる形で今後もキトラを守っていきたい」

とおっしゃっていました。第三者の私としては、やはり

地元が中心となって今後もこの岩捌のキトラというもの
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が守られ、 lt浮史性それから草原毀観、ひいては負堂な草

原の生物相が保全されることを願ってやみません。

これで私の報告を終わらせていただきます。ありがと

うございました。

司 会： 大紐さんありがとうございました。

以上をもちまして各地からの報告を終了いたします。
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『草原の意義と生業盆による維持保全管理』
バネラー山口 力男阿蘇百姓村村長 コーディネーター中越 信和広島大学総合科学部教授

II 竹田津 実写真家・エッセイスト

II 大久保忠旦茨城大学埋学部教授

コメンテーター 瀬田 儒哉側自然公目美（じ菩司涸引競騨

// 川村 孝償放牧哭践品家

中 越： 本日は4 人のバネラーの方にご出府いただ

さ、表趙にあります「草原の慈義と生業による維持保全

笛刑」について誠謡を進めていきたいと思います．パネ

ラーをご紹介させていたださます。

1 番右側の｝II村さんは、地元で梢極的に放牧をおやり

になっている方でして、私が到査に参りました時も、ちょ

うと'fl:車中で、そのとき殴いたのは、放牧地での牛の行

勁をつぶさに観察しておられ、非常に洞察力のある方だ

と存じ上げております。川村さんです。

そのお隣の大久似先生は、私自身は元々森林生態の研

究者なんですけども、卓地研究の方では非常に尚名で、

たびたび先生の仲間の出された出版物を読ませていただ

いております。主に「ダイナミクヘというんですか、

草地の生娯的なパックグラウンドをお調ぺになっている

方です。現在は茨城大学にお鋤めになっておられます。

そのお隣の竹田津さんは、これまた非常に有名な方で、

たくさんの著作もございますし、こちらでもご講派をさ

れているんでしたね。黒い表紙の冊紙が確か出ておりま

すけれども、今日は北海逍の方から来ていただきました。

それから、山口力男さんです。阿蘇百姓村の村長さん

ということで、現在阿蘇において様々なプロジェクトを

仕掛けておられます。山口さんの力飛というか、発想力

というか、そういったところに期待をしているところで

あります。ユニークなご風貌でもありますし、すぐに党

えていただける方だと思っております．

では早速ですけれども、この4人の方からをお話をい

ただきたいと思います。私がかってにご発言の順番を決

めさせていただきました。J11村さん、そして、大久保さ

ん、山口さん、竹田津さんのJ頻番で、 IO分か15分ずつお

話ししていただきます。お待ちかねだったでしょうから、

それでは川村さんからお顛いします．

川 村： 私は三瓶111で、約400年の伝統を持つ和牛の

放牧を継続しています．軍餘の演習地になったり、国有

地に編入されるなど、土地の所有形態は様々に変化して

きましたが、「箪を利用する権利」だけは維統されてきま

した。昔ながらの放牧は、 3000ヘクタールの林野をl阻っ

ただけの牧野に、呑から昼夜牛を放すもので、秋おそく

には子牛を迎れて涸る牛もいました。牧野の利用の歴史

はお手元の浜料にのせているとおりです。

なぜ放牧を統けているかというと、放牧ほど合理的で

しかも持続的に利用できる畜産はほかにないと確信して

いるからです。牛が山にいる問に、稲作りや越冬朗料•作

りの作業をすることができます。もちろん、野菜や花•作

りに時間をあてることもできます．

湛本的な牛絹いの技術」というのは、「何百年も続け

られ、引き維がれてきた先人の知恵を学ぶことJと、（放
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牧牛をよく硯察することJの2点だと思います。状況が

変化しても、この甚本は変わらないと思います。放って

おけば冬には枯れてしまう野草を、 4 つの肖を持つ牛が

食べることによって、草から毀蚕なタンパク質を作り出

します。このことが｀牛飼いの屎大の魅力であり、また、

私たちの誇りとなっています。

いま私は、繁維牛を約60頭飼っていますが、そのほと

んどを放牧しています。放牧場は牛合から 2~7 キロ臨

れたところにあり、掻夜放牧し、補助飼料はほとんど与

えていません。 5月初めの放牧開始から l2月初めの終牧

まで 1 皮も牛舎に福らない牛もいます。放牧すれば草を

刈ることも、逍ぶことも、臨尿をとることも、そして、

それを処分する必要もありません。草の益に見合っただ

けの牛を放牧するのは、「地力でまかなえる分だけを再利

用する』という点で合J!~的ですし、また、持続的です。

牛たちは自然の中で、自らの知恵で生き、そのことで自

然の循環が行なわれます。また、放牧の牛たちは、背骨

や足腰がしっかりしていて、毛もつややかです。また、

年齢よりも若く見え、その姿は生き生きとしており、長

生きをします。

よく硯察してみると、牛たちは、季節や天候によって

生活場所を変えています。号いときは、風通しの良い所

にいて、雨や宙のときは、風の当たらない林の中に入り

込みます。それから、牛たちは、季節によって食べる値

物が異なります。早春は木の芽や芽立ちの早い植物から

しだいにシパに移ります。秋になってシバが品れると、

林の下草を食べ、冬に近くなるとササ類を食ぺるのです。

ですから、牧野は広いにこしたことはありません。牛の

能力が十分発揮できるように、様々な自然条件をそなえ

ることがもっとも大切だと思います。昔はこのような形

で、多様な環様をはぐくんできました。

スキー場を直滑節で降りてくる姿や、等高腺上に牛道

をつけて韻斜地の草を利用している牛たちを見ている

と、「日本には放牧できる場所がまだまだたくさんある」
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と確信できます。人手不足で管理できず荒れた森林や原

野にも牛を入れれば、低コストの品業経営、林業経営が

突現できます。その上、国土の保全にも役立つと思いま

す。

三瓶山は国立公園です。潅l立公園にふさわしい草原景

観」の維持にも、私たち牛伺いが役立つものと確侶して

います。それでは、スライドで説明します。

• 
昭和初期の三瓶11」の全娯です。北側斜面を除けば、ほ

とんどが草原でおおわれていました。放牧場は室の内や

自然林も含めて、山全体を取り囲み、草原の面耕は1500

ヘクタールに及びました。しかし現在は、草原がほどん

どありません。

• 
山の北側の草地でも盛んに放牧が行なわれていまし

た。この池は、放牧をやめてからなくなってしまいまし

た。

• 
この風娯があったからこそ、国立公園に編入されたの

だと思います。国立公園に福入されたときの西の原の栄

色です。牛の放牧による草原の美しさが認められて、昭

和38年に国立公図に編入されました。その頃も山JIILには

まだ木が無くて、どこでも牛の放牧が見られました。. 
このように放牧を行なうことによって、私たちは12月

の初め頃まで楽に牛を飼う事ができます。また、自然の

草だけで子牛も元気に育っています。放牧巾はエサを与

える必要がないので、 M科作物はすぺて越冬用にまわし

ます．

• 
山の中での分娩は、「案ずるより生むがやすし」のこと

わざ通り、放牧偵れした母牛は何の問頌もなく子牛を産

んでくれます。

• 
むしろ、子牛の下期はほとんどなく、また、早くから

単：を食ぺることを学習してくれるので、その後の管理や

発育の面からも有利です。雌子牛は、放牧を経験してい

るので、成牛になってからも何の心配もなく放牧に出せ

ます。昨年のように酋が降っても、山にあるササを食べ

歩き、子牛も親牛も元気そのものです。. 
放牧している牛の自活能力は、お殺も含めて、 •般の

綱稲笛貝l！の常謡を越えるものがあり、それを十分に発抑

させています。

• 
放牧したところは、このように草原の中に「大田市の
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花レンゲッッジ」が咲いています。

• 
今 7、キー場になっている東の原の昭和30年煩の写哀

です。山の原上まで草で骰われているのがおわかりいた

だけると思います。 . 
同じ場所の現在の姿です。放牧や刈り取りの行なわれ

ているゲレンデの部分は草原になっています。しかし、

放留されたところは林になりました。

• 
ゲレンデの放牧地もみんなが放牧をやめたために「山

がえり」していました．秋にはこのように牛が1器れるほ

どの草薮で、牛を見つけるのも大変でした。

• 
牛の頭数が増えたことによってゲレンデがシパの草原

に変わってきました。そのおかげで私たちも牛の監視が

楽になりました。 •J3、スキー場にも大きなメリットが

あったようです。以前はススキや潅木の刈り取りに紐年

150人ほどの人手が必要でした。シバに変わってからは

牛がゲレンデを賂備してくれるので、ほとんど人手がい

らなくなりました。逆に今では、スキー場が牧計111を立て

てくれるので、大変に助かっています。

♦ 
このように牛述がいることによって、スキーシーズン

以外にも観光客が訪れます，とくに子どもさん遥は、牛

に興味をもつようです。オシッコやウンコをするだけで

もおおはしゃぎです。

• 
冬になると、牛迷が作ったシパのゲレンデは、 30セン

チも官が梢もれば滑れるようになります。

• 
牛逹はまるで庭図のような燈色を作ってくれますし、

山の奥にまでも入っていきます。
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• 
牛が山の奥に入ることによって林の下はきれいになり

ます。また、シバの種子は牛述の梃によって遥ばれて、

林の下にも広がっていきます。たとえ松が枯れても、す

ぐにシパ草地に変わり土も流れずにすみます。

♦ 
この写宮は2 、 3 年前の西の原の姿です。山の斜面に

は植林が行なわれ、残された哨原はススキやハギにおお

われていました。かつて放牧されていた切は、このあた

りは山の上までシバ草原で L たが、現在はそのilii影もな

く、「国立公屈lからははずすべきfらとの1ふ見がでる始末

です。

• 
かろうじて残った埠原は、現在、山火事を防止するた

めに市の戟貝や森林組合の人たちによって火入れが行な

われています。そして、今年の3月には、初めてポラン

ティアの人たちが火入れに参加しました。

• 
昔は畜産に利用されていた草原も、今は一部の農家が

草刈をして牛の敷草やエサに利Jl] しているにすぎませ

ん。草はほとんどが、なんら利用されることなく、ただ

焼き払われていました。

♦ 
この西の原で昨年、 24年ぶりに和牛の放牧が再開され

ました。「放牧したい多くの位家の市」、「地元の人の祥原

への思い」、そして「国立公園の緊観が失なわれてしまっ

たこと」などが用なって、放牧が実現されたのです。 II乍

年には 2 Jl[f、今年は 5!1fl'の製家が放牧しています。牛9、こ

手がかからず楽なので、利用者は増えていきそうです。

これからは、もっと而梢を広げないと対応できなくなり

そうです。

♦ 
放牧 1 年目に、すでに牧細lの内と外ではこのような逸

いが現れました。牧腸の中は草丈が低くなり、明るい開

けた草原に変わりました。そ 0) ことによって人も歩きや

すくなり、草原性の草花も増えてきました。
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• 
その代表的な花がこのオキナグサです。放牧再開後わ

ずか2年目ですが、非常にたくさんのオキナグサがみら

れます。株も大きくなり、花の数も多くなりました。

• 
もう 1 つの代表的な花がレンゲッッジです。これは先

ほども言いましたように「大田市の化』なのですが、放

牧が衰退するにつれて今ではほとんど見かけません。放

牧場の中ではこのように株も大きくなり、芙しい1かをあ

ちらこちらで咲かせています。レンゲッッジは牛が食べ

ないので、今後も培えていくと思います。

♦ 

私たちは草原からの恵みを少し分けてもらうことに

よって、自然に似しい畜鹿を実現できると考えています．

また、そのことが同時に三瓶11」の風泉と生物を守ること

になると思います。この絵のように、人も牛も草花も元

気な三瓶山を夢見て、先人の財粒を次の代に引き継ぎた

いと願っています。スライドは終わりです。

♦ 
草原を人T．草地に改良したり、集約的に利用して、生

庄を上げたらという人もいますが、私は、自誼な草原の

生態系をつぷしてまで、牛を飼おうとは思っていません。

なぜなら先祖からの大切なものを失なってしまう気がす

るからです．それだけでなく、'tの符埋や草地の笞雌に

手間がかかりすぎてメリットがないからです。研究機関

の協））によって、 1 ヘクタール当たり 1 頭というバラン

スの良い放牧圧が数（直化されてきました。今、持続可能

な畜産のあり方が三瓶の放牧再開によって実証されよう

としています。

また、田んぽや林のような土地資源を一体的に利用す

ることが大切です。使われずに荒れ果てたままの田んぽ

より、エサ作りや米作りをして、将来に煤地として「ス

トック」するぺきです。単山の林も同じことです。そし

て、それらの土地のつなぎ役として、和牛は今後一柏大

切な役割を担う地域資源だと思います。

ただ、そういうやり方だけでは、コスト削減にも限界

があります．ですから、食べ物や牛が作った空間を通じ

て、広く市民や行政の皆さんの支援をいただきたいので

す。

これまでのような消数者との関わりを持たない牛飼い

ではなく、これからは消夜者や都市の皆さんと結び付い

た畜殺を考えていくべきだと思っています。私たちが

「ちょっとの自然Jを提供すれば、都市の人が『ちょっと

の資金、労力」を提供してくれる、そういったシステム

が実現すれば、この三瓶の貴蛍な草原を勺：ってゆくこと

ができると信じています。
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中 越： どうもありがとうございました。トップバッ

ターとして、現実に一瓶でいかに持紐可能な泉親の保企

を意識し、あるいは伝紘文化を維持しているかというこ

とが解明に理鮒していただけたのではないかと思ってお

ります。では引続き大久保さん、よろしくお顛い致しま

す，

大久保： 私は応々、鍛初の就職の地がこの大田市にあ

る中国伐莱試験場の畜痙部でして、 6年ほど大田市に住

んでおりました。その後、各地を転々とし、研究テーマ

としては、「草原の一定而梢当たり、どの位の家畜が収容

できるのか』殿近の言菜で百いますと、「家畜の探税容ii!」

とか、「屎J釦収容力」といった百菜で表されるんですが、

そういった研究をしてまいりました。国際連合の地域憐l

発センターから誘われまして、内紫古と外蒙古のモンゴ

ル阜原にこの 6年間、紐年夏に出かける機会がありまし

た。これが典型的な内姦占の「ハイラルjという昔の湖

州の北の力の典型的なモンゴル草原ホロンバイルの風栞

であります。

• 
今の局所は非常にいい場所ですけれども、こちらは外

モンゴルのウランバートルから約300キロメートルほ

ど南に下った、ちょうどゴビ砂渓との中rinで、植生がゴ

ビ砂換に移行する、まだ緑の単におおわれている地荀で

す。今年の及と去年の夏に務山用のテントを張りまして、

そこでテント生活をしながら濶査をしました。

♦ 

これが典型的な外モンゴルの羊とヤギの放牧風尿です

ね。黒いのがヤギ、それから白いのでもヤギがおります

が、殿近、カシミアのセーター等にするカシミアの毛が

函くなってきまして、このヤギを創う遊牧民が非常に増

えてまいりました。ヤギが植生を荒らすものですから、

杭生と Lてはやや困る状態であります。良い方の草地で

すと、こういうふうにちょっと灰色っぽく見えるイネ科

の草、これがf羊草」と苫いて中国語で Iャンソウ」と

言っておりますが、学名レイムスシネンシス (Leymus

chinensis) と首います。この草が1番いい虹で、これで

全面がおおわれているのがモンゴルステップの典期的な

良い植生なんです。真ん中に黄色く見えるのは小さなオ

ミナェシに似ていて、心級の湖になるミシマサイコとい

う薬草です。

♦ 
それから先ほどのゴヒ＇砂浪への移行地帯の草地、これ

はマンダルゴビの近くの卓原で、遠くから見ると緑に見

えますけれども、そこではユリ科ネギ屁に入る、日本語

でいいますとノピルとかアサッキといった卓が似占しま

す。モンゴル卓原でもやや乾燥しているところでネギ属

の優占している典型的な草原です。そのネギ庇の卓もよ

＜羊が食べます。

• 
それから、マメ科も非常に良いエサの種類なんですが、

このマメ科の中で、日本の尚山植物でいいますとオヤマ

ノエンドウに近い仲間 (oxylropis屈）もあります。この

写哀もマメ科で非常にいいエサになるんですけれど、日

A噌語でいうとレンゲの仲問で、モメンヅルに当たります

が、非常に家畜にとって良い草です。

• 
それから、こういう写哀が服れたのは非常に珍しい例

だと思いますけれども、栽培植物のアネモネの仲閥で、

日本では7 クジュソウが1番近い草で、それの紫色の種類

です。

• 
これは外モンゴルでは椋海の低いやや良い方の直地で

すけれども、先ほどのイネ科のヤンソウ（羊瑣）の中に、

マツムシソウとかそれからキンロソウ、黄色いパラ科の

キンロゾウが見えています。オトコェシのようなオミナ

工シ科の白い花もたくさん見られます。いずれも H本で

は高山植物もしくは高原の植物に非常に近い種頬です。

• 

28 
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これも同じですが、以ん中に先ほどのカワラナデシコ

とミヤマキンバイやキジムシロに近いバラ科のキジムシ

ロ駈（学名でポテンティラ）に入る黄色い11!.の咲くもの

が点々とあります。ポテンティラ屈は（叫固類もあって過

放牧になるに迎れて1酋えてきます。それから、ちょっと

写哀ではわかりにくいんですが、紫色の花は、 Fl 本の高

ll.l植物でョッパシオガマというのに非常に近い、 El,!>:ア

ルプス）也布にある高111植物と非常に近い植物がたくさん

あります。

• 
これは、カワラナデシコというよりは、q！国語で「石

竹JI:杏くセキチクの方ですね。右佃lの方はウサギギク

に近いキクの匝類です。白い小さいItは、やはり、高山

柏物でカラマッソウの仲間にシギンカラマツという Ir!物

がありますが、それに近い咆です．これも家帝が食べま

すので、非常に短い状態で、 7 、 8 センチの状態で散在

しています。非常に芙Lい花ですね．

• 
これは皆さんよくご存知の、ユリ科のニッコウキスゲ

に近いキスゲの（巾1:\1です。これはモンゴルでも北のJjで

すけれとも、ヤナギランが非常に多く、背丈の高いイネ

科の珀も生えておりますが、北の方ですと蒸散が非常に

少ないので、山の臣にはもう自然のシラカバ類が人って

きております。

• 
ただいまモンゴルの草花の写真をお見せしま L たけれ

ども、モンゴルでどういう植生の地域にはどの位の家畜

の頭数が飼えるのか、その家畜が飼えた場合に、人「l収

容力はどの位になるのか、といったことを殿終的に推定

したいというのがこの研究のEl 的です，私たちは、この

モンゴルを調査しているうちに今お見せしたような店誤

な柏物がたくさんあり、しかも、放牧に使われた状態で、

日本の高山植物と共通のものがたくさんあるということ

に、非常に條きを感じました。ただ、内モンゴルも外モ

ンゴルもfi:駿地幣がたくさんあるんですけれども、その

l左陵のf1而をちょっと下がった辺り、ここには霧が発生

したり、浜があたったりするものですから、モンゴルに

しては水分は1月に既宮なんです。数面といいましても、

甫屈が大体200ミリから 300ミリが普通ですけれども、

その l:i'.陵に近いところですと、 l年間に400 ミ，）ぐらいの

雨屈がある。ついこの訓の集中嶺雨で一晩に400 ミリ

難ったというのが日本の状隈ですけれども、モンゴルで

は1年間でそれしか降らない。その400 ミリ程度降る斤．陵

の中腹のところでは、非常にきれいな花が咲くお花•IIOが

たくさんできるわけです。if}近は、放牧よりも、特に汲

民族がモンゴルに入り込んできた湯合にそうらしいので
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すが、そういうお花畑が小麦を作るのに適しているとい

うので、全面耕起をして縞状に半分だけを小麦を作って、

残りの半分は来年l番くために耕したままで草を生やさな

いようにしておくという耕作の仕方をしています。そこ

にはコムギとともにm10)雑慈がたくさん入り込んでいま

す。また、販北愉出用の乾草の採草地になっているとこ

ろもあり、i't誼な痰草とか高山植物がどんどん消えてい

くという心配があります。... -. 

• 
1:1本で将米、現在のように大研の穀物を飾入していく

ことができるのかどうか。現在2500万トンから3000万

トン近い穀物を翰人 L ておりますけれども、その内の

1500Jjトンくらいがエサに同されております。稲入mの

約半分ちょっとをエサにしているわけです。これをいつ

まで続けられるのかと考えてみますと、紡計を見る限り、

薙しくなるだろうと考えられるわけです。

そういう状態が予想される場合、 H本でどうしたらい

いかと考えたのが、次の第 3 番目なんですけれど、これ

は名占屋大学が稲武町にtかっている山地畜疫突験施設と

いう所に舶えた杉の林ですが、植林してから 12年後の状

態です。写寅の1Eが伐採跡地に牧草を播いて放牧を 7 、

8 年してから柑［林をしたところ、こちらは雑木林を切っ

てすぐに植林したところ、ちょうど中央から1祁側の所に

比べて右側の方が成長がずっと近い。つまり、牧草地を

作って放牧利用をした後で拍林をした力が杉の成長が早

いということがはっきりしております。その理由は土地

が肥えているということなんですが、調ぺてみましたら、

空索ではなく、リン酸が非常に浴Ii’iした結果、杉の成長

が良かったという結果がでました。

• 
次の写頁、放牧地の跡地への柄林地、左側の 3 分の I

くらいですが、下京が生えておりません。数年経っても

·1<Jjiが生えてこないんですね。ところが右側の方は、雑

涌木1水を切ってそのまま椴林をしたものですから、その
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後下単刈りを 2回ほどしたんですけれども、それでもま

だこれだけ下草が生えている。このように放牧に数年以
上使えば、組林したあと 1く草刈りの必嬰がなくなるんで

すね．林菜の品大の問邁は、下草刈りと問伐ですが、こ

の問組が家畜を使うことで解決できるわけです。

• 
OHPをお願いします。先ほどお話ししましたように、

日本の状態がいかに異常であるかを示す表なんですが、

1番右を見て―tさい。 l番右に草地面栢が日本は70万ヘク

タールの草地がありますけれども、士．の段の先進諸国は
どれを見ましても、日本のJOO倍ないし数10倍の草地を

持っている。そして、その国が持っている家畜の頭数を
草地面栢で割りますと、大体世界平均で100ヘクタール

当たり48単位、牛でいいますと48頭牛を飼っているこ

とになります。ところが、［l水はJOOヘクタールで757

頭、つまり 1 ヘクタールに 7頑以上の牛を持っているわ

けです。実際には草地がほとんどわずかしかありません
から、結局稲入の穀物で牛を飼っていることがわかりま

す。しかも草地而椒当たりで見ますと、世界平均の20倍
もの牛を綱っているという、「世界で唯一の異常な国」で

あるということがわかると思います。そしてそのことが

他国の農業事惜、植生をもおびやかしています。

• 
発展途上国でさえ、草地 l ヘクタール当たり大（本0.5

頭でありますから、 2 ヘクタール当たり］頭の家畜を

飼っているというのが世界的な傾向のはずなんです。と

ころが、 13本ではその20f音を飼っているという計算にな

ります。

• 
そういった問超を解決する方法として私が考えました

のが、たとえばの話ですが、森林を 1 区画30ヘクタール

で 5 ヵ所を］単位に森林を租合せ、その 1 ヵ所の30ヘク

タールを伐期に述したとして木材を切出します。その後

に、不耕起造成という、 トラクター等を使わずに放牧を
して自然に牧草地を作っていくという技術ができ上がっ

ておりますから、そういう方法で放牧して、 10年ないし

15年放牧地として使います。その後に植林をして、放牧
用の草地はその隣を伐採して移していく。そうしますと、

5 ヵ所で、 4 ヵ所の部分には樹木が育っているわけです

から、樹水の方は60年で伐期に迷する。そうしますと放

牧地は15年で移っていくので、 1 ヵ所で畜産戯家が利用

したとしても、 15介マですから、そこでの土地の権利は生

じないだろうという利点があります。これは国有林を

使ってもかなり有望ではないかと考えております。かつ

樹木が大体40バーセント成長が早まるので、 15年空けた

としても60年経てばその空白は埋まってしまうわけで
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すね。それで林業に対するマイナス面はないだろうと考
えますし、また惜l伐材がエサにできる技衛ができていま
すので、小規段でコストの安い加工所さえ作れば、問伐

材をエサにするということも可能であろうと考えていま

す。

• 
一応、子牛の（釦段、そこで和牛を紫殖＇ヒ座した場合の

子牛のIl仕段を考えますと、 1 頭15万円で出荷したい。そ

れの原価のうち阻料関係の経践が約7万円で済ませるこ

とができる。そうしますと、我々屁l家公務貝が定年にな
りまして年金募しになりますと、 1 年roll3oo万円ほどの
年収になるんですが、それとちょうど同じ純収人の年収

がこれで得られるということであります．

♦ 

もう一度、スライドの方をお願いします。時問がまい
りましたのでIJ1j単にしますけれど、本当はこういう場所

で今のようなシステムを実験してみたいのです。しかし、

なかなかやらせてくれるところはないですね。現在調査

じておりますのは飛騨木曽）11の骰上流、飛騨高山から少

し上った椋高1500メートルの国有林の中で、高山市とi:il

日村の農家が和牛の放牧をしているところです。飛騨牛

というプランドの牛肉を作っておりますが、その放牧地
のササの潤脊をし、水が放牧で汚れるかということも合

わせて調ぺております。すぐ隣に乗鞍岳が見えるような、
それから穂高から棺ケ岳等も見えるような場所ですけれ

ども、普通ですと、牧り仰の右側のようにクマイザサが約
2 メートルくらい茂ります。ところが、放牧を紘けてい

ると 1tllllJのように 50センチから60センチくらいの高さ
で保たれいる。かなり急峻なところは樹木でおおわれ、

ササもあまり食ぺていませんから、土砂崩れが起ること

もそれほどありませんが、やや偵斜の緩やかなところで

すと、ササが食ぺられて芝に移っていく。そういうとこ

ろで現在謂査をしておりまして、尊地の面栢120ヘク

タールに大体50頭が放牧されておりますが、尊地と樹林

とがMじくらいあれぱ、その牧場のすぐ下の流水域から

の沢の水は都会の水よりもはるかにきれいな水が得られ

るということがわかりました。

• 
以ーE．で私の話は終わります。まとめますと、モンゴル

の牧畜関連の草地技術というのは、粗放のようにみえて、
草の利用とミルクの利用、肉の利用について非常に混い

技術、もしくは智恵をもっている。これはちょうど日本
のお米を作っている人たちが非常に高い技紺でお米を栽

培、生産して、またそのお米を1JIl工して高級なお酒を作っ
たりして、村として尚い技循ができあがっておりますけ

れども、それに匹敵する放牧の技術をもっているという
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ことであります。しかも、自五な薬草になるような草と

か、先ほどの美しい花が咲くような場所は、きちんと保

設するだけの智恵も合わせてもっていたわけですね。

そして、日本の今までの畜産、私も含めまして、研究

者としても反省をしているんですけれども、「単位面船当

たりいかにたくさん取るか」、という集約的な、つまり「水

田でいかにお米をたくさん取るか」というのに匹敵する

ような考え方でやってきたわけです，けれども今からは、

それが結局は石油を使い二酸化炭索を多く出すので、あ

まり惑心できることではないという時代になってさまし

た。こういう放牧虹地をうまく利用しながら吝痒をやる、

しかもそこに高山OO物等が共hできるような形の草地密

理の技術を研究していかなければいけないと考えている

次第であります。ありがとうございました。

中 越： ありがとうございました。大久保さんの方か

らは、広く日本全体に関わるような人きなご提案、畜庶

に関わるご提案があったと思います。とくに林地も使う

という点で非常にユニークであったと思います。という

のは、ご承欠りのように、林菜も経営の難しい時期にあり

まして、それぞれ困っているもの同士が一緒になってむ

しろいいシステムができるようであれば、これほど生莱

そのものに近づくことはないのではないかと思う次第で

あります，

それでは、突践家という隅iliiからおこしいただいた111

ロさんの方から 1 つ話趙を捉供していただきたいと思い

ます。どうぞよろしくお顧いします。

山 口： 今Jiil lよ、お招きいたださまして大変ありがと

うございました。今、大変ドキドキしております． 1 つ

はめったに活ないものを若てネクタイを紋めたりしたの

もありますし、堰」：にtがつて話すのも非常にドキドキ

もので、さっきからずっと緊張しております。さらには、

今さら育っても仕方がないとは思いますが、スライドと

いうものを持って来ておかなければいけなかったと後悔

し、更にドキドキしております。そして、これは極めて

個人的な事約でありますが、今回の催しのご案内は早〈

にいただいておりました。私自身も楽しみにしておりま

したし、スケジュールもこれに間に合うように稲刈りも

終えようと思ってはおりましたが、台風が訪れて稲を（到

してしまったものですから、通常の稲刈りの倍の時問が

かかりました•まだ家に倒れたままの稲を4 、 5 ヘクター

ル残してきているものですから、これがどうも家を出る

時に周阻lの者に白いUで見られているような気がして、

ずっとドキドキしておりました。主催者側の）冶牡J~務局

の皆さんにご迷惑をおかけしましたが、今日はもう、こ

れ以上は無裡だろうということで、夜行で胆本に帰らせ

てもらおうと思っております。
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これは決して怠悛でスライドを用意しなかったわけで

はなく、 1 つは、昨lヨ、大半の方に見ていただいたとは

恩いますが、「原野の子ら」という、あのパックというか、

あの場所が私の町およびその周辺近隣の地域ですから、

あれを見てもらえばいいということと、午新j中の事例発

表のなかで山l.1:1さんがお隣のク‘•（主のスライドを持ってき

ておられて、あの統きですから、だいたいあれを見てい

ただいていれば、あのようなものですという惑じでいい

かと思ったものですから、スライドを持たずに来ました。

本当は、昨El からずっと出会った人を含めて、今日の

剥~J報告も含めて、楽 L く共有できるというか、いつしょ

に話をしたい人がたくさんいらっしゃるものですから、

今日も泊って話したいという気持ちはあるのですけれ

ど、天秤に掛けると、やはり稲刈りの方が垂いものです

から、帰ってしまいます。そこのところは、決して生邸

気であるとか、怠慢をしているわけではないので、何卒

ご容赦をいただきたいと思います．

私は、今日甚甜請油をしていただいた佐藤先生に、 10

数年の問、小判ザメのようにくつついております。佐藤

先生は、私の日常である、生業である1；忍菜に典味を持た

れ、同入れをしていただいて、非常に有難いと思ってお

りました。佐藉先生は基甜訥朗の中で巾されませんでし

たけれとも、その思いが盈じてしまって「熊本人学をや

めて俺と一緒に百姓をする」とおっしゃたのを今でもよ

＜党えております。私は慌ててlい．めました。『先生は国v.

大学の教授だから（1釘打ちがあろのであって、先生がトラ

クターに乗ったらぜんぜん伯打ちがない。それだけはや

めた方がいい」とJI::めました。 II::めて良かったと今思っ

ております。やはり先生でないとあれだけの追力で私た

ちのEl常を巧みに、きちんと数多くの皆さん方に知らし

めてくれる、紹介してくれる人はいないと思っておりま

すので、先生はトラクターに乗ってlJI してくれなくてい

い、と非常に息っておるわけであります。

ただしかし、佐藤先生を含めて周ll.11のf行さんの応援歌

や御期待されるような形ではたしていいのかどうか。草

原だけでなくあんたの住んでる届所も含めて守っていか

なくてはいけないと言われても、Jlf心要の当事名である

秋々がその気がなければ、草原も何もないというふうに

思っております。だから、多少府I!!lに白い目で見られな

がらも、この間にかなり強りl な形で提案もしたり、もの

を言ってきたというのはそういう経緯があったからで

す。そして、今でもまた 1何かに什掛けて行こう」かと

いろいろ考えております。山田さんばかりを出して中し

訳ないんですけれども、山出さんがおっしゃったように、

まさかその当事者である私たち自身が菜原l笥選とか言っ

て、こういうふうにしてテーマにしながら色々な人に
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語ってもらわなくてはいけないとか、あるいは、地元の

熊木El 日新闘という新屈lですけども、その新間が一大
キャンペーンをはって「草原を守ろう」とか言わなくて

はならない事態にいたるとは、ほとんど想f叙だにしてお

りませんでした。

私なんかは、生まれて育つていく過程にあって、草原

というのは極めて当たり前の風尿であり、当たり前の現
象であったわけです。ですから、私は昭和22年に生まれ

てますから、私が生まれて育っていく中にあって、もう
後半というか終盤ではあったけれども、牙ぶきの家もま
だ残っていましたし、あるいはそういう茅ぶきの風景で

あったり、あるいはその茅をメII り貯めてそれが牛のエサ
になり、これは今でもやっておりますけれど、そしてそ

れが水田の堆肥になるというのは当たりtliiすぎるほど当
たり前の光棗でした。ですから、実際自分で1'i(を刈り入

れる程の力はなく、ただ飯を食いに行くだけだったかも
知れませんけれども、子供の頃から牛の西中に乗せられ
て政原に通っておりましたから、まさかあの草原が草原
であり絨けることが困難であったり、あるいは多くの集

落以外の人たちの力も含めて、これをお偕りしながら笞
理して、これを維持していくという手段を見出さなけれ

ばならないという串態に立ち至るなどということは、全
然恩っておりませんでした。そう酋った必味では、非常
に複雑な思いを込めながら、それでもやっぱり気を取り
直しながら、「なんとか守っていかなくてはいけない」と、

改めて当事者である我々もやはり自分をしつかり鼓舞す
るような形で、自分で自分に育い聞かせるような形で
やっていかないといけないと思っておるところです。

ただ、 II国日の映画もそうですけれど、大滝先化には大

変中し訳ありませんが、あの地元で作った、そして地元

を趙材に揖台にしたあの映画を、実は私は初めて見たん

ですよ，「何回かもう見たjと言おうかとも思いましたが、

もし中身をIll!かれたらいけないので、やはり「初めて見
た」と言わなければなりませんでした。あの映像、画而
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を通じて私にとっての日常である草原であったりとか、

ああいうものを見ている時に、索直な感想ですけれども、

rああ、あの女の先生が、あの草原に行ってなんで述くに

違った場所に飛んで行ってしまうのだろうか」と、場所
を知っておるものですから、映画の妙ですけれども、「あ
れは普通ならば歩くと 11~はかかるはずなのに、何であ
んなに早くこれるのだろうか」と、そういうつまらない

あら捜しばかりしながら、あの映両を見ながら気がつい

たことは、慈外と当たり前すぎてその大車さというかそ

の却i屁らしさというか、客観視するというか、自分のそ
ういう H常であったり、舞台であったり、場所であると
いう物をちょっと距離をおいて見るということをこれま

でやっていなかったのではないかと考えました。だから、
ついついその事が本当はものすごく大事なのに、大事で

あるということを忘れて、軽んじるつもりはないけれど
も、先見性が無かったという形で、結局今Fl のこういう
ような危機的な状況を迎えるというようなことにもなっ
たのかもしれないな、というようなことを咋 Fl 一人見な

がら考えておりました．
では、そういうようなことを考え合せれば、草原であっ

たり、あるいはそういう荘しであったり、場所を維持管
則するためには、取りあえずその当事芯である私たちが

もう 1 回その良さを含めて、そのことが自信につながつ

ていくような、あるいは誇りにつながっていくような、

そういう意識というか、そういうものを持たなくてはい

けないのではないか、というようなことを非常に考えさ
せられました。そういう意味では、 rわざわざ稲刈りをや
めて米たかいがあったかな。多少稲の品質が落ちたりす
るかもしれないけれど、非常に今回は良かったな」とい

うことで、今回は急いで帰ろうかと思っておりますが、
なかなかそういうふうにもいきませんので、いくつか、

その当事者であり、阿酪を舞台として秘し、そして炭を
生業としていく立場から、 1 つか 2 つ、何か提案をしな

がら、おホしをしながらですね、今日は帰りたいという

ふうに思います。
l つは、ご登になったように、私の町は人口 2万ぐら

いの町ですけれども、非常に水田を中心とした地域なん
です。ですから、阿蘇町で水田面栢はほぼ3500ヘクター

ルを上回ります。しかし、もう 1 つの探立った特徴とし
ては、（まっきりした数字ではありませんけども、あの箪
原が約8000ヘクタールぐらいあると1!flいております。
ですから、この8000ヘクタールに及ぶ草地をどう利活
用するかという提案をしなければならない。しかし、ご
多分にもれず、牛肉の自由化以後どんどん畜産が衰退し、

頭数が減り、飼育戯家が減り、広すぎてあり余るほどの

あの草地を持てあまし気味というのが現状であります．
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そのなかで、今私が提案をしておりますのが、従米の、

いわゆる畜涯による卓地留理というのは症本原則として

動かす必要がないのではないかとしかし、その力法は

多少なりともJー．夫した方がいいのではないか、というこ

とを今提案しております。従米の夏111冬里ということで、

llfJ末ぐらいに一斎に111から牛を家に連れて掘って、そ

して翌年の4月のいわゆる、新芽の芽I次の頃にまた牛を

連れていく＇夏山冬星Jという連綿として、これはおそ

らく 1000年、あるいはそれに近い時Ill!行なわれてきた私

の地域の腹業でしょうけれども、それは当たり前過ぎて、

これにひと工夫ふた工夫加えてみようという努）］がこれ

までなされてなかったでのはないだろうか、ということ

で今提案しておりますのが、「周年放牧Jなのです，私の

ところは写が降るのは降りますけども、それは宮化粧、

雪泉色という捏度の首でありまして、生活に支樟がある
ほどの宙は粋らないのです。ならば、牛に少し我桜して

もらって、 12ヵ月問山にいてもらおうということで、今、

牛と相談しております．「どうするかりと言ったら、

『おってもええ（居てもよい）Jと言っております。「家に

ぉったらあんまし食わしてもろうとらんし、それよりも

山の方がええかもしれん」などと牛が君うものですから、

多少複雑な思いではあっても、 12ヵ月偵Iと卜を 1.l.1に誼こう

というのがまず 1 つ、今年からやってみようと思ってい

ます。

それからもう 1 つは、繁殖経営を中心とした私の地域

の関架ですから、そういう意味合いでは、受胎率をいか

に確保するか、もっと只体的には、 1 年に確実に 1 頭、

12ヵ月あるいは12ヵ月未洞で確実に ‘I"を 1 頭、しかも平

故無く子供を産ませていくというのが、これが経営の I

つの大きなポイントになると思うんです，それを従来は、

たとえば松坂牛や神戸牛に見られるようなプランドと卜を

育てるため、いわゆる品種改良というか、 1直雑牛という

か、島根県でいうあの有名な糸桜だとか、あの稲をどう

こうしようとかいうような吝荘が私の地域でも行なわれ

ておりました。しかし、考えてみれば、そういうものを

追いかけるのも 1 つの畜産とは思うけれども、もっと赤

肉指向というか、ヘルシービーフというか、もっと草食

動物本来の生態を活かすような形で、適殿な迎動をさせ

て、口光浴をさせて、サシの入り具合は悪いかもしれな

いけれども、匪めて健康的な牛肉を生産していくような、

そういうスタイルの牽消；があってもいいのではないかと

思います。そのための繁殖ならば、あまりにも種牛にこ

だわりすぎること照く、いわゆる白然の摂111！というか、

マキ牛というか、雄牛を 1 頭入れておいて、雌牛のハー

レムを作って、 40頭とか50頭を 1 つのロットとしなが

ら、そうすれば多頭飼いとこれまでの繁補供家のネック
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であった受胎率の確実性というものの辺りを含めて確立

できるのではないかと、今度30ヘクタールほど入会原野

の一部を伯り受けまして、ここでその実験牧場をやって

みようか、ということで今、志を立ててやろうとしてお

ります。

それともう 1 つは、そういう新たな畜産に対する提突

と同時に、もう少し牧均自体の考えんとして、もちろん、

牛や馬、あるいは羊も将来は期まで放牧してみようと

息っているけれども、「むしろ人問を放牧してやろうか」

というように思っています。むしろ人閻の方が今、内成

も含めて、内蔵というのは脳ですけれども、多少おかし

いのではないかという気懸かりがあるものですからも

う少し（追全な姿に立ち戻らせるためには、牛やあるいは

Iii物たちのああいう生き物たちの力を借りて、これを放

牧しようという、そういう一点の目的を持った牧I房をや

ろうかと思っております．

それで、自分は自分なりに、「よく考えたな、早くやろ

うかな」と思っておりますけども、今趾ここへちょっと

早月に到活しまして、そして、中屈l悶架試験場の為的先

生にあるところに案内していただきました。そこはむ囮

さんという方の牧場でした。この大Fl1Iliの面迎典家の方

ですけれども、 70オだとおっしゃっていました。私は非

常に感動というか惑激しましたのは、先ほと‘人久保先生

が言われた山林を牛のJ)を伯りながら、これをシバ1沼地

に切り換えて、この草地を放牧地としながら、（建恥な牛

乳を生座するという酪ぬをやっておられる方がおられ

る。まさしく、それぞれの場所、条件の中で、本当にひ

と工夫、ふた工夫というか、智思を出しさえすれば、活

路は見えるも(/)だなと惑激したというのが、今回来た 1

つの成果だということで、家に持ち帰りたいと思ってお

ります。

そういうようなことも含めて、今のところどちらかと

いうと、熊本弁でいう「あごばっか（「lぱかりで実行し

ないこと）Jです．まだ、成果というか突拍が lこがつてお

りませんから、スライドを持ってこれませんでした。今

炭はいつか、何かの機会があったときは、立派なスライ

ドを持って来て、「これだけの成果が上がっております」

ということを皆さんにお示しできるように頑張るという

ことで、一応これで終わりにしたいと思います。

中 越： どうもありがとうございました。山LI さんの

方からは具体的な計画を提示していただき｀それからも

う 1 つは、人1用の野放しみたいな話ですけと＇、牧野を人

閥のために開放しようと、そういうお話でした。それか

ら、命後に見学されたところは、私たちも見せていただ

いている所ですが、山地酪諜と百いまして、私の知って

いる限りでは確か全同に93カ所ほどある牧場の形惣で
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す。

それでは、バネラーとしては4番目になりましたけど

も、竹田津さんの方から話題の提供をお願いしたいと思
います。よろしくお類いします。

竹田津： 竹田津です。午前中の恭甜謂油の佐藤先生の

お話を棚いていたら、「山口さんに会ったことが全て大き

な転換だった」と言われて、「なるほど」と今しみじみお

話をl廿1いて、（笑もついついその気になっていきそうな感

じになっております。
そういう車からいうと、僕にとって何がこうなったの

だろうと考えると、 9癸の場合はや（まり酒でした。大体酒
を飲まなかったら、ほとんど今みたいな馬鹿な仕事を

やってなかったんだろうと思います。地球大紀行を作っ

たNHKのプロデューサーがおりまして、あいつが惑
くってですね、 30数年前に我が家に-·升瓶を下げて来ま
して、それで酒を飲んで「キツネは面白いJと言いまし

て、僕はその頃までキツネは全然知りませんでした。ずっ
とオジロワシという熟を追いかけてたんですけど、キッ

ネは面白いと言われたために、その後35年間キツネをや

るはめになりました。あれも酒の所為だと思っておりま

す。

実は、小清水に「自然と語る会Jという妙な、妙なん
て君ったら失礼ですけど、財団がございます。この財FIi

を作る時も皆でもって酒を飲んでいた勢いで、誰かが「あ
そこの土地を貿う」と言ったんですけど、その時もほと

んど全貝が酒を飲んでおりまして、定かな記飽が熊いま
まにそれを買うことが決定しておりまして、あっという
問に4200月という借令を作ってそれを買い、 40ヘク

タールの人工林を、その周辺にあります天然林にほぼ近

い形に再栴築するということを80年計画でやっており
ます。 80年というと、 1 番若い奴でも、もうほとんど全

貝死んでおって誰も完成を見ないという馬脚な作業を
やっております。ですから、「酒が無ければ全て良かった

のにJと本当に思っておりますc

今日、実はこの後のサミットで、きっとうちの組長代
理がきちんとした報告をなさるんだろうと思いますけれ

ど、それに多少関係あるので、これを話さないとどうや
ら帰してもらえないんだろうというような感じで、

ちょっとだけスライドで紹介します。スライドを持って
きたのは全然別な意味で持ってきたんですけど、うちの

卓原を使って研究している先生が、俊は勝手に 2人とも

来るだろうと思っていたんですが、 2人とも来てなかっ

たもので、急きょ僕が少し説明しなければならないはめ

になって、スライドを組み替えました。はしょって 5分
問位でやってしまいたいと思います。スライドお願いし

ます。
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• 
いつもの事ながら、少し地元の宜伝をさせてもらわな

いかんということで、私のIIIIのハイライトをちょっとだ

け。こういう湖のそばで生活しております。

♦ 
これはチョウチョです。花ではありません。エ ‘1シロ

チョウというチョウチョです。これは大体この部屋ぐら

いの所で、 10万くらい沸く年がありました。

• 
あの黒いのは全部鮭です。あれが全部能だと思ったら

誰も今後金を払って食う人がいなくなるんじゃなかろう
かと常々思っております。これは河口に集った鯉の群を

上から特殊なフィルターで撮ったわけです。

• 
トドです。これはいずれもオホーツク海、私たちが住

んでいる海岸線で見られる風娘でございます。
♦ 

実はそういう所に私たちのいわゆる草原性の原生花園

と呼ぺる草原を持っております。長さがほぼ20キロメー

トルで、最大幅が700メートルの細長い地域でございま
す。片而はオホーツク洞、片面は湧沸湖に挟まれた紺l長

い地域でございます。これがですね、実は昭和33年だっ
たと思いますけども、国定公園になりまして、皆さんは

大変菩んだんですけれども、その時に何を閥違えたんだ
か知りませんが、原生花園という発想でもって匡l定公園

になったのでした。原生花園という発想というのは、こ

れも良くなかったんですが、僕は洒を飲む度に「あれは
原生．花園ではなくて符開花園である」と、 r人問と動物が
双方が影勝し合ってでき上がった花園であるJといつも

ほざいていたんですけれど、それがこういう所に引っ張
り出された主たる原因です。

実は、これは海岸にあります漁師の網主が、ようする
に番屋の人たちが、舟を引き」2．げるために数頭の馬を

鋼っておりまして、その日っている数頭の）品が日中はこ

の草原の中に離されて自由に草を食ぺているわけです。

それで、食ぺたものは何かと言いますと、おいしいもの

を食って、まずいのは何だったかというと、比較的アル
カロイドの強い蒋を含んだ諸々だったんですね。それが

皆さんのいうスカシュリであり、カンゾウであり、アヤ

メであり、クロユリなんです。実はお花畑というのは、

家畜が嫌で嫌で全部残した、こういうものがお花畑だっ

たんです。

もう］点は、哀ん中に釧糾線という屁l鉄が、今でいう
JRが走っています。昔：：：ういう話をしたら国鉄のえらい

さんからえらく怒られたんですけども、実はこの中を

走っている線路のヒをSLが長く走っておりました。SLが
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走りますと、ご仔知のように石炭ガラをどんどん落とし

ていきます。それで毎年春先にものの見事に火が人りま

して、甲l鉄による放火である」と日ったらすごくもめた

訳なんですけど、その証拠にSLが走らなくなった途端

に、逆に火事がぜんぜんでなくなって｀野火が人らなく

なりまして、毎年春の野火というのは実はSLがあったお

かげでうまくいっていたんですね。

この 2つですね、 1 つは家畜が、漁糾iが海,illこいなく

なったということ、もう 1 つはSしが走らなくなったため

です。この 2つが原因で原<le花園が物の見市に悪くなり

ました。要するに、食べてくれるもの、焼いてくれるも

のが無くなったんです。

ある年に皆が気付いてなんとかしようというので、

始った作業が野焼なんですね。（癸は野焼っていうのは大

好きでしてね、人体火遊びが元々好きなものですから、

これをやり始めると、でも役場の人たちもうれしそうな

顔で火を若けるもんですから、おそらく 8割ぐらいの人

はほとんど火遊びが好きなんだろうと思っております。

• 
これでまずぎれいさっぱりと上に里なった枯ボを、 SL

の代りに人間が焼こうという作戦を立てたわけです。そ

れは確か昭和58行ぐらいから始っています。

• 
もう、こういう具合になるとすこ＾いんですけど、欠点

は火を入れるもんですからいろんな所から許可を取らな

いといけないということです。野火が入るというのは昔

は、ものすごい風の強い日に入ったもんで、あっという

間に燃えてたもんですから問坦がなかったんですけど、

巻察と消防署が中に人って許可を出すもんですから、「風

のある [l は若けちゃいかんJという、そこが以前に国鉄

がやってくれた野火とはちょっと違う方向に行っている

んですけど、ともかくこういう格好で焼さます。

• 
見事です。きれいさつばり何もありません。
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• 
ところが物の見事に、春、 6 月になりますとこういう

花園が満1ffiになります。ここの特徴は実に多種類の物が

複雑に頂なって咲くというのが特徴であります。

• 
こんな感じでもって我々は作業を続けております。こ

れもおそらく、f癸がこういう事をしたかったのではなく、

1 番初めの打合せ会議の時に、北海道大学の辻井先生が

僕にお酒をたくさん注いだのが元々の出発点であろうと

思っています。ただ僕自身は、復活、再猜築に大変輿味

があり、 1960年代にもうほとんど、今でいう「自然保殴

運動jを卒業しました。というよりもリタイアしまして．

しばらく探坑l笥酒からは手をひいていたんですけども、

哀村の頁ん中で燐家の人たちと一緒に生活していますか

ら、閑境t閑起を否応なしにつきつけられまして、股薬の

問頌とか色々とつきつけられて、そこで結局何かをやら

ざるを得なかった。それでやり始めたのが叩柑樟もと

いうのをキーワードにして農家の人をアジるわけです

ね．

たとえば、土のことをやって 10何年にもなるんですけ

ど、 35年とか40年くらいiiりには病気が出なかったとい

うのを逆に取って、「35年前の土をもう一疫復活させよ

ぅjという•作業をやっているわけです。先ほど君いまし

た「自然と語る会」がやっている。 1 つの人工林を天然

林に近いものに復活させるという（乍菜もですね、その延

長線 Kにあって、気持ちとしては殴後にしたいんですけ

れど、そこに「原生花匝lの復活Jというのがあるわけで

す。しかし、長い平この作業を若い人たちとやっていき

ますと、実に我々というのは、製村開から都市側にちゃ

んとしたメッセージが行なわれていないということに気

付きます。

本1:1お躾りのこれだけの方々が、これだけ深刻といわ

ないまでも、大きい閥頌を抱えていながら、「多くの日本

の人たちというのは、それを知らないでおるんだろうな

あ」というふうに思います．

• 
侯はヨーロッパを長く旅してつくづく思うんですけれ

ども、農村が都市の人を呼ぶんですね。週末はどんどん

どん来てくれと呼ぶんです。そのときに、1；さ村からのメッ

セージを来た人にちゃんと伝えるという•作業が、実に綿

密に~t窮されてあるんですね。たとえば民宿、ファーム

インをやる人は、必ずシーズンオフの時には再教育を受

ける。たとえば、町の特徴、その典業の在りよう、それ

から子供たちに対する遊び、それから 1 つの伝統、あら

ゆる物が再教育を受けないと、次の年に許可にはならな

い。そういうギが繰り返されて、繰り返されて、突はヨー
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ロッバの都rfiとtH村はうまくいっているんです。

ところが、日本の楊合は、殷村は戯付で苦しんで、都

市は都市で苦しんでいる。ここのところが大きい問題だ
と思っております。こういう作業をしながらつくづく思

うのが、どういう格好で都市の人たちに 1 つのメッセー

ジを送り絞けるのかということです。こういう•作業をや

る人たちと同時に、どこかで 1 ヵ所、ちゃんとやるシス

テムが作れないかなあというのが自分の今の息いです。

これで終わります。

中 越： どうもありがとうございました。内々で「次
同は小消水Ill]でこのサミットをやれないか」という話が
ございますので、そういう屈味では、都市住民の参加を

どのようにするのかというのがさらに 2年後への大きな

課頌かと思います。今回は主として＂生栗・というところ
に焦点を当てておりますので、その邸味では今後にた＜

さんの課組が残っているというお話だったと思います。
午前中は発表だけがこ＇ざいまして、牲l笥などを受けて

おりませんでした。ここまでで、午前中の4人の方、そ

して甚調講洞していただいた佐藤先生も含めて、全溜で

9 つの話迎の提供があったわけです。佐藤先生にも/JI!

わっていただいて、質問に笞えていきたいと思います．

ただ今の4人のパネラーの方へのご虹l1りは、後ほど会

国からいただくことにして、手元に午lii)中の話逍（こ関す

る質問がいくつかございます。もしかして今Hから参加

されたガがおられるかもしれませんので、先ほど山口さ

んがおっしゃった「原野の子ら」の映画の中で脱サラを

して帰ってきた11．：道さんという方が思いあまって稲に放
火するというシーンがあったんですけども、「店民はあん
なことはたぶんしないだろ的という謙論が昨日いくつ

かコメントでありました。演台に立っていても紺れた稲

のことが気になる山11 さんの話を問くと、「やっぱりああ
いうふうに火はつけないだろうな」と私も思いました。

それでは、生菜ということが今日のかなり直要なキー

ワードですので、やっばりこのあたりから始めたいと思

[
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います。まず裔知から来られたUさんからこのような買
閥がございます。これは大分収久住IIりの山田さんに対す

るご質問といいますかコメントなんですが、「牛たちに労
働貨金を払つて草原を保たせてはどうか」と、途中から

読みますが、件の価イiliは今や肉だけではない。牛が草を

食べて草地を管理する労力（牛力）を評価して牛たちに

労貨を支払うことで放牧を奨励してはどうだろうか」と

あります。山田さん、このコメントにお答えいただけま

せんか。

山 田： とてもグッドなアイデアだと思うんですけれ

ど、誰がその労貸を払ってくれるのかなっていうところ

が 1 番l問題じゃないかなと思います。たとえば、私の町

も町税の人きな逍に関所を設けて、人ってくる人に l00

円づつもらって、その分で牛を飼ってもらうといったこ

とができればいいんですけれど、今その牛の労負という

のは牛の価格ということで消烈芯なりが払ってくれてい

ると思うんです。けれども、それをいったいこれから誰

が払うのか、税金で払うのか、だれが労貿を払ってくれ

るのかな、というところが 1 番問姐で、そういことを、

たとえばみんながさっきみたいに（関所でLOO円払いま

しょう』とか「いや税金という形で取って、国が払いま

しょう」というコンセンサスができれば、牛に労負を払

いたいなというふうに思います。

中 越： tこぶん議論があるかと思いますが、まだいく

つか質問がこ‘ざいますのでそれを先にします。これは仏・

烏街！のHさんからです。いくつか質問がございますが、そ

のうち今Hの話題に関わるものとして、「生業という定義
が少し狭くはないか」と、「たぶん楽しく歩けるようなハ
ィキングができるようなそういう道、快適な人11\1生活を
過ごせること、その自身により生業ということを意哉を
持たせるぺきではないか」というコメントがございます。

佐藤先生がたびたびアメニティという言葉をお使いにな
りましたけれど、アメニティという言菜の中に生業とい

うことも含めてはどうかという点。
これは川村さん、山口さんにおIUl きすればよいので

しょうが、おそら（自然の中でお仕事をするというのは

気分のいいもんでなんしょうね。よ（会社とか工場で音

楽を流して生産効率を上げるとかいいますけど、自然の
音楽というか風の音だとか、烏の音だとか、そういうも
のをIll-）きながら仕事するというのはたぶん目に見えない

プラスのものがあるはずです。たとえばt場だとレコー

ドをかければ俎気代がいるのですけども、自然の中だっ

たら烏が1島くのに俎気代を払う必要はないわけで、その

意味では広い意味での経済活動として自然の中で仕事を

するのはたぷんプラスになってるし、それも評はIiすぺき

ことかなと思います。
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私の値人的な経験ですけれど、宮士山の北側にある道

路と山悶道で仕出したことがありまして、同じような法

面の梱生讃宵をしても忘士山の方が気分が良かったのを

虹えています。しんどくて、追いつくばって草の数を数

えるわけですけれとも、ふと眺めると涵」：山が見える。

それだけでほっとするんですね。同じことをしても、山

陽自勁車道では枯れた松林しか見えませんので、がくつ

ときて仕事をくり返すという。そういう自然斑坑の中で

1叫じ労饒をしても気分が違うということは、心身に人問

の体にプラスになるという点において評価していくべき

だと。これが逆に先ほど11」 11 さんがおっしゃった人問を

野に放つ。どうもストレスがたまっている人が多すぎる

ので自然の中でちょっと投かな気持ちになれとおっしゃ

たものとたぶん通じろところがあろんじゃないかと思い

ます。

それから私では答えられないのですが、それは兵庫の

西出さんへの質問ですね。ちょっと問題文を説んで、答

えていただけませんでしょうか。

西 田： それでは、福島県のSさんですが、「他の保落

から牛を入れてまで牧野を維持しようとするものは何な

んでしょうか。収益はあまり上がらないと思いますがJ

というご質問でございます。

1 つは数餡p·1単位の国、収や町のHli助をいただいて、

その当時は畜痒に見込みがあるということで大きな事業

に踏み切ったのですが、またた＜栢）に牛を封う家が危な

くなってしまったと。地元関係者の持ち出し分が2000

万円ぐらいで、その収入が全然なくなると、そこで現在

数百万円ある偵務を何とか返さなくてはならない。自分

の出稼ぎで、既菜収入で返すということは主旨から言い

ましても具合が悪いのです。そこでせっかくある牧場を

手入して、預託をしていただいて、そこで収益を上げて

いこうと。そして、それと相まって兵庫lRが但烏牛とい

うことで、国からの焚励金をいただいております。今 I~

もここに県の方が見えておいでですけども。そういう車

菜も補助もいただく中で、しかもilij区長で畜産組合長の

東垣弥三治さんがずいぶんと然心にやってくれているの

で、なんとか収益を図ろうと思っています。

午前中の発表で、「かりに50頭放して、年間150~160

万円の収益がある』と言いましたが、冬の豪雪で柵が痛

むとか、それの修復で30万円とか、JOO日 1h1の笛理に要

する口当、まあ 2時11\lほどで2000P:)とか、まあそれで

20~30万l'lは飛んでしまい、結局60~70万円の金を殺

)f)として差し ~I いて、残りを釘遠に当てているという実

態です。ですから牧渇の必要性（こ県の畜廂課の方で大変

に力を入れていただいておると、しかも他に但馬地方で

そういう牧場笛l!I!して、現合を出している牧野はないわ
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けですね。家で何＋頭も飼っているけれども、今発表が

ありましたようにやっぱり放し飼いにした方が安くつ

く。そしたら私の村に依託した力が手l笥もかからないし

安くつく。まあ、そういうことなんです。

それともう 1 点、火きな点は、今勁めをしておる壮年

のものたちが定年を迎え、やがて勁めをしなくなったと

きに何をするかということです。前区長の東垣組合長は

いろいろ考えまして、 r今は空き家でほってあるかもわか

らんけど、人に貸せなかったら蜘蛛の巣だらけになり、

ぽろぽろになってしまう。それを少しでも先甜が手入れ

をして、後代の人のために、また牛を飼ってやろうかと

いう意欲のある人が出てきたときに、笛頂l！柚もできてお

る、芝生も生えておる、水の飲み場も設渥されていると

いう具合で、すぐ（吏える状態にしておこうJと、そうい

う将来を見通した維持·保全をはかっていこうと。合わ

せて、午前1ヤ時lif)がなかったもんですからこのスライド

を出すのを忘れまして、今思いつきましたので映してい

ただいていますが、あくまでも埋想で、沢山の課題を抱

えておりますが、 1 つの理想像を描いて村のリーダーに

なるものたちががんばっていこうと。こういうねらいで

がんばっておるというのが実態でございます。

灯問された福烏県の力にわかっていかだけましたで

しょうか。十分な説明にはなりませんけど。

中 越： どうもありがとうございました。残った7•ラ

イドの説明もできて、大変よかったと思います。t/i1林化

Lてしまうと牧野にはなかなか戻せませんから、それこ

そ大久保先生のご提案のようにシフトする以外にはなか

なか雖しい。そういう応味ではすでにfl1ぶしておくとい

うことは非常に大事かなと思います。

それでは北九州市の方、お名前が苔いてありませんが。

もう一月は大田市のNさんからよく似たご質問なんです

が。北九州,tiの力のご質問で代月］します。情が近自然保護

というと培殖、移植だけが一人歩きし、マスコミがこれ

を助艮しているように見られるが、本質的な解決とはい

えないと思う。草花の培殖、移植、こういったことを生

惣学の立場からあるいは単地学の立場から一体どんなふ

うに見ておられるんでしょうか」はい、たぶん株をどつ

かで育てておいて、それをまた植え直すとか、そういう

ことだと思うんですが。大久保先生にお咎え願いたいの

ですが。

大久保： 私はそれに対してはすべて反対という気持ち

ではなくて、ある紺l狙ならやむを得ないこともあると考

えております。ただ、生艇学的にいいますと、ある特定

の場所からだけ取ってきてそれをたくさん増やして、そ

れを別の場所にもう一度返すということはかえって危な

ぃ。生態学的な首菜で君いますとfポトルネック」ある
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いは「瓶の首効果」といいますけれど、ある追伝了·だけ

を取り出してきて、選ばれた逍伝子をまた人只に培やし

て元の所に返すというのは、ちょうど家畜を人工授桔を

して非常に偏った能力を持った追伝子だけを大塁（こ人工

授栢で増やして、それで逍伝的に均ーなものだけをた＜

さん作る。極端な例がクローン人問を作るのと似たよう

なことになってしまいます。そういう均ーなものを別の

場所に広くばらまくという危険がある場合には、それは

やめるガがいいと思っています。

中 越： 大田市のNさんご自身のお考えでは、「そうい

う移植よりはむしろ、その生育地の保全、こちらのJ:jが

韮要では？」ということです。この 2人のご質問とただい

まのコメントを合わせると、「生育地を維持することで自
然保護をするということが軍要であるjと。このような

ことになろうかと思います．

ここでパネラーの先生にお臣l きしたいのは、実は山口

さんがご提案いただいた 1 つ目の後半部分（こですね、「赤

牛だけで畜産はできないかJということがあったんです

けど、これに誰か答えられる方は。今はどこかから精子

を貿つてらっしゃるのですか．

山 口： 人工授栢するのが原則だから、基本的にはこ

ちらが指名する約子を使います。

中越： それは赤牛のものですか？

山 口： そうですね、長い問赤牛の精液でしたけども

晟近1よ価格的なメリットをあわせて商＜允れるというこ

とで黒牛を赤牛につけたりとか、そういうのも少し入っ

てきました。

中 越： また大久保先生にうかがって申し訳ないので

すが、どうでしょう、そういういわば均ーな品種の牛を

つくるよりは、いろんなどんな子供ができるようなやり

方というのはどんなものでしょうか？

大久保： そうですね、これはやはり野生勅植物の保談

と、それから悶業用の家畜なり、作物というのは、はっ

きり区別しなければならないと思います。家帝の場合(•こ

は、かえって人間が保護することで追伝子を多様にする
という側面も事実上あるんですね。 1よっきりそういうこ

とを腹伝学的に証明している人もおります。また、家畜

に関しては、血統をいくつもつくって、保存して、盛ん

に交配などをして生産をあげるというのは当然のことで

ありますし、それが現在のように生産力を高めてきたと

いうこともあるんですね．

その一方で、従来日本で使われていた負誼なものが、

逆に外来のアメリカ産の種で全面的に追いやられて絶滅

していくということが家畜の範囲、作物の範囲でも起き

ているんですね。そういう面から見ると、できれば各地

域の特産物を作るような目的で、その地域でないとでき
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ない、または、その地域にしか伝わってなかった家畜や

作物をできるだけ保存していくという努力も、我々戊業

に携わるものとしてはやるぺきではないか。その方が賄

入裂務物に対抗できるし文化的にも豊かになると考え

ています。

中 越： 川村さんは、授精はどんなふうにされている

のですか？

川 村： 島根牛の場合は、糸桜系とかあるいは烏取の

哨美系とか、一部はもともと岡山から来た系統ですとか、

もちろんあの但馬系もありますけれど、それがi品じり

あっていまは糸桜系が3代ぐらい続いているlfi頃になっ

ていると。そういうこともあります。家畜の改良の点か

らいいますと、やっぱり何千頭規揆ですと、1f11が偏って

しまう。近親交配をする。やっぱり何万頭というような
地域でないと、血の沢さを蒋めることはできないという

ことですね。
中 越： そうですね、やっぱり分母がですよね。分母

が大きければいろんなパターンが考えられますけども、

分母が小さければ非常にせまい選択肢でやっていかない

と、受胎率を下げてしまったり、途中で発育不良かどう

かわかるのでしょうが、牛まれてこなかったりしたので

はもともこもありませんからね。

それでは、次の方にいかせてください。次の質問は、

少し難しいことなんですけれども、やはりこれも生業に

関わる問題でもあります。これは佐藤先生か、あるいは

大施さんとかですね、多分佐藤先生がよろしいのかな。

山口さんでもよろしいのかもしれませんが。ちょっと読

みます。北九州市の方ですが、「文化財、自然公園、牧野

法など、個別の制度が縦割りでかかってくるなかで、牛

活や営災で股村現境を守ることは難しいのでは？ 痒栗

振輿だけではなく、教育諸制段、生態など多方面から検

討が必要ではありませんか」ということです。いかがで

しょうか、佐藤先生お頗いします。

佐藤： 「牛に給科払え」という先ほどのお話で思い出

したのですが、イギリスでは払っております。イギリス
のレスケバデルヤ、エルフェ地妓では、羊 l 頭あたり年

20ポンド、約4000円を泉観機能のために政府が税金で

払っております。やはり、牛については私の個人（I勺独断

ですが、 400ポンド位、いや、 200ボンド、ですから 4

万円くらい払ってもいいのではないか。そういう国民述

勁があれば、牛はお金を欲しがりませんから、オーナー

の人rBlがもらえるわけですけども、そういう裏＇！境保全ヘ

の代価というものをちゃんとtさ家に払わないといけない

時代にきたということがはっきりと言えると思います。

それから、いまのご質問ですけども、私は甚本的には、

股地法とか、臣振法とか、それから自然保護法ですとか、



·I、地の利用に関するさまざまな規制がありますが、これ

について、この2 、 3年、政府はl逍分政策転挽を図って

きたように思います。たとえば、 2年前、現接基A吃法と

いうのができまして、それから、その前の平成7 年、 8

年には特定なんとか法というのが農林水［t省からでまし

たですね。股地の利｝11に関することを市町村が独自にき

ちっと定めるJ::地利用計画が、煤地および、環様の芙し

いところで自治体の内任で、いろんな独l出 0)緩和l阻はも

ふくめて、計画が立てられるようになっております。た

だし、市町村にそういう企両力があるところはなかなか

少ないので、泉とか研究者とかが租起してですね、新し

い生業をサボートできるような制桜的な大胆な）収り組み

をやる必要があると思います。これについては今後とも

猛烈なうねりがあって、私は多方l(Jiの生業を伸ばす上で

は、流れは有利になると思います。

中越： それではですね、実はこの教付諸制度という

観点から、午前中に発表になった大窪久美子さんの茅場

のことも含めてですね、最近「エつミュージアム」とい

う形で文化li：さんがいろいろ仕事を進められておりまし

て、この会ほに来られていると息うのですが、蒔田さん、

何かコメントを、典村振躾だけでなくて、文部省サイド

というか、文化庁の方から何かご提案というか、やって

おられることをご紹介下さい。

蒔田明史： 文化庁で天然記念物を担当しております蔽

田です。突然のご旧名で、戸惑っておりますけども、私

の担当しております天然記念物というのは毀正な自然を

守るということなんです。 !Iiにたとえば、今哺1ご発表い

ただきま L たレンゲッツジにしましても、その禎物だけ

を守ればそれでいいというものではなくて、夭然記念物、

文化財として自然を守っているという考え方なんです

ね。ということは硝物H体を守るだけではなくて、その

背棗として、そこに生活してきた人たちの歴史としてそ

の植物が残ってきた、そういう文化そのものを守る。そ

の 1 つの象徴として自然があるんだという考え方で、一

般の自然保設とはかなり観点が追うと思いますけども、

そういう文化の背崇としての自然を'<J:るという形の保護

制皮だというふうに考えていただきいと思います．

これまではそうした自然というのは、天然記念物を囲

いこんでしまって、大切に残しておけばいいという考え

方だったんですけども、現在はそうではなくて、その価

組というのを{ujよりも特に地元の方に知ってもらわなけ

ればならない。ですから、地域の人たちが地域の自然を

1 番よく知って、それを活かしてアビールしてもらう．

それがなんだということで、天然記念物でも『エコミュー

ジアムJいう名前をつけまして、現地悧物館的なものを

作っています。それは非常に箇単な施設で、地域の人た
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ちのたまり場になって、ここでは、この天然記念物は昔

からこういうふうに、たとえば、実際に人々が使ってき

た林が天然記念物になっているところもありまして、そ

ういう場合にはかつてはこんなふうにオヽを切っていたん

だよとかいうことが語り継がれていくような場をつくり

たいと考えています．

そういう形で天然記念物の保設行政を進めてるんです

けども、 1 番大事なのは、やはり地元の人が、地元(})U

然、文化、その他いろいろなものに誇りを持つことで、

その特徴を沿かした形で生活を Lていくということなん

だと思っています。ですから、自然保談というのと、生

活というのは切り離された形では、本当の自然保設には

ならない。生活の中で、ini組のある自然を守っていく。

今 El(})午前中のお話を問いてまして、「地球にやさし

い」という言策が出てきましたが、自然はやさしいばか

りではありませんで、やはり、人問にとっての自然、人

間と自然がどうなのかというそrJ）関係をもっと考えてい

く必嬰があるのではないかといった視点で、もちろん生

活の中で自然をどう考えていくのかという視点で、我々

の斑境を見ていかなければならないのではないかと思い

ます。

中 越： 蒔田さんは、もともとはササの研究を進めら

れている方で、今は、広く天然記念物のf直物関係を一手

に引き受けられている方で丸あと 1 恕、質問があるん

ですが、これはちょっと今の流れの中から少し外れると

思われるので、ここで、全てのお話をl出）いていただいた

ところで、公式のコメンテータになっておられる湘田さ

んの方から一言コメントをいただきたいと思います。ご

紹介します。自然公園美化符理財団専務J具事の湘FIi侶哉

さんです。よろしくお願いします。

瀬 田： 瀬田でございます。終わりのほうで話さなく

てはならないということで、企然居眠りができませんで

したけれども、 llF日の夜行で今朝若きました。実は大沌

先生に、この「原野の子ら」の東京ヤクルトホールでの
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試写会にお招きをいただきまして、もう何力月か前に見

ました。それで今l可は夜行でもいいなと思ったのですが、

ヤクルトホールはこんなに大きくはありませんけれど

も、いっばいで、なお立ってる人たちもたくさんいらっ

しゃった。観客のほとんどが熊本もしくは阿蘇の方だと

思います。ご婦人とか、男性の方が、 rあそこがどこだ」

とか、さっき山nさんが言っておられたように、「あれ、

1 日で走れるかな」というようなことも出てきました．

非常に怯かしくて、きっと阿蘇の同窓会、阿倍罪IH2町村

の同窓会のような感じだったかなと思います。

その中で、よそ者の私が感じたことをまず申しあげま

すと、やっぱり皆さんは故郷を出ても、阿蘇を誇りにし

ていらっしゃるということですね。ですから、東京のい

ろんなとこからその映画の試写会を見に来られたという

こと．そして、 1 番のものは命であったり、あるいは肉

親であったりということかもしれませんけれども、きっ

と 2番目か3番目に大切なものが故渇、あの草原である

というふうに私は思います。ところで、今日沼田先生が

いらっしゃれば、沼田先生の方と私とでコメントを分祖

することになっていたと思うのですが、たとえば茨城）＜

学の大久保さん、あるいは信州大学の大窪さんのように

そういう草原を学問的にみてどうコメントするかという

のは、まさに専門の力がいらっしゃいますので、差し控

えたいと思います。

午0ii中に山田さんから久（屯町の話がありました。あの

時、もう 2年ぐらい前でしょうか、 r野焼きサミットとい

うのをやろうやJと話かけたことがあります。山田さん

はその後、公吾規制課長から財政課長に代わられ自治省

にもどられましたけれども、その人が今、久（主町の企画

調整課長ということで、県の課艮や自治省に勁務した人

が.A,[15000人の町に戻った、といういうよりも入り込

んできたという、これも 1 つの思いこみだったというふ

うに恩います．佐藤先生が大学の先生をやめてトラク

ターに乗ろうかというのを山口力男さんが止めてくれま

したけれども、それもまた思いこみであるように、山田

さんはそれを現実のものにされたわけであります。

それから、村岡町の西田さんの話も「非常に面白いなJ

と思いました。牛がいないのに、牛を里子のように預かっ

てやっていらっしゃる。それにはいくつかの半佑がある

かもしれませんけれども、次の世代の人たちに引き継ぎ、

送っていかなきゃならないという、このこだわりがすご

いと思ったわけです。しかし、普通に考えれば、こだわ

りだけでは食ぺていけないという答えが出てくるわけで

す。それが、今El のテーマ「生業」だったと思いますが、

こだわりがなければ何ごとも始まらないと思いました。

やっぱりこだわっている人がいるから、そこにI部趙意識
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があったり、「やってみよう」、 ril奴び込んでみよう」とな

るわけで、こだわってこそ始まりがあるということなの

です。逆に、こだわりをなくしてしまえば、草原でなく

てササ原から潅水林になる、あるいは梢林をして直接に

スギ林になってしまったというようなことになる。そし

て市町村では、「この問題をどうするかJという蔽論はも

うされないと思います。今、その瀬戸際にある市町村が

たくさんあり、こだわっていらっしゃるからこそ、「草原

をどうしようか」という議論になっているのじゃないか

と思います。
それから、山田さんの話の中で、ポランティアに参加

する人があって、地楼産品が一般のルートからとは追う

ルートで購入されるということについてですが、これは、

ポランティアが従来のルート、ネットワーク、それは行

政、市町村、生協、いろんなネットワークがあるかもし

れませんけれども、それとは違う、もう 1 つのネットワー

クを作っているということなのです。そのネットワーク

の中に実は、商品というものも流通するといいますか、

流れてきているというふうに私は思います。今までネッ

トワークといえば、もちろんポランティアの方々がされ

る「心」というものだけがネットワークになっていたか

と思いますけれども、「もの」がそれに沿って逆流すると

いいますか、新しいルートを作っているということで、

これは生業に近づく話だなというふうに思います。

他にもいくつかあると思いますけれども、都会の人間

ですと、働いた時問を提供することによって給料をもら

います。けれども、いわゆる山間、中山問地にいらっしゃ

る人たちにとって、「仕事」とf稼ぎ」という考え方は、

「稼ぎ」というのはあくまで収入を得るということです

が、「仕事」はみんなが共同でする野焼きであったり、場

合によれば白川郷の茅耳きをみんなでやるというような

ことがあります。そういったときに、背であれば、 rュイ』ヽ
あるいは海なんかですと「モヤイ」というのですが、「水

俣病の解決をした後ははやく『モヤイ直し』だ」と水俣

の漁民の方々がおっしゃっている。そういう地域共同体

をもう 1 回構築しようということで、今では、ある村、

ある地域だけではそういった『ユイ、モヤイJという共

同体作りは出来ないかもしれません。したがって、それ

を地域を越えてできる、あるいは日本の国全体をそうい

う地域というふうに考えれば、ポランティアの人たちと

地）萩、農村部の人たちとは一種の「モヤイ」、あるいは「ユ

イ」ということで結ばれるのかもしれません。そういう

ことを感じました。以上です．

中 越： どうもありがとうございました。全体のコメ

ント等はあとでおJ領いすることにしまして、そろそろ会

場のほうから、今度は今El 、午後にl閉かせていただいた
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ご土張なり、提案に対しての質問とかコメント、あるい

は反対慈見などを自山にご発言いただければと思いま

す。挙手をしてご質問いただきたいと思います。いかが

でしょうか．

何でもというのはちょっと大変ですから、順番でいき

ますと、テーマが草原の意義ということですから、ます

生態学というか、（呆護とか、崇親の咽理であるとか、そ

ういったことに関するこ慣問はございませんでしょう

か．

茨城人学の大久保先生のご発表の中で｀私がコメン l·

するのも変ですけれども、モンゴルの草原と日本のこと

を例にして、種多様性についてのご発表がこ‘ざいました。

もしかして、十分即餡されていない方がおられるかもし

れないので、確認をさせていただきます。これはいろん

な学説があるんですが、自然にある程度の人為的影密を

与えた方が植物の種類が増えるという法則が、多くの実

証例があります。これは「中規桧祝乱説」というんです

が、まさに草地はインテンシプに使ってなければ、軽皮

に使うような卓地の場合、非常にたくさんの種類が出て

まいります。そういう意味で、これは問迫いなく、使わ

ないでいるよりは使った方がいい。

その場合に林地と草地という比較をすると、これはま

た別の問題なんですね。林地には林地でまた別の植多様

性の問超がありますけれども、京地の場合には放i趾して

森林化していくと、柏物はとくに草本頚は涌えていくと

いうことがあります．逆にこれは、悦乱を受けることに

よって粕物の種類が増える。そして、草は木と違い寿命

が短い。寿命が短いということはその島所を余り長く確

保できないが、はやく 1捐花して、種をとばして、そこか

ら逃げだそうとする性質があるわけです。ですから、尊

木が多いということは｀脱乱を受けているという証拠に

もなるわけで、今やその植物が行くところがなくなって

るわけです。

これはどうしてかといいますと土地の利用の仕方が、

根本的に変わってきてしまったためですね0 かつては、

当然渋源としての森林なり、資涼としての草原というの

は、徹底的に使うと破壊されて採地化します。そこで人

間はどう考えたかというと、その費源が回復するまでの

閥放i晋するということをしたんです。しかし、収入を得

る、あるいは浜源を得るために毎年利川はしなくちゃい

けないために、ローテーションが始まるわけです。ある

楊所で利用して、利用が終わったときには回復できる状

憑のところまで利用したあとで放祖するわけですね。そ

うすると回復してきます。（；；1年か後にそれをまた利用す

るという。

大久保先生のご提案は、まさにそれを大規換にやった
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らどうかということなのです．突際に、小規換にはかつ

ての軋山でもそういうようなシステムがまわっていまし

た。それから、有名なのはヨーロッパなどでやっている

.::.1覗品業という畜産と穀物生産を0ーテーションする方

法ですが、これのメリットは、寿命の短い植物なり、そ

の植物に依存しているチ3 ウチョウであるとか、そうい

う昆虫類、それらの動物相をひっくるめて生育地を点々

としながら、守れるということです。どこかには刈った

ばかりの場所がある。どこかに茂った場所がある。その

段階、段陛のものがあると、ぐる<‘ると回ることによっ

て、さまざまな生育地が確保できる．

この場合に個人が別々にやると駄目で、「コモンズ（共

有池）Jという考え方ですね。広い空閥を全貝が管理して

いて、それがゆっくりシフトするという点でなんです。

同時だったらですね、阿時に皆さんが切ればおしまいで

すからa ですから、それにはやはりコンセンサスがいる。

このコンセンサスは腹村の中にはあるんですけども、放

沿された里山では分割していてですね、所有者がいなく

なってるような農地や草地、まあ草地にはそういう場所

はないんでしょうけども、林地の場合には特にそれが多

いんですね。そうすると、同じ状旭のままずっと続いて

るわけです。そうすると生活できる生物相はどんどん少

なくなるという、これが現実なわけです。

それから、大久保先生にもう 1 度おllりきしたいのです

が、これは多分もう l l父ご説明されたほうが皆さんにわ

かっていただけると思うのですが、耕起というのがあり

ますね。耕す、これがいかにまずいのかということをで

すね、もうちょっと詳しく、多分土壌の梢造だと思いま

すが、 aJI起が持っている意味、これをちょっとご説明い

ただけませんでしょうかa

大久保： モンゴルの場合、特に耕起している場所が増

えているのは内紫占ですけれども、もともとモンゴル卓

原は探高l000メートル位の硲原がずっと続いているわ

けですが、そこに更に丘陵が垂なって、面いところでは

探両1500~2000メートルぐらいの山もあることはあ

るわけです。そうしますと、ちょうど日本の八ケ岳とか

の高山のまわりの腐原か、もうちょっと高いところにな

りますが、そういう高原の中のまた斤陵の、やや碩上か

らちょっと下ったところの斜面、そこあたりが、 1 番そ

の地帯にとっては雨品が、土康水分が多く保持される。

そういう斜曲が、今屈んに小麦の栽培地として耕作され

始めているんですね。

耕起して、半分をペルト状にですね、迫くから見ると

縞l犬に見えますけれども、ベルト状に起こして小麦妍lに

している。そして小麦を栽培してないところは起こした

ままで、もともとの'llf草が生えない状態で 1 年1:.1おいと
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くわけですね。おそらく、小麦の種をまいたときに一緒

に雑草が入ってきているんだと思うんですが、たとえば、

去年行ったところと同じ場所に今年行きましたならば、

そこにもともとなかった低地の雑草がた（さん入り込ん

でいる。椋尚1500メートルとか2000メートルぐらいの

ところなのに、内モンゴルや、中国の平地で見られるよ

うな雑卓が入り込んでしまって、泉観的にみても美しく

ないヨモギとかタデ、そういう雑草頚が沢山増えている

んですね。しかも、昨年見たお花畑の場所にまでそれが

入り込んでいる。惑但的な気持ちからそういう状艇が困

るということではないんですけれども、本来そういうお

花畑は、もともと、モンゴル人が使っていたときは、い

ろんな種類の薬草の生育の場として、多分保護して、紐

が落ちてから刈り収るとか、またはいったん刈り取って

も、その後再生してまた種をつけることができるという

ような刈り取りの仕方をしてきたのだと思いますね。冬

のエサのために干し草をつくっていた。ところが、そう

いうところを耕起することにより雑草が入り込み、せっ

かくの路草になるものが絶滅するという危険が増えてい

ます。またモンゴル地域は、もともと作物栽培するには

ほとんど不適なはずなのですが、わずかに残されたそう

いうお花畑に相当する場所が、現在では非常に開発され

てしまった、しかも収穫できたりできなかったりバクチ

的なので、そういうことが残念なのです。

中 越： はい、今の質問はですね、 2つの観点からさ

せていただいたんです。実は、 1 つは東南アジアの過剰

な焼き畑とかですね、それから山岳地の無理な此耕が植

生をかなりいためているということを知っておりまし

て、ご毀問させていただいたんです。実は東南アジアの

焼き畑地域の生産性を上げるために、かつては決して康It

起じなかった坦所を耕起するようになったのです。なぜ

かというと、股菜閲f系の指迎者たちは、口木、あるいは

ョーロッパから勉強して帰ってきます。そうすると、耕

起することを勧めるわけです。確かに初期の生産益は西

くなります。しかし、土壌の流出が起きたり、一時的な

生産屈は商くなるんですが、かつての伝統的な焼き畑の

ローテーションが崩れてしまうんですね。ですから、大

凩に取れるものですから耕起しますけれども、それを繰

り返すと地表而をひどく痛めるような農法に変わってき

ていろのです。

それで、これはちょっと偵蛍に発言しなくちゃいけな

いのかもしれませんが、穀物が培えて、一見安定します

と、また人口が増えるわけです。人口が増えると、また

それを支えるためにさらに乱界な屈法を使うわけです．

表面だけを焼いて、耕起せずに収藪をすると、根が残っ

ている植物がすぐに図い被さってきて、 2年くらいで収
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捜できなくなるので破壊も昂小限ですむ。それを耕起す

ることによって長期にしかも、そういう肥料反応の邸い

品種を植える。それがやはり、逆に少数民族のように町

でなかなか仕事を得られない人たちの人口を支えるため

の悪循閑になっているわけですね．こういうことが気に

なるので、やはり耕起という行為は、いわば砂漠を作っ

てそこで生産性を上げるという近代的な腹業なのかもし

れませんが、必ずしもそれがいいとは限らない。

もっと広くいえば中同とモンゴルとの関係なのかもし

れません。モンゴルは耕起をせずに放牧という形で地表

iliiを使うのに対して、中 l団は伝統的に耕起をしてそこに

作物を植えるという、その 2 つの文化のせめぎ合いのよ

うなところが北であればモンゴルと中lillですし、南は東

南アジアの山岳地帯と平地のtと民の中にある気がしま

す。これがうまく 1 つの国の中で謂整されている国とい

うと、ドイツの南の力であるとか、スイスなどでそうい

うところはその辺の住み分けができていていいのかなと

思います。これが 1 点です。

もう 1 つはですね、これも非常に大切なことなんです

が、定住ということです。当然、表面を少ししかあたら

ないような農法、吝廂方法だと、生産性もそれほど商＜

はない。そうすると移勁しなくっちゃいけなくなります。

牛棠という点においてはそれはどこかで収人が得られれ

ばいいんでしょうけど、これは佐藤先生への質問ですが、

その質問を読ませていただきます。これは、福山市のTさ

んという方からです。「大学に籍を誼きながら、外に向け

ての勇気ある佐藤先生の活動に敬意を表します。卒業す

ればほとんどが教貝になるであろう教育学部の学生にど

のような指必をし、その学生が社会に出てどのような活

勁をしているか、その一端をご報告して下さい」。なぜこ

のように緑遠い話をしているのかというと、モンゴルで

は、子供の教育のために家族が定住するようになり、過

放牧や戻法を変えることによって植生が破壊されている

ということがおきています。教育という、ちょっと今日

の話題からははずれるんですけども、質問が出ておりま

すので、佐藤先生ちょっと一端をご紹介していただけま

せんでしょうか。

佐藤： 私は教授とは名ばかりでして、教貝蓑成課程

の学生に対しては大変申し訳ないと思っています。しか

し、大学院を出た学生が研究機関に勁めてグリンツーリ

ズムの専門に抵わったり、内奉公の助教授が留学したり、

客貝教授という形で私の研究室で共同研究したり、ツー

リズムをやってくれ、アジアのネットワークをつくる機

能を果たしてくれたり、学部の卒業生が財01法人のコモ

ンランドという市民グループの事務局をやってくれたり

しています。それから正規の教育現塚では、環楼教育と
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いうことをやっています。閑境教育というのは九州では

まだはしりなんですが、数年前から阿藤の現場で、教貝

茂成のために行なっています。そして今、大学は改革を

迫られている中で、むしろ小子礼会の中で求められてい

るのは、社会人教育という生漉教育部門であり、学生よ

りも社会人のための生涯教育の夜問大学院の開設である

とか、義務教育の中でも今までのような教科教育ではな

く、クロスカリキュラムという＆V境教育を、数学の中や

国語の中や社会科の中などいろいろな領域の科目の中で

曰税問題を織り込んで教えていくというものです。今、

教育現場は大変複雑になっておりまして、新しい領域の

閲t/jをずっと迫られて、私たちはそれについては、落ち

こぽれではなく勤卿こ鋤いているのではないかと息って

おります．

中 越： 今、佐脳先生がおっしゃったように、環境教

育というのは別に理科だけの問題ではなくて、社会科で

あり、国語であり、さまざまな科目がこれに関わってお

り、先生になられる力がこれにかなり忘い意識を持って

いるというのは事実です。ただ、昨 El の映画でもそうで

すでども、赴任先の植物なり勁物がわからないというの

がやはり現実で、やはり教室の中だけで勉強するだけで

は、教育学部の学生さんたちの実践力もなかなか向上い

たしません，教育実習をやっても、建物の中の実験遥具

を使う突習でして、野外に出て行くことはあまりありま

せん。これは実際には先生たちが職に就いてからやはり

実紹をあげるものであって、この大学の教官の身分であ

りながらこういう言い訳はよくないんですが、大学の教

育では、きちんと教えられていないのではないかと思う

のです。

ぼ）應教育は、大学を卒業してからご自身で勉強するこ

とであって、やはり大学では勉強する力法や、どんな資

料があるかとか、そういったことしか私は教えられない

のではないかと思っています．

それで山田さんのスキームの 2つめに、「学びの里で分

かち合い」というのがありますね、この中でネイチャー

センターをぼ叫教育に使っておられるというお話でした

が、これはできてるんですか．

山 田： 建物はまだできてないんですけども、活勁自

体はもう 3年ぐらいずつとやっています。昨日の映画の

途中で「草泊」の話がでていましたけれども、たとえば、

「草泊」の小屋を作るなんていうのも、術泊型のプログラ

ムの中でやってますし、炭を焼いたり、稲刈りをしたり

とかいうのもありますし、豆腐を作ったり、チーズを作っ

たりとかしています、それも子供だけでなく大人も一緒

に、もちろん自然観察みたいなのもありますし、ネイ
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チャーゲームみたいなのもあります。｝用ではインタープ

リターズって呼んでいますが、そのレンジャーのような

人を＋何人森成して、限が補助貝として持っているんで

すね。そういう人に加勢をしてもらって、県が主佃になっ

て年に4回、徊泊型のプログラムを、エコロジーキャン

プという名前で、 3年も繰り返して、その中でいろんな

試行錯誤をやっています。この『ネイチャーセンクーJ

を公共でやろうかという話もあったのですが、それを行

政で持つよりも、やっぱり教育機関とか研究機関にもっ

てもらった方がいいんじゃないかということで、県内の

私立大学と話をして、そこが「じやあ、そういう取i境教

育というのに取り絹みましょう」と、たとえば、将来的

にはそこに分校みたいなのをつくつて、一般教酋はそこ

でやるような、 50人というような人がいてもいいじゃな

いかというようなことです。もちろん子供のこともやる

L、大学生のもやるし、大人の教育もやるつていうよう

なことをやってます。

そこでは自主学という面白いことをやっているので

す。自主的に学ぶということですが、それはどういうの

かといいますと、学生さんが、「私はこの l 年問こういう

ことをやります」といって、計画壱つくつて持ってくる

んです。先生がオーケーしたら、それをやりにいくわけ

です。やって、レボートを宙いて、レポートが良ければ

「 1 単位やるよ」というiiii l勺いことをやっていて、ある学

生が「私は久住裔原の反対側、九重側の飯田高原という

ところで、キャペッ関家の手伝いをしますJというのを

やったんです。それで、キャペツの取り入れの手伝いを

した。その後、彼は熊本のニコニコ蛍というところに就

職試験の面接に行ったんです。（扁差仙は非常に低いもの

ですから、その大学からニコニコ堂のような仮良企業に

就職した人はいなかったらしいんですけども、彼が而接

の時に、「なんであなたはここニコニコ蛍を志望したんで

すかjと聞かれて、 r私はキャベッ収りの手伝いをこの夏

にしました」と、で「キャベツを作ってるおじさんの顔

が分からないじゃないですかと、私はそういうことがわ

かるようなニコニコ堂の流通と販売をやりたいんだJと

こういったら、 l穀ってた役貝さんがみんながばっと顔を

あげて、彼は採用になったそうです。本当は、そんなこ

とは大学で教わるようなことではないんだろうと思いま

すけれど、教育に必要なのはそういうことではないかな

と思います。

中 越： はい、ありがとうございました。そろそろ時

閻が押してきましたので、パネラーの4人方で、これだ

けはもう •度繰り返して話しておきたいということがあ

りましたら、まずそれをお間きしたいと思います。どう

ぞ、川村さん。
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川 村； 尖は市内にまだ200戸ほど放牧を希望する森

家があるわけです。昨年、一昨年度と大田市にお世話に

なり、 24年ぷりに放牧を再開したところも含めまして、

今150ヘクタール程度しか放牧地がないわけです。私ど

もが、火田市の畜産の発展と、もう 1 つどうしても、三

Jfli山のすそ野の末利用炎源を利用させていただくという

点については、国有林の開放といいますか、国有地の利

用も考えざるを得ない．かつて数百年来利用していたと

ころがこの30年fIりに利用できなくなっているわけです

が、私どもは「国有地を使って下さいJと言われれば、

いつでも受け入れる用意がございます。ぜひ国有林を国

の方から「使って欲しい」と君っていただければ、三瓶

山の泉観保全や、あるいは畜産の振興に結びついていく

というふうに考えているところです。

中越： はい、どうもありがとうございました。大久

保先生。

大久保： はい、先ほどの中越さんのお話と山田さんの

お話がちょうどつながったところかと思います。私は今、

学術会誠の会貝でして、第一期目が3 年間終わったとこ

ろで、第二期にまた 3年間やれということで、やってい

るわけですが、第六部、腹学部門の分野の過去3年間の

活動としてですね、フィールドワークを中心にした教育

と研究をこれから21世紀の学術として推進しなければ

ならない，という報告杏を作ったんです。その過程で、

私も第六章を担当したんですが、いろいろ勉強している

うちに、今までの研究なり教育がいかにゆがんできてし

まったかということに、皆さん気がついたのです。一言

で君いますと、研究というものが条件を均ーにしたとこ

ろだけで研究をしてきた。それは、一方では研究者自身

が論文を沢山苔かないと就戟もできないという別の問艇

もあるんですけれども、研究者の卵自身が、音は昆虫少

年とか、多かれ少なかれ野外で子供の時代に遊んでたん

ですけれども、昂近では都会の中だけで育っているため

に、植物も動物も知らないどころでなくて、関心も持た

ないというような大学生になっているわけです。そうい

う状態で、いかに野外活動を中心にした研究と教育を進

めるかという、それを論誠してきたのです．

たまたま、塩波新書に中村雄一Rliさんが沿かれた「臨

床の知とは何か」という本を説みました。これは臨床の

医学の意味ですが、床に臨むと山く、お医者さんの方で

いう臨床、そのl臨床の知識の知で「l臨床の知とは何か」

という本です。それを読んでみますと、「植物も動物も、

l勺然界の中ではちょうど演劇をやってるようなものだ」

という文章がありました。私なりに解釈しますと、植物

も動物もちょうど人問が舞台で演劇をやるときには、シ

ナリオ通りにやってるようにみえて、相手のちょっとし
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た動きに対してすぐに反応して、当意Rl]妙で演技をする

というのがいい俳優なわけですが、植物も動物も自然界

ではそうしているはずだっていうんですね。ところが、

研究者たちが今までやってきたことは、それを脱法にか

けて彫刻のように固定してしまって、固定した石の彫刻

だけで見ている、そういう状態でしかものを見てこな

かったのではないか、それは反省する必要があるという

意味のことをぅ知かれてました。

今、医学でも教育学でも、農学でも:r•学でも、すべて

の学術分野で、そういう反省の時期に入ってます，別の

君葉で「パラダイムの転換Jと言われておりますが、そ

ういう反省期に入っていて、その次の段階としては、ど

ういう方法により複雑な現実の現象を解明したらいいか

ということです。その方法は今のところ見つかっていな

いのですが、唯一残されているのは、自分の目で見て、

自分の手で物に触わって、そして綿密に観察する、そう

いうことでしか、本当の現実は捉えられないのではない

かと今のところは考えざるを得ないですね。

そういう能力を育てるには、先ほど山田さんがおっ

しゃった、子供の狽から実際の野外で動物、植物に触れ

させるような場をできるだけ多く作る，それこそが、ま

ず第一にやるぺきことだと考えられます。ちょうど中越

さんが先ほどおっしゃったように、野外教育をするには

大学では遅すぎるんです。現在の大学は、先生自らが試

験笛を使って生物を温度甜節、光調節を厳密にしたとこ

ろだけで培祖して実験を行なっている。それ以外の複雑

なことは一切艇視して論文を苔くのが現在までの研究で

すから、今のところまだすぐ大学の教育には期待はでき

ない。そうすると、山田さんがおっしゃったような、子

供の頃からの教育にまず期待せざるを得ないですね．

中 越： 私たち大学の教授も、できるだけ野外を中心

にした研究活動、教育活動というものを目指してはいる

んですが、やはり大事なのは、チ供の頃の教育というこ

とだろうと思います。

はい、ありがとうございました。それでは山口さん．

山 口： 不謹慎なことですけれども、皆さん方のお話

を確かに典味深く llりきながら、 力.の｝5では屯ういや

あ、いろいろなところへ出てきたなー」というようなこ

とを思い出しながら、じっとここへ座っておりました．

そのなかで、 1 つ、久々に思い出したのが、もうこれ

はかれこれ7 、 8年前になるかと思いますけれども、愛

知限で全国司法杏士の皆さんの大会があって、それにお

招きをいただきました。その時のテーマが「土地は誰の

ものかJという、まだパプルの直後だったろうと思いま

すけれども、そういうテーマで呼ばれました。それで、

普段水田で米を作ったり、あるいは単原に牛を放したり、
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イチゴを作ったり、プドウを植えたりと、いろんな事を

やりながら、改めて「あんた方の使っておるその土地は

一体誰のもんかい」という問いかけを突きつけられ、そ

の時に答えたことを今恩い出しました。

その時に、私はとっさに「善管注意毅務」という言葉

を使ったような気がするんです。ようするにf所有権だ

とかなんだとか、あるいは法務局に名能がどういう名義で

どの土地をどれだけの而栢登記しておるという、この所

有f位のようなものがあたかも絶対的なもののこ＇とく扱か

われるわけだけれども、その所有権というのがそれほど

のものでのあるのならば、たとえば自分の死後、 r死んだ

後に誰にも渡したくないJからといってその土地を消す

ことがでくつかどうか。でけんだろう。ということから

すれば、所有権なんて偉そうなことをゆうとるけども、

大Lたこちゃなかっちゃないか。むしろ我々はその時則、

ある期間を含めて、米を槌えたり、牛を放したりする、

そういう r平ll用する権利』を与えていただいておるんだ

ろう．ならば、その権利を与えていただいておるんであ

れば、当然のごとく、 r善晋注意義務』というのが発生す

るんじゃないかな。善良なる営理者として、その水田を

あるいはその草地を含めてどう笞刑するのかという、こ

の感党、この捉え方というのが珪本的に我々生産者のな

かにあるし、必要じゃなかろうかな」と、そんなことを

発言した祀位があります。それを久々に思い出しました

けれども、今だに私の心の中では変わりません。

その苦営注意義務者の 1 人としてですね、自分なりに

梢一杯の努力をしても、その笞剌が難しくなったから、

『それじやあ皆さん、 1 つ力を貸して欲しい」という呼び

かけをしたときに、呼びかけられた側が「あー、そりや

農村は大変だなJというような形で、あるいは「店業と

いうのはそういう事竹かJということで、これをある植

他人ボとしてですね、「それでは力を貸してやろう」と、

あるいは「協力をしてやろう」という感党では、はたし

て草原を含めてその北地というか、自然環境と四き換え

てもいいかもしれませんけれども、そういうものが守れ

るのかどうか疑問があるような気がするんです。

ですから、いつまでもですね、草原に叙微される自然

現培も含めてそうでしょうけれども、これが学術的な

テーマであったり、あるいは謡誰のテーマのところで1k

まってしまうと、「守れんとやなかとか」と思いますよ。

極めて当たり前のごとく、大げさな百い方をするならば、

「人問であるという由緑でもって、それは共通の毀狩ぶ財

肱として、どう自分たちのできる範IHI内でこれを守って

いくかという意識をはやく盛り上げていかんといかんと

やなかろうか（いけないのではなかろうか）Jと。そうい

うことをですね、とても強う考えたわけです，
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普段はなかなか、こう（＃そうなことばかりは言うとら

れんです。何度も言いよるけども、「早よう帰って稲刈り

せにやあ」という状況の中じやあですね、なかなか．こ

りや、こういう機会でないと、コンバインにのりながら

そげんことばいつも考えとるわけじゃなかつですけども
ね。しかし、あえて問いかけられたり、あえてこういう

会場に臨めば、そういうことを生産ffl!Jちゅうか、直接的

な関わりをもつ当事者として、一言やっぱり舌うち帰ら

んとですね、「一生怨命に家で稲刈りばしてくれよる研修

生にも申し沢なかっちゃなかろうか（ないのではないだ

ろうか）Jということで、一言だけ申し上げておきます，

中 越： はい、どうもありがとうございました。それ

では竹田津さん、おねがいします。

竹田津： どっかでポタンが掛け違ったまんま、どんど

ん、どんどん議論が進んでるような感じが L ます。 1 つ

は昨日り原野の子らjという映画をみて、俣も九州生ま

れの九州育ちで、まあ、かつて九州の伝統のなかで育っ

たんですけども、 rやっぱりあれは大人が作った世界なん

だろう」という感じがします。それはなぜかというと、

統計的にみると、都市の子供の方が圧阻的に遊んでいま

す。少なくとも野外で遊んでる時間は都市のf·供の方が

データ的には多いのです。裳村の子供の方が、実は野外

では遊んでないという。それで、我々は実は生菜といい

ながら、生業（なりわい）の阻界に子供たちをいったい

どのくらい抱き込んだのかということをです。それを

どっかへ、こう忘れてしまってですね、どんどん、なん

かこう一ていう進み方を延々と行なっているような感じ

がします。

1 番恐いのはこのままの誦論でいって、どういう終点

を迎えようとしているのかがよくわからないと、そうい

うふうに僕は思っております。f供たちは正直ですし、

親が魅力的でなければ哀似はしません。親のどこを頁似

するかでもって子（Jしの将来が決まるというときに、我々

はいったい「哀似をされるような世界」を子供たちに見

せてるかどうかっていうことをどこかに固き忘れて、函

議をずーと繰り返してるんじゃなかろうかと思います。
大変失礼な目いガだけれとも、僕自身はそう思ってます。

1 つはやっぱり、遊びでもって全てを子供の時代には

解決させるような世界が必痰じゃなかろうかと思いま

す。現代のアウトドアプームは、あれはアウトドアの用

具のプームであって、アウトドアのプームじゃないはず

です。要するにと‘ういうものを使うかっていうことの

プームであります。それを、「アウトドアプームだから、

みんな自然に出てみんな登かになってる」という、あれ

はみんな嘘です。そういう嘘をですね、子供たちは冷節

に見てるというその世界を、やっばり我々は知らなきゃ
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いけないと思います。我々が今氾えている農村の問也と
いうのは、我々自身がどこで宮んでいるのか、どこでお

もしろがっているのかということを子供たちに見せてい

るのかということが、殿終的な問題になるんじゃなかろ

うかとしみじみ思いました。

山口さんとは全く迎った感じで、僕もこの I El を過ご

しました。大変失礼な言い方かと思いますけども、そう

思いました。

中 越： はい、どうもありがとうございます。えーと、

瀬田さんなにかありますでしょうか。
瀬田： いえ、とくにございませんが、竹EFI津さんも

洒を飲まずにどんどんと言いたいことがいえるように
なったなと、そう恩って感心しておりました。

中越： はい、私の不1l1れなこともありましたけれど

も、生業というのをや（•まり、それでその生計がたてれる

もの、唯一·の生業として畜痒をやるというふうには理解
しておりません。日本人はなにかといえば、「何をしてい

る」というたった 1 つのことで自己を表現しようといた

します。けれども、いろんなことをしていて、何をして
いるのか分からないけども、現実に生きている。そうい
う状隙の中で、草原に関わる生業（なりわい）というの
は難しいのかなという感じも実はしています。まあ、畜
産だけではなくて、農業についてもそうですね。第二種
兼業、第三種兼業がどんどん増えている中で、専業であ

るという自信が誇れない、専菜であると誇れる棠植はも
う都市の中にしかないのが現実です。ですから、むしろ

生業というのは生きてて楽しい、楽しく生きていくため

の収入源が複数あることが勇要じゃないかなと、そうい

う「複数の収入源の r．で生きていける世界Jというのが
必要じゃないかということが 1 つあります。

それから、確かに都市で一生懸命鋤いている方の場合
に、子供がlli1'種を継ぐかというと、維がないことが多い。
rあんなに1亡しいおやじの琺稲なんか選ばない」というの
が一般的です。じやあ、製村ではどうかというと、いつ
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もいつも「苦しい苦しい。おまえはこんな車をするな」

と子供（こ教えていて、絶対に後維ぎが育つはずがないん

です。今日も楽しい、明日も楽しいというような世界で

なければ、後継者が生まれるはずがないわけですね．

ドイツで伐家に泊まったことがありましたが、彼らは
股家としての誇りがある。そして随分遊ぶんです， 1 日

の問の労慟時間がすこ＇く短いんです。こんな寒い国でこ
の程度でいいのかと思うのですが、それでもちゃんと収

艘は得られる。その代わり、毎日の食ぺ物はジャガイモ

と豆と、ときどき出てくる羊の肉ぐらいで、ほとんど変
わりません。まあ、ゆつくり労曲をして、食べ物は多少
まずいけれど、これでいいんだという世界です。ドイツ
人の方には悪いのですが、日本人からみればあれほど貧
しい食生活をしていても、滴足で、子供がそれを枇ぐと
いうわけです。しかし、長男というか子供 1 人分の¢山地

をなるぺく分けたくないので、結局は 1 人だけが継ぐよ
うになるんですけれども、家を維ぎたいという複数の子

がいてIll るというような議論がでてくる。

やっばり、「こんなに苦労しておまえのために働いてる

んだから」とは絶対に言わないほうがいいですね。「こん
なに苦労していかという表視で、ま切l汎植は継いでも

られません。そのあげく、苦労して追う職業に就けよう
としているわけですね。ですから、普段から El常的にど

んなに辛くても、楽しかったという、充実しているんだ
ということをストレートに伝えていかれるほうがいいと

思います。

ですから、私はこの生業（なりわい）ということはで

すね、先ほど「仕事Jと「稼ぎ」という湘田さんからの

君葉がございましたけれども、まあその両方に関わる、
両方を包含するものであっていいのではないかと思って

います。それでは、長時間にわたってパネラーの皆さん、
ありがとうこ＇ざいました。これでシンポジウムを閉会に

させていただきたいと息います．
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島根県知亭澄田信弱氏

本日は、ここ大田市において草原シンポジウムが開催

され、全国各地から多数ご参加いただき、心から歓迎申

し上げます．

また、このように盛大に開佃できましたことは、大田

市をはじめ実行委貝会の方々のご努力のたまものであ

り、心から敬意を表する次第であります。

さて、草原は近ヽ「過疎化、高齢化あるいは放牧の哀退

等により減少しておりますが｀本県におきましても閑岐
烏や三瓶山等の菜原の部でその棗観が失われ、汲慮し

ていたところでございます。幸い、縣岐島においては、

今年度から森林や箪原のl!!l復を1:1指した活勅が展1111され

ようとしておりますし、また、ここ三瓶山においては昨

年度から放牧が再開され、かつてのあの美しい卒原が俊
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活しつつあります。

このような時期に草原の維持保全に関する投凪なご諧

涸や、全国各地からの取組状況の報告、シンポジウムに

おける熱心な討論を拝聴できましたことは、まことに時

直を得ており、これからの草原の維持を考えるうえで、

参考にさせていただきたいと思います。

この後、引き続き箪原サミットが行われ、サミット宜

言が採択されるとのことでありますが、より多くの方々

に広く草原に対する理解が深まる契機となりますよう祈

念するものでこ＇ざいます，

終わりに、皆様方の各方面でのますますのご活趾をご

期待申し上げまして、 l射会のご挨拶といたします。
（代試：島訳臥ね林水脳部岳代振聴槃艮 古fII嗣り））
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”-2回全国草原サミット ＿」
久保 幸雄小済水IIIJ助役（北海追） 家中 安治知夫村村長（島根県）

唐沢 忠夫嬬恋村課長（群馬県） 清水 武人芙東町町長（山口咲）

伏谷 勝博河内長野市助役（大阪府） 栗田 正熙秋芳町課長補佐（山口県）

大江 教訊頓原町助役（島根県） 本瑯 幹雄久住町助役（大分県）

安田 増窓温泉津町町長（島根果） 熊谷 國彦大田市市長（島根県）

古木 和男西ノ烏町助役（島根呉）

高橋： 北は北海道から南は大分児まで、 II市町村の代

表の方にお集まりいただいております。私は、今日の第
2回全国翠原サミットの進行役をやることになりました

中固殷業試験場の商憐でございます。

早速ですが、まず巌初に出府者のご紹介からさせてい

ただきます。会場の皆様の方から向かって左より、小清
水町助役の久保幸雄様、お隣が群馬児姻恋村社会教育課
長の思沢忠夫様、読きまして大阪府河内長野市助役の（犬
谷勝博様、品恨呉頓原町助役の大江教爪様、島根県温泉
洋町長の安出増憲様、陪岐西ノ島町助役の古木和男様、
Ii窓岐知夫村長の家中安治様、山 1-1県美東町長の消水武人

様、秋芳町の課長補佐の栗田正煕様、大分県久住町助役
の本郷幹雄様、最後に、今日のホスト役であります島根
児大田市長の熊谷固彦でございます。

本日は、シンポジウムで非常に盛りだくさんの問蓮、
広範な内容についての討旅がございましたが、それだけ
草原の抱える問題が多様であることがおわかりいただけ
たものと息います。これからは、自治体レベルでの取り
組みや考え方をご披露いただいて、共通する問題につき

ましては、お互いの認識を深めて、もし、解決に向けて

の対応策がございましたら、皆さんのご助言をいただき

ながら、泉終的にはこのサミットを契機により踏み込ん

だ活動への足がかりにしたいと考えております．

ご発君のl順番につきましては、今ご紹介しましたJ順J乎

でご発首をいただこうと考えておりますが、まず、ホス
ト役であります大田市長より、歓迎のごあいさつと取り

組みを披露していただきます。

それではよろし（お願いします。

熊 谷： ご紹介をいただきました、地元大F.日市長の熊

谷でございます。
まずもって、今回の催しにご参加いただきました皆様

方に主他者として厚くお礼を中 L上げます。また、こう
してサミットの場にご出席いただきました各自治体の首
長の皆さん方には、お忙しい中、曲げてご出席いただき

ましたことに深く感謝申し上げる次第でございます。

大田巾の草原の状況につきましては、シンポジウムの
なかで、地元の放牧突践罠家の川村孝信さんから発表が

ありました。大田市の草原と Fl•せばやはり三瓶山という
ことになります。三瓶山の放牧の歴史は古く、江戸時代

災永年間、現在の大田市の約半分が石見銀山を中心とす
る幕府の直轄領ではなく、占永諮―fi石の時代が40年l笥

ございました。約350年前のことでございます。この時
代に本格的に放牧が開始されたと百われております。

数百年にわたる放牧のlit'史は、昭和38年に国立公園に

編入されるにふさわしい秀料な三瓶山の栄親を作りだし
たのであります。当時は三瓶11.1全体がひとつの放牧場で
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日
ありまして、まさに今同の資料熊の表紙に刷り込んであ

りますように、背は山の頂上まで牛の放牧場でありまし
た。しかしその後、放牧は哀退いたしまして、人会放牧
場としては、川村さんの紹介にありました東の原と東上
山地区のみだけが放牧を維紡しておりました。その後小

屋原地区でも平成 2年度より復活いたしました。

西の原は、昭和63年に火災がありましたため、平成元
年より毎年 3 月に火災防止と草原維持を目的として、市
の事業として火入れを行っております。

私は何としても一部だけでもさらに昔の放牧風毀を収
り戻したいと考えました。実は私自身も自宅では3頭の
牛を飼育しておりまして、放牧が肉用牛飼育の（はコスト

経営のためには最も有効な手段であることはgをもって
経験しております。本日のパネラーでありますJII村さん

も放牧を活かした経営が認められて、平成3年度の全国
畜鹿経営技術コンクールにおいて首席を獲得し、戯林水
産大臣狂に輝いたこともあります。畜産振輿と殻観保全
のためにぜひ実現したいと考えまして~I)助事業の要望も

いた L ましたが、平成 7 年疫、 8年度に公社営帝産某地
建設事莱に認定されまして、うち43ヘクタールは国有

林の倍用も実現し、西の原に 2団地で43ヘクタールの放
牧場が完成いたしました。西の原は三瓶観光の中心であ
りまして、眼光との兼ね合いで十分な面栢はとれません

でしたが、残った部分にはクロスカントリーコースを設
磁しまして、高原の草原マラソンを楽しんでいただいて

おります。

放牧場設匿後も、放牧場の区域外において火入れを維

続しております。この火人れには本年よりポランティア

の参加もあり、延焼防止やイバラの刈り取りにお世話に

なりました。また、二瓶草原の成立ちゃ自然を解説する
インストラクター活動を地元のポランティアのお世話に
なりまして、触れ合い体験をなどを通じて、草原保全の
蚤要性もアピールしているところであります．

ともあれ、先人の残した貨誼な資源を維持し、更に発
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展させていくことは現代の我々にかせられた使命である

と思います。脱梱防．l.tや不食過酪草の問頌など克服しな

ければならない問趙も多くございますが、これらを一つ

一つ克服しながら、生業によって草原の維持保仝を図っ

ていかなければならないと思います。当 rhにおいても、

今位lいただきました沢団な発表や提言を活かして更なる

発展を期して頑張る所存であります。

帯極： 今日のサミット・シンポジウムは、私ども実

行委貝会形式で計画、実施させていただいております。

何分にも索人の生まりですので、何かと不佃な点をお惑

じになられると思いますが、実行委貝令貝の熟意に先じ、

とりわけ、このような新しい試みを快く受け入れて下さ

いました煎谷di•長の度坦の広さに免じて、お許しいただ

ければと思います。

それでは早速ですけれども、北海追の方からご報告を

いただきます。,Jヽfti水町の久促さん、お願いします。

久 保： ご紹介いただきました北海道小活水町の久保

です。原生花阿のことにつきましては、先ほどのシンポ

ジウムの中で竹田油先生からスライドで説明がこ＇ざいま

した。時閥も限られておりますので、とくに、私ども行

政側が携わったことにつきましてのみ、ご報告させてい

ただきたいと思います。

原生花園（こつきましては、国定公屈l指；年当時の自然棗

観が失なわれつつあるということから、「所在している111J.

として、対策を打つべきではないか」と、そういったこ

とも言われてきました。そこでl沼相57年から、今までの

経験的な梱生l互l復対策に科学的根拠を哀づけるといった

意味で、実は、北洵道大学に検討をお願いをしてきた経

緯がございます。それから、当然ここは国定公l潟でござ

いますから、北海道が管理しております。さらにまた、

北海道の文化財としての指定を受けてございます。そし

て、烏獣特別保護区といったものにも指定されています。

これらの法律等によってi呆護されている場所でもござい

ます。

このような経験を柄みながら、正式には平成6 年に、

関係機関あるいは学識経験者等々の英知を結躾して、な

んとか 1 つの基本方針で回復対策をしていきたいと、「小

消水原生花四風棗回復対策協議会」を設立いたしました。

紹i）炎メンパーは、国定公園の管理者でございます北海道

網走支庁、国有地の低埋者でこ＇ざいます網走営林署、地

元の町、それから先ほど申し上げました文化財の関係か

ら北洞道教育委貝会網走支局、小清水教育委貝会、関係

機関としては 5団体が加わり、学哉経験者として、先ほ

どの竹l刊津先生のお話の中にありましたが、当時北海道

大学此学部の教授でございました辻ti先生、北if瞑逍大学

植物固におられます惰：I:田先生、今は岐阜大学に転勤さ
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れましたが、いわゆる火入れが植物に与える効果｀影愕

といったものを専門に研究なさっておられます津肛l先

生、そして、東京煤棠大学の生物生荘学科力鳴走に併l設

されましたことから、哨地関係の研究をなさっておられ

ます小松先生を加えまして、地元の武Ff:I先生、ほかに艮

くこの地で昆虫の研究をしております昆虫研究家なども

加え、正式に対策委貝会を開設したところでございます。

今後の回復の方針といたしまして、まず、なんといい

ましても原生花園の特微でございます『花の咲く植物」

の同復を図りたい、ということを前提としております。

その l つとして、いわゆるイネ科のナガハグサ、これは

牧菓の系統でございますが、これらの枯れ草を、火入れ

によって除去し、そうすることによって、花の咲く植物

の拙生回復をi1• りたい。火入れによる、植生の管理をし

ていきたい。これが 1 つめでございます。

それから 2つめといたしましては、馬などを放牧して、

いわゆる食圧や踏l土により、ナガハグサ等の繁茂を抑制

する。馬の放牧によって、いわゆる原生花園の特徴であ

る花の咲く顧物の回役を図っていきたい、これが2 つめ

でございます。

それから、最近せっかく花の咲く値物が回復してきて

いるわけですが、苫虫等による食害が発生してきており

ます。市虫が入り込んでしまって、結果的に花が咲けな

い、咲かないという状況になっておりますので、そういっ

た食害対策について検討していくことも課酒として残っ

ているわけです。なお、砧沸湖では、ワカサギ、カキの

蓑殖といった漁業が行なわれておりますので、製紫によ

る防除については、括本的には規制していかなければな

らないという事伯もこ＇ざいます。

それから四つめといたしましては、海岸砂丘草原でご

ざいますから、福化柏物が入ってきております。こういっ

たものの人為的な除去作業を必要とすることから、先ほ

と‘シンポジウムの中にもございましたように、いかに地

元住民が関わっていくかということで、現在、地元の小・

巾学校が自然体験学習の中でこういった帰化梢物の除去

作莱を行なっております．このような形で、公式には平

成6年からスタートしました。

それにいたしましても、辻井先生のお言葉を紺りて叶•I

し上げますと、「花闊の復活については、息長い百年、ニ

百年といったスパンで物事を考えていく必要がある」と、

このような考え方で、今日小沿水IBJから 111//j(いただいた

竹ll:l津先生にもご指通をいただきながら、小消水町を訪

れた時に素晴らしい花l涸がみられるように、 6、 500人の

町民と共に回復にがんばっていきたいと思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

両 橋： それでは続きまして、群馬県姻恋村からお越
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しいただいた店沢課長にお願いいたします。

唐 沢： すでに、各地からの報告ということで、戸部

さんの方からご案内がありました。-·部蛍複になります

けれども、経緯をお話しさせていだだきます。

この渇ノ丸高原のレンゲッツジにつきましては、渇ノ

丸そのものが上信越裔原国立公園内の指定地域になって

おります。そのなかにあるレンゲッツジは、国の夭然記

念物として昭相31年5月に指定され、報告の中でもあり
ましたが、高山蝶3種類が群馬県の指定になっていると

いう閑境にあります。そういう中で、この湯ノ丸レンゲ
ッツジ群落は、明治頃からの放牧によって維持、管理が

なされてきているわけですが、とにかく高冷地で寒いた

めに、放牧も毎年6 月から 10月頃までの放牧9こなりま

す。そして、明治以降は200頭前後の放牧でしたけれど

も、 1 番ビークの昭和25年から30年頃にかけては300

頭以上の放牧がありました。その後は、酪腹の低迷など

により牛が少なくなる、また温暖化等もあるかと思いま

すが、他の雑木が増えてきたということです。とくに、

昭和50年頃から急激に、この地域のカラマッ、シラカバ、

ダケカンパ、ズミ等の繁茂が非常に目立ってきたわけで

す。

そういった中で、スキー場拡張の建設事業の中諸があ

りました。実は文化庁の方へいったわけですが、「今まで
は牛等で笹理されていたレンゲッツジはどうなるんです

か？」というようなことになりまして、「これは放っては

おけない」ということで、平成7 年、 8年の 2年にかけ

て謂査委貝会を作り、調査をしたわけです。その中には、

今日ここに出席しておられます文化庁の蒔田先生をはじ

め、村の有志者によって今年の3月に誨資報告苔を作り

ました。それをもとに、今奸度からは刈り払いも実施し

ています。とにかく、 257ヘクタールという広い土地で

あります。今日も私は感じたんですけど、お話の多くは

野焼き等でかなり管罰！できるらしいのですが、うちの方

では、先ほどのお話のように、高山蝶、高山植物、昆虫
等の生思の関係で、チョウチョの食草であるメギ、クロ

マメ等を保護する必要もあり、野焼きはできないという
卓悟もありました。

平成6年に、奇痒業の低迷から、放牧も中止すること

にもなりました。そういう中で、昨年から今度は観光的

なものですが、今年も40頭くらいの放牧を何とか維持で
きるようになりました。しかし、放牧による維持管埋を

全面飢でやれるだけの頭数は砿保できないので、いくつ

かに分けて様々な管理をやったらどうかと考えておりま

す。一部のレンゲッッジ群落は小木を全部取り除きまし

て、レンゲッッジだけを保殴する。また一方で、ズミ等

と共存した状惣のツッジ群落、シラカバ・ダケカンパと
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の共存というようないくつかの区分に分けてやる。そし

て、これは弁解じみたことになりますけども、全部とい

うわけにいかないですから、放阻すればどのようなこと

になるのかというような場所も作り、いくつかの区分に

よって、今後管理をしていきたいと思っています。今後

ともいろいろなご指迎をお馴いしたいと思っておりま

す．
高橋： ありがとうございました。教育委貝会が窓口

になり、組織的な研究をおやりになり、報告書を出され

たという大変素昭らしい報告でございました。観光目的

で牛の放牧を維続されたのと、保護の頂点化の観点から、

すべてを保護するということはせず、とりあえず、まず

摂先J順位をつけて保設をやっているという点が特徴的だ

と思われます。
続きまして、大阪府河内長野市の伏谷さんにお顧いい

たします。

伏谷： 河内長野市の伏谷でございます。本日のテー

マが、「生業の中での草原の維持」でございまして、各地
から、いろいろな突例を問かしていただきましたが、私、

改めて皆さんの血のにじむような努力、創意工夫に非常
に感銘を受けたわけでございます。当地の場合は、少し

fl1格やl関わり方が近うのでございますが、カヤ場といた

しましては、 8ヘクタールという非常に狭い面栢でござ
います。その岩菌山のいわば自然の中の伝紘的な中で使
われてきたものを、今回皆さんの慟きで保存の手法が取

られ、成功しつつあるという実例を、先ほど信州大学の
大窪先生から報告していただきました。話があと先にな

りましたが、河内長野市のことを、少し性格が皆様と違

うと思いますので、紹介させていただきます．

大阪府の南部、奈良県と和歌山県に金剛山脈と和泉111
脈で接しているところで、面栢は109平方キロメートル

でございます。大阪府では3番El、ちょうどここ大田I11

と同じように、昭和29年にJ町5村が合併して市制を敷
きました。その当時は人口が3万人だったのですが、何

しろ大都市大阪市の近郊ということで、昭和30年、 40年

代に宅地開発が非常に進みました。そういう中で人口が

増えまして、現在は合併当時の4倍、 12万1000人を数え

ているわけであります。ただし、地域の約 7 袢l 、 68パー

セントくらいが山林に占められ、典型的な大都市のベッ

トタウンで、しかも南北朝時代を中心にいろいろな歴史
に彩られたところで、文化財も持っております。生活と

文化の住宅都市を目指しているわけですが、とくに山林
が逍宮にございます。

森林といえば、吉野材という非常に美林、美材を出す

ところで有名ですが、大阪でも私どもの河内長野市は河

内材の生産地として、江ド時代以来300年の歴史を持っ
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ているわけなんです。ただ、ご多分に揺れず、昭和20年

代の後半から30年代にかけまして、いわゆるエネルギー

革命の中で従来の広打鴇J林がどんどん植生を変えまし

て、針葉樹になってまいりました。今、それが問伐等の

手入れをしなければならない状況ですが、大都市近郊で、

皆さんが全部慟きに出ていくという中で、山林労働者が

非常に高齢化し、少なくなってきておりまして、一般的

には山林の維持に困っております。

ただ、私ども市としましても、「いかにしてそのIII林を

維持するか」ということに）」を入れまして、従来、森林

組合に市が事業委託する中で財政的なパックアップをし

てきたのです。そういった中で森林組合を中心にしまし

て、 ll 淋の施業、問伐から木材の製造さらに）Jllエという、

いわゆる川上、川中、川 l‘0)一貫した茅業をやるために、

立派な製材工場と材木の加工場を本年の夏にオープンし

たわけであります。Jii」-、JII下の一貨した林菜事業をやっ

ていこうということで、今少しずつ灯りが見えてきてお

ります．

先ほどの大窪先生のお話の中で、「当面は森林組合の人

材も足りている」といいますのは、行政のパックアップ

の巾で、やはり働きがいのある場所だということで、近

年にしては珍しく数人の若者が森林組合に入ってくれま

した．今は、山林の施菜あるいは木材／JU土ということに

従事しておりまして、行政としてもバックアップをして

いるわけでございます。

カヤ場の問題は先ほども大窪先生からご報告をいただ

きましたように、屋根を丑く材としては、需要は無くなっ

ておりましたが、新しく地元住民の呼びかけで、たまた

ま文化財としての歴根丑きの材ということで、うまく利

用ができることになり、地元の観光業界、建設棠省ある

いは森林組合が—•体となって、保全が図られていると：：

ろでございます。行政としましては、このギ業に対して

匝接援助はしていないのですが、森林組合にはいろいろ

な委託事業の中で財政的な援助を行なっているというの

が実際でこ‘ざいます。と同時に、その山林の林道の整備

とか、遊歩道への探識の殺臨とか、あるいは森林周辺の

閥伐、下打ち等に対しても、行政がいろいろと側面から

援助してきているというのが実際であります．

今日、シンボジウムでいろいろ勉強させていただいた

中で、先ほど竹田津先生が『都市と¢i村とのコミュニケー

ションを図っていくべきである、逆に百えば、農村から

都市に向かって1肖報発信すべきである」とおっしゃった

ことが、私非常に1:ll象に残っておるんでございます。た

またま私どもの市の場合は、同じ市民の中でも、都市か

ら新しく人ってきた市民と従来の山林、関林の労慟者と

の愁識の追いがあり、その辺を行政として甜租をはかり、
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IBJ作りを進めていくというのが l つの課廂なのでござい

ます。 1 つの例で申しますと、やはり山林地帯の方は開

発に期待される向きがあります。しかし、仕宅地に新し

い家を求めて来られた方は、緑を壊すことに非常に反対

します。そういった中で、開発と自然との謁和を図りな

がら町作りを進めるというのは、非常に薙しいわけです．

そういうことについても、私どものIll)の中で、いわゆる

都ifi型の住民と在米の農民との間で、いかに意識、ニー

ズの武l相を図って行政を進めていくかが菌弱だというこ

とを認識させられた次第であります。

いろいろと申し上げましたが、こちらは初めて参加し

て、勉強させていただいたことをお礼を 1l」し上げたいと

思います。どうもありがとうございました。

高 橘： どうもありがとうございました。行政の梢極

的な森林へのパックアップが、ひいてはカヤ場の管理に

もかかわっている。都市と煤村の混住地帝の中での草原

の維持というものが思い起こされるんですが、私たち都

巾住民にとつても、昔にはどこにでも原っばがあったも

のです，誰もが入れて誰が入っても文句は言われないと

ころが。まさしく今、そういう形で、都,tiに牒村の良さ

をアビールできる立地条件にもあるという気がいたしま

した。

それでは続きまして、島根県にまいりたいと思います

が、頓原町の大江さんからお穎いいたします。

頓原町・大江教罰： 失礼いたします。今回このシンボ

ジウム、サミットを棚催になりました大田市に隣接いた

します、頓原町の助役の大江と中します。昨夜の映画、

今Fl のプログラムから、非常に有俎義な勉強をさせてい

ただいたと感謝をしております。

三瓶IIJには、西の原、北の原、東の原といった原っぱ、

恥原がございます。その中で、東の原には頓原町有地が、

一部ではございますけれどもあります。その東の原のす

そ野に、頓原町の一築蕗であります角井（つのい）とい

う約90戸の出落がございます．そのうち801;ばかりの

屈家では、昔から和牛を関育いたしておりまして、多い

ときには250頭を越える和牛頭数がおりました。春の農

作菜が終わると放牧し、夏苗をはませて既肥を生産し、

そして秋になりますと三瓶山に冬が来るまで放牧すると

いうような状態が、昭和30年代まで続いておりました。

私もその角井集落で生まれ、育ち、そして現在も生活し

ているものでございまして、小学生、中学牛の頃は、そ

ういった牛の放牧あるいはカヤ場としての三瓶LUへの関

わりを持つ生活をしておりました。現在はいろいろな事

箭によりまして、角井集落でも和牛朗育燐家はたったの

5戸ばかりになり、飼育頭数も約20碩と激政をいたして

おります。
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私は平成5年、ヨーロッバの農業事伯の視察に出かけ

まして、フランス、スイス、ドイツ、オランダなどの股
業佑勢あるいは棗親づくりを見てまいったわけですけれ

ども、フランス、ドイツあるいはスイスにおける草地、

とくにスイスにおきましては2000メートル、 3000メー

トル級の為地にある草原の中で草をはむ放牧牛の姿、あ

るいはその中を行く観光客の姿を見まして、昔の三瓶山

の姿、子どもの時代に放牧やカヤ刈りをした姿を思い浮
かべて帰ったところでございます。

近年「＝．瓶山周辺のそうした以前の放牧を復活させよ
うではないか」といったご提案がいろいろな方而からあ

りまして、そういった研究会等も数回開かれ、私も参加
させていただきました。今日のシンポジウムの中のご発

言のにもございましたけれども、「こだわりがあって、物

事がはじま知、私も、近年そういったfこだわり」から、

「三瓶山周辺に、あの放牧が蘇り、美しい自然とマッチ L

た栄親が醸し出されたらどんなにか良いだろうなあ」と

いったような気持ちを持っておりました。報告にござい
ましたように、大田市はそれをいち早く、若実に実行に
移されたところでございます。

皆様もご存欠l1のように、昭和63年の畜産物の軸入自由
化とか、あるいは近年のガットの農菜合、意といったよう

なことで製村を直撃しております問題には、本当に厳し
いものがございます。しかし、そうはいいましても、や

はり中山l昔1村地城の頓原町では米作りでありますとか、

あるいは和牛の飼育、そういったことは捨てがたいもの

でございまして、これからもなんとかそれを続けていか

ねばならないということで、行政といたしましても頭を

悩め、いろいろな方策を検討しておりますけれども、ま

だ具体的に実施に至っていないことは、非常に残念に

思っているところでございます。
和牛飼育につきましては角井拍落も、頓原町仝（本も非

常に少なくなってきてはおりますけれども、飼育謀求の

減少はあるものの｀一方では多頭何育の腹家もあるわけ
でございます。最近になりまして、こうした和牛哀家の

皆さんに対しまして労力の節減、あるいは、私が先ほど
から申し上げておりますような草II!!等を復活させての放

牧飼育、こういったことでのアンケート潤査をいたして

おるところでございます。そういった滋la」潤鉦がまとま

り次第、具体的な計画を練りながら、また、先ほど申し
上げましたように、大田市に隣接いたしております三瓶

山東の原、そして東上111、そういったような地域との関
わりもございますので、相談をさせていただきながら、

具体的に進めてまいりたいと考えております．

また、今日のシンボジウムの中にもございましたよう

に、生業としての畜産経磁ということになりまずと本当
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に難しい面もございますが、片方ではそうした経営を考

えながら、そしてまた、個々の戯家あるいは行政もお手
伝いをしながら、都市との交流を、とくに頓原町は、兵

庫県伊丹市と 15年来の姉妹都市提携を結んでおります

けれども、この伊丹市ばかりではなく、都市住民の皆さ

んとの交流、此村ながらの美しい自然界観、その中でい

ろいろと経験をしていただけるような、いわゆる rグリー

ンツーリズム」の場所作りも進めていきたいと考えてお

ります。

具体性の無いご報告で中し訳ありませんが、以上をも

ちまして、私の発百にかえさせていただきます。

裔橋： ありがとうございました．決意表明をいただ

いた、そういうふうに思っております。三瓶山といいま

すと、大田市にある山とお思いでしょうが、実は一部は

頓原町というところにかかっております。昔は大田市の
集落と頓原町の集落と、もう 1 つ邑智町というところが

ありまして、今でいう 3 つの市町村が山の全体を利用し
ていました。昔はそういう形であったように、大田市と

一緒になった形で畜産（こしろ、山林の保全にしろやって

ゅくというのも 1 つの方法だという気がいたしました。

それでは続きまして、大田市の洒側に位贋しています

温泉津町の町長さんからご案内をいただきたいと思いま

す．
安 田： では失礼いたします。「温泉・拌•町」と宙い

て、「ゆのつちょ的と説みます、町長の安EEiでございま
す。ここ大III市のすぐ隣にありますのが私の町で、 5000
人足らずの町でございます。せっかく大田市でサミット

があるということで、お呼びかけをいただきまして参っ
たわけでございますが、私の町では、純然たる草原はこ・

ざいません。そういうことで、少し皆様方の発表と内容
が界なるかと思いますが、要点を時間の関係もあります

ので手短（こ申し上げていきたいと思います。

ご承知のように、腹業は同の減反政策、あるいは此畜

産物の輸入自出化等によりまして、非常に厳しいものが

ございます。また、悶村におきましても比菜者の面齢化、
それから担い手不足とか、後拙者不足とか、これと比例

するかのように耕地が非常に荒れてまいりました。私ど
もの町は転作の中での腎刑Iii作と言いながらも、 rほとん
どは荒れておるじゃないかjと、こういったことを含め

て見てまいりますと、全耕地の62バーセントくらいが荒

廂し、いわゆる草地化しておりまして、このままいきま
すと山林化することも心記しております．

こういう中で、私どものIii)は伐菜では畜産を大きな柱
の 1 つにして取り組んでまいつておりまして、昭和46年

に災業生産法人化した吉浦牧場というのがございます。

これは酪戯でございまして、 40ヘククールを造成し、今
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29ヘクタールが採草地、これは採草をして与えるわけで

ございますが、成‘卜”450頭おりまして、搾乳t1·400頭、

それから育成牛200頭、昨年の光り上げが3節8000万円

でございました。男が7人、女が6人、全部で13名の従菜

貝でやっており、非常に安定して経営をやっているとこ

ろでございます。

また、和牛も賂んでございまして、今t「は全国和牛能

カ共進会が、岩手県でございました。第5回の全共は、烏

根眼でございまして、その時の肉牛の名菩貨、いわゆる

チャンピオンは私の町で生まれた牛で、トミザクラ号と

いうのが出たわけでございます。非常に＃海の盛んなと

ころでございます．

それでにの草地化しておる、放っておけばUIになる

土地を、何とかして吝庶に結びつける方法はないものだ

ろうか」、こういうことを考えておるわけでございます

が、ただ今申し上げましたように、高齢化、それから虚

菜に対する意欲が非常に低下しておるというのが現状で

ございます。こういうことで私の町は、肉用牛の一貫経

営をしよう、生産して肉にしてそれから＇んろう、こうい

う考えを持っておるわけでございますが、なかなか雌し

い問隧がこ＇ざいます。

私は今1:1、はじめに申し上げましたように、このサミッ

トで、この草原や＋地のいろいろな活用方法が、私のIIIJ

にどこか（以通っていたり、また新しく発見するところが

ないかなという息いで参っておるわけでございます。大

変的粒なことで、内容も十分ではございませんが、そう

いう意味あいで参っておりますのでここで終わらせてい

だだきます。ありがとうございました．

忘 橋： ありがとうこ＇ざいました。もともと草原がそ

んなになくても、今あちこちで草地が生じている。その

草地をどうするかという内容だったと思います。草原の

悩みも、耕地の悩みも、林地の悩みも似たようなところ

があります。まさしく、芹（原は荒廃のシンボルになって

しまいましたけれども、伐村が荒廃すれば探税もおかし

くなっていく。そこに大きな問題を砲えているように思

います。

それでは紘きまして、西ノ島町長のUJJ役さんの方から

お願いします。以後お 2人の方は隠岐の島という、日本

海にi浮かぷ島からお越しいただきました。和牛が基幹産

菜で、元気のあるところの代表の方でございます。それ

ではよろしくおねがいします。

古 木： こ＾紹介いただきました、西ノ烏の助役でござ

います。私は400年代伝わっております「牧畑制度jに

ついて、若干お話をさせていただきます。

先ほど、司会の方のご紹介にもありましたが、西ノ烏

は日本海の沖合い60キロの所にある煕岐群島の 1 つで
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す，人口約4200人、而栢はわずか57平方キロメートル

しかございません。そして怒岐烏の中では2番目に大き

い品でございますけれとも、主たる産業は漁菜、そして

畜産、観光でございます．農業と申しましても、火山烏

であるために表土が浅く、耕地に乏しいために、「虚菜経

営は畜産だけだ」と言っても過言ではないと思っており

ます。水田は転（乍によって飼料作物が栽培され、畑も大

半が朗料をつくっておるというような状況でございま

す。

本町の吝近は、昔から伝わるf牧畑制炭」によって、

土地を持たない人でも牛を放牧することができるとい

う、画JIil的な制度が昔から延々と紡いておるわけでござ

います。そういったことから、現在もこの牧（マキ）に

牛が800頭、馬が200頭、合計1000頭の家畜が放牧され

ております。このように受け枇がれた牧畑制度を利用し

た畜痒経営が、近年、岩者や婦人屈から見直され、だん

だん多頭飼育に向けて進行しつつあり、私ともは非常に

喜んでおるところでございます。行政といたしましては

荒廃しつつある牧を、何とか牧酋力を向」：させるために

いろいろな姦盤整備を行なっているわけでございます。

また、増殖、改良を図るために新しい技術を導入するな

どして、畜座の1辰興に取り組んでいるところでございま

す。

牧畑というのは、現在も絣紐されているところは、隠

岐の島前地区だけに限られておると聞いております。牧

畑の仕組みを岡単にご説明申 L I::げますと、草地を牧柵

で囲んで作物を作る、これは昔ですけれども、麦等を作っ

て、ある時期にはそこに牛開を放牧する、そうして、作

物を作るときには大体2年くらい放牧を続けてやる仕紺

みになって、大体4年間で一巡するような、背の方が考え

た制度でこ＾ざいます。

現在は国立公1:2に指定されておりますので、国の土地

もたくさんあります。それから県有地、町有地、私有地

と様々ですが、それは一切関係ございません。「誰でも放

牧については利用ができる」ということが、 1 つの大き

な特徴ではなかろうかと思っております。したがって、

牧柵の修理とか、水のみ場の修理、あるいは牧場の作業

等は共同で、昔は全町民が 1 日かけてそういうことも

やっておったようでございます．現在は、製協が笞理を

しております。

この牧畑の起豚については定かではございませんが、

本町に残る資料によりますと炭長16年、 1613年の検地I楼

に牧畑の記録が残っております。こうして引き維がれて

まいりました、私どもはf怖転式放1知と申L ..tげてお

りますが、牧•)IIlの耕（乍は近年はなくなり、ただその放牧

の(t組みだけが現在も残っているわけでございます。
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現在、本町には2295ヘクタール、J9の牧野があるわけ

でございますが、戦後植林が盛んに行なわれた関係もあ

り、その約75パーセントは林地あるいは造林地化してお

ります。牧畑の荒廃が目立ってきておりますと同時に、

ご承知のように、マツ枯れで松林が全滅いたしました。

これからは松枯れによる林地の荒屎も合わせて、放牧場

の再生に取り組んでいかねばならないと思っておりま

す。そして、この伯習をできる限り継承して、牧畑利用

による低コスト生産によって畜産絆堂の安定化を図りつ

つ、経営の拡大にむけて取り組んでまいりたいと思って

おります。
高橋： ありがとうございました。先ほどからでてい

る「誰でも放牧できるシステム』がまだ残っています。

島だからこそなのかもしれませんが、本音の話をします

と、烏根県で 1 番牛飼いが儲かっているのが開岐の烏だ
そうです。要するに、近代化のシステムを追い続けず、

先祖から引き批いだ牧Ill1の入会権というJIオ恋を大事にさ

れたのが良かったのかなという気もするんですけれと＾

も、そういった、ある意味で恵まれた現様といった気が

いたします．

鋭きまして、お憐の知夫里島からお越しの知夫村の町

長さんからお頗いいたします。
家 中： ただ今ご紹介をいただきました、知夫村の家

中でございます。さっき、西ノ島のJi/J役さんが、いろい

ろ混岐島の牧畑関係について詳細にご説明されました．

私もそういった話をしたいと思っていたわけでございま

すが、なかなか詳しく説明がありましたので、わが村の

畜産腹家の状態等を、僧j単にご説明させていただきます。

隠岐群島は島根半烏から44キロから80キロの閥に主

島が4つございまして、その 4 つが有人の島でございま
して、その中の 1 番小さい島が知夫村でございます。面

栢が13.63平方キロメートル、人口が830人、その大半が

牧場で、塩原でございます． rJ林水産省の関係で、展望

台を 3年ほど前に、造成いたしました。そこからの眺め

が大変索II和らしく、 360度展望できるわけでございます

ので、訪れた県知事さんも、大変喜んでおられたという

話をきいております。

小さい島でも而栢が600ヘクタール、成牛が350頭、

子牛が約200頭、馬が60頭、全部で約600頭の牛馬が放

牧されているところでございます。したがって、 600ヘ

クタールで600頭が、 4月から 12月ごろまで放牧されて

おります。中には周年放牧されている方もおるわけでご

ざいます。周年放牧されますと、若干体力的に不利な点

もあるようでございますが、それでも周年放牧は50頭く・

らいになるのではないかと思っております。

現任は、先ほどおつしゃいましたように、自由化とか
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いろいろな問趙で牛価が低迷しておったわけでございま

すが、去年頃からだいぶ回復いたしました。うちの牛は

生後 1 年以内に家畜市場で販売するわけでございます。

子牛 l 頭当たりが7 月の家畜市場で平均30万円を超え

ております。放牧しながら、経炭があまりかさまないよ

うにしているわけでございますから、 30万以」・すれば、

だいたい煤家としては喜んでいるような状況です。牧場

の管耶につきましては、一応此協と村が管理しておりま

す． l 歳以上のものにつきまして、 1 年間に 1 頭当たり

2000円の放牧料をいただいております。現任、国の補助

事業によりまして、離烏棋l発草地事業というような事菜

で牧道、水飲み場、栂1あるいは草地造成等を、ここ20年
か30年維続してやっております。このように牛価が安定

化いたしますと、村としても大変宮ばしいと考えており

ます。

うちの村は、品業としては畜鹿だけでございます，昭

和30年～40年煩までは水田もありましたが、今は全然
ありません．といいますのは、転作等の問阻もあり、飼

料畑に変えたわけでございます。したがいまして、村と

いたしましては畜産農家のためにあらゆる努力をいたし

まして、閑接問固あるいは観光と畜廂とのからみ合い

等々に取り組んでおります．何分にしても眼光につきま

しては、牛炎の問超が出ております。東京や関西から観

光客が訪れましても途中の道路が牧道でございますの

で、牛糞がたくさんあることを嫌う人もおられます。畜

産なくして草原は守れませんので、観光資源の畜痒と観

光と協議をしながら草原の保護に努めてまいりたいと

思っております．

以上でございます。

商橋： ありがとうございました。畜産しかない。畜

鹿をやらざるを得ないということが逆に草原を守ってき

たということなのでしょう。牛災がやっばり今問題だと
いうことで、牛痰がなければ雌原は成り立たないはずな

んですけれども、その辺も理解されないことが多いよう

です。

続きまして国定公園の秋占台を抱えていらっしゃる自
治体にお願いいたします。巌初は山口県美東町長さんお

願いいたします。

渚 水： ご紹介を受けました山口県の美東町長の酒水

であります。秋吉台を中心としたお話になるかと思いま

す。秋芳洞といいますと秋芳町ですけれども、芙東町は

秋古台を中心に向こうは秋芳洞が、私の方は大正11司が

ございます。それで、今日は秋吉台のことだけにしぽっ

てお話をしたいと思っております。

秋吉台は海抜が250~430メートルの高原でありま

す。これはカルスい地形ということで特別丈然記念物に
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なっています。 1500ヘクタールばかりありまして、その

中で1380ヘクタールがその指定になっているわけです．

秋芳町さんは西側、美東町は東ということで美東町はそ

の約40%、秋芳町が60％というようなことになってお

ります。昔は明治時代から陸94iの油習場、そして戦後占

領軍の演習場、そして自衛隊の瓶習場として使われたわ

けですけれども、地元の人がその索暇らしさに目を惹か

れまして、そういう演習場になっては困るということで

反対迎動が起こり、浪習届は終ったわけであります。背

から涸習場なり、先ほどからお話があります牛の放牧場、

そして農地に使う採草場として草を刈ってきたりしてき

たところです。

いろいろなことで素時らしい台」；を守りたいと思って

いますが、先ほどからお話がありますように後維者問穎

で苦しんでいます。秋古台は先ほどからお話に出ている

ような草原ではなくて、岩の多い山で、石灰塩が露出し

ておりまして、非常に管埋が難しいわけであります．そ

ういったことでIJ~なり秋芳町さんとうちとで協誠を蛍ね

てきております。

1 番の問題は、それを守る火入れのための防火常のこ

とで、これはやはり消防団であり、地元の関係の集沼が

それを担っているわけです。また、そこには若干の町営

林等もありますので、お金は町がそれぞれ持っています

けれども、秋芳町と美東町とを両方合わせましても約

1000万円近く毎年かかるわけで、これは県に{ujとかして

はしいとお願いし、岩十の援助をしていただいておりま

す。なかなか経質もかかりますし、普通の卓涼とは逹っ

て、やはり石が多いために、井は鎌でしたけれども今は

草刈り機を使う関係で、非常に危険性が品い。ポランティ

アもどうだろうかという協蔽もしておりましたけとも、

索人では破片が飛んで目に人ったり、体に当たったりと

いう危険もでてきます．まあ、いろいろな問姐もありま

すし、地元の人も「これは私たちがやれるだけはやって

いこう」ということで今はやっておりますが、もう 10年

後にはどうなるかわからないとうことで、協議会をl・升·)き

ましてその草生の問題、火道の問姐、火道を切るところ

を何か代わりのものを植えてというような実験等もした

り、何か水をまく方法もあるのではないかといような、

火道の問題を解決をしようということで協誠をすすめて

いるわけです。

もう l 点は、それを密理する林道を作っていくという

ことです。昔は鎌 1 」を持って上がつていた山が、今は

草刈り機をかついで上がらなくちゃいけない。ずいぶん

盆い111にも上がらなくちゃいけないということで、その

問題を解決するための林道も整価していこうと、英東町

では今2本の林道を設ばすることにしています。 1 本は
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今年出米上がることになっていますが、 1700メートルか

ら 1800メートルばかりありますし、もう 1 本は2000

メートルあります。相当に町の負担になっておりますか

ら、その辺もいろいろな＃菜に持っていこうと考えてい

ます。

いずれにいたしましても、素8脊らしい山を後世に残し

ていきたいわけであります、学術的にも非常に皮蛍な台

地でもありますし、また、雌原性植物も索時らしいもの

があるので、何とかして残しておこうということがある

ものの、なかなか難しい後訛者問茜等が残っているわけ

でこ＾ざいます。以上です。

忘橋： ありがとうございました。秋古台は2つの町

で一体的に管理しているようですので、統きまして秋芳

町の課長補佐の栗田さんよろしくお願いいたします。

栗 田： 本来ならば、町長が参るべきところでござい

ますが、あいにく町議会と亘なりましたので、替わりに

参加をさせていただきました。ご無礼の段、お許しいた

だききたいと思います。

秋吉台には今、萩の花とそれからそばの化が澗l用でご

ざいます。萩の花の方は自然のものでございますが、そ

ばの方は栽培されたものです・秋吉台には5000余りの

ドリーネという月のクレーターのような窪地がございま

す。その底にはたくさんの肥土が流れ込んで、 Ml土が非

常に深くなっております。昭和30年代頃までは、ソバと

かダイコンとかゴポウとかいうものを栽培していまし

た。それが人手小足のために、長らく途絶えておりまし

たが、今El もこの会場に来ております「とってもゆかい

な秋吉台ミーティング」というH惜lたちが、昨年からド

リーネ耕作の復元ということで、ソパをまいたのであり

ます，昨年はイJシシに荒らされて、さんざんなようで

ありましたが、今年は非常に調了•よく育っております。

毎日テレビとか、新聞とか、旅行記者とか、そういう方

たちが取材においででございます。霜の粋りる II月の上

匂項までには収段をして、 12月にはそのソバを打って、

秋吉台家族旅行村で試食会を偵l くなどということで、多

くの皆様が楽しみにしていらっしゃいます。これからだ

んだんとそうしたドリーネ耕作を復元して、懐かしい風

崇を取り戻していただけましたら、焙しいと思うわけで

す。

もう 1 点、秋古台では問迎がございます。これは今、

美東町長さんもおっしゃいましたが、山焼きの問題です。

秋古台の山焼きは、その始まりについては、いろいろな

説がございますが、）帯有力なのは、今から2000年くら

い前から始まったといわれる説でございます。それから

延々と山焼きが続けられることによって、あの四季折々

に色を変える、美しい草花の中に白灰岩が浮き出した索
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賭らしい風娯を保つてきたのですが、カルスト台地の場

合、中央部は比較的なだらかですけれど、その周辺は削

り落としたような非常に急な傾斜になっております。ま

だ美束町さんの方は、比較的なだらかになっているので

すが、秋ガ町側は非常に急な山逍になっております。そ

の急な山逍を、高齢化の進んだ地元の人たちが、草刈り

機を背負って 2時間、 3時間をかけて、たち山と草原と

の境まで、火みち（防火帯）を切りに上がつていくんで

すが、これが大変な作業でございまして、このままでは、

存続も難しいんじゃないかといわれております。

そこで、林道をという話になるんですが、何分にも秋

吉台は国定公園あるいは特別天然記念物である関係」一‘

いろいろと規制がございまして、「石 1 つもかまってはな

らない」ということで、全部泥をもちこんで、盛ナで道

を作るとなると、とてつもないお金がかかります。そこ

らあたりに大きな悩みを持っております。いい知恵を出

しあって、なんとか取り付け道路を作り、そして秋吉台

のあの美しい草原を守っていきたいと思っております。

まとまりのない報告でございますが、以上でマイクを

おかえし L ます。

高 橋： どうもありがとうございます。ドリーネとい

うのは、台上に点々とみられる窪地なんですけども、私

もあそこで昔戯業が行なわれていたことは全然知らなく

て、そのへんを伺ってびつくりしたんですが、そういう

昔の生業をですね、もう 1 度再現して、それをこだわり

にしてまたやっていこうと．また制度上の問題がいろい

ろあるようですけれど、それが解決できるようだったら

全面的に自治体から援助をいただけるような内容だった

と思います。

最後になりますけれども、大分県久（主町の助役さんの

力がらお顧いいたします。

本 郷： 久住町の助役の本郷でございます。実は第 l

回目のサミットは久住町で開かれましたので、町長がき

てお礼も述ぺながら、ごあいさつをすべきと思っており

ましたけれとも、町長は今年から大分原の町村会の会長

になりまして、ちょうど町村会の方でプラジルの方に

行っておりまして、代わって私が出席いたしました。

この第 1 回目の草原サミットを久住でしたときには、

「野焼きシンボジウム・好焼きサミッりという名称でし

たが、それがひとつ進化して「草原」ということになっ

たことに関して人変紹しく思っております。また、それ

から久住のときにも北海道の小消水町の町長さんに来て

いただきましたが、この次は北海道で開佃してくれると

いうことで、「北海道でするなら原生花國のあの 1 番美し

い頃にしてくれ』と話したようなことがありました。う

ちのことについては、山田理事がいろいろと発表しまし
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たので、私はそれ以外のことを脱線しながら話したいと

思います．

山田理事のことについて、「なんで自治省エリーl-のあ

んな人が久住の町に来たか」ということから話しますと、

実は山田さんには4年ほど前に、「地球にやさしいむら作

加のことで関係していただいたんですが、「山田さん、

久住の町民にならんね」とだいぶ攻めました。そしたら、

私と同じ羅針盤というグループの人たちもみんな語っ

て、私はその時すでに助役でしたので、「わたしがやめる

から町の助役になってくれんかJといったときに、「条件

が3つある」と百われました。 1 つは私がやめないとい

うこと、それからその次が（屯宅の確保、その次が給料を

下げないようにする。ところが、国家公務員でも若いと

きには給料は安いものです。課長ではあんまりというこ

とで、なにか良い名前はないかと考えて理事という名前

を使っていただいているわけでございます。特別職では

ないが総務課長のい．だということで、理事だけでは浮き

ートがってしまうと困るので、企画調堕課長をくつつけて

企画調整課長兼理車となっています。

それから、さっきの話の中で熊本原の山口さんが発表

したことと関連があるんですが、実は私は9年ほど前に

税になりまして、右手の中指からリンパ腺までii伝移して

いて 6 ヶ月の問治療し、そして約4年前に直腸筋になり

まして、その時JJII',Jも取られて人工lIII'1になりました。

それで、その時「俺のものは何だろうか」と考えたら、

自分のものは何もないんですね。たとえば、山があると

すれば、先祖からもらった、あるいは親父からもらった、

あるいは私が罰入して木を植えたその山はみんな自分の

ものと思うけれども、「俺が死んでもこれはなくならん。

私が死んだときに無くなるものは何もないということ

は、もともと何も無いんじゃないか。それでは山とか忘

原とかそういうものは、ご先祖から預かってきたもので

あろうか」、どうも追うような気がするのです。

私の町は駅伝が盛んですが、駅伝競走の時に走るラン

ナーは、今まで走ってきた人からたすきをもらったから

走るのだと思いがちですが、実はそうではないのです。

その次にたすきを受ける人が、アップをして、 •生懸命

練習して待っている。このたすきは次のランナーのため

にあるので、もし、その次のランナーがいなかったら、

疲れたときに途中で止めることができる。それが口から

泡を吹いても関れてでも走って行かなければならないの

は、次にランナーがいるからだと思うのです。だから、

こういう自然とか環楼というのは、実は親からもらった

のではなくて子孫のためのもの、あるいは人間だけでな

く、昆虫も烏も、あるいは獣たち、あるいは草花の種、

そういういろんな人からの預かりものを私たちは今、「駅



伝の選手のように、迩中でたすきをもって走っているの

だなあ』と、そう考えるようになりました。

それで、第 1 回目の野焼きサミットのときに実行委貝

長をしたのは、 9羅針盤」という村おこしグループの代表

でした。私がJ2年くらい前に呼びかけて作ったのが『羅

針盤」です。なぜ紆雑l盤という名前をつけたかというと、

航海の時に羅針盤の針は何処を指すのか。孫の時代を指

す。いろいろ統いて問題がおこってくるけど、その問題

について、「係の時代のために何かならんか」というもの

さしを持とうじゃないかと。孫の時代のためになるん

だったら、「行動を起こして、応援をしよう』，もし悪かっ

たら r反対のことが起こるだろう 3 と。ところが8祁l くら

いは分からないです．「分からないから勉強しよう」とい

う会が羅針盤の会です。その羅針歴の代表が前回の時の

実行委貝長だったのです。

実は久住町は畜月技の町です。久住町の人口が5000人

末湖で、成牛の数が7000頭おります。だから、人間より

牛の数の方が多い。この前｀岩手県で開かれた全国相牛
共進会で、久住町から出た牛が金＇伐になりました，それ

から種牛の部で、やはり久住町で生まれた牛が漿林大臣

賞をもらいました。ところが今、牛の数は増えています

が畜産ぬ家の数は減っています。ということは、特定の

人が何＋頭もの牛を餌い、あとの人は牛を飼わない。だ

から草原を守るためには、牛を絹う人だけでなく、牛を

飼わない人も利益を得るようなことを考えないといけな

いと思うのです。

12 、 13年前に久住高原で、「ホッチキス」という村起こ

しグループが町有地を借りて、整備したシパのマラソン

コースを手作りました。実は久住硲原では、野草は刈っ

ていくと、 J番下にノシバがあるんです。そのノシバが

出るように上の草を刈ったら、芝のマラソン線習コース

ができるわけです。その時、名前をどうしたかというと、

『日本一のマラソン練習コーヘとしました。だから、今

からどっかよそで（1；っても、これは固l有名詞だから「日

本一Jの冠はつけられないe これは、巌初は2 キロメー

トル作ったのですが、 2 キロメートルとちょっとあるか

ら2.5 キロメー 1、ルにしました。なぜ2.5 キロメー l・ルか

というと、監醤の人が2周回ったら 5 キロメートル、 4

周同ったら10キロメートルということで計算がしやす

いんです。ただ、 2.5 キロメートルもありますのでそれを

少し仲ばして、 3 キロメートルにもできます。そういう

のを作って利用しております。

久住町になぜ人が来るのかということを考えると魚を

釣るときにまき餌に針をつけないのと同じだと思うので

す。「人が来だしたら、あとはみんなが民宿するとか、い

ろんな事をして、魚を釣り上げればいいじゃないか」と
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いうようなことを百ったことがあります。その頃から久

住は段々お客が地えました。それからもう 1 つは、グラ

イダーの滑空場がありまして「こういう違う利用法をも

う 1 度考えてみる必要があるんじゃないかJと、いろい

ろな人に言っております。
今から30年前は、村の社会は遥命共同体であった。と

ころが裔度経済成長期の時から、運命共同体が崩れまし

て、みんな金儲けのために手をそめた．だから、ぬ村の

役割もくずれ、学校の先生も孤立し、それから婦人会は

店協婦人部と商工婦人部に分かれ、屈協婦人部の中でも、

畜産の婦人溜ができ、花の婦人部ができる。みんなそれ

なりに利益がまた生まれましたが、これからはもうそう

いう時代ではない．たとえば久住の高原にしてもこれを

子孫から預かっているなら、その子孫に送らなければな

らない。もしかするとここに来ている皆さんの子供さん

あるいはお孫さんと、私の孫がどっかで恋をしたら、共

通の親になる可能性がある。そうすると、今の久住尚原

を次の世代に賠るために、みんなが使命感を持って、「使
命感共同体の世界、時代が今からは来る」と言っており

ます．

今日巣まった皆さん方も、みんなそういう使命感を

持ってきてくれたんだと思っております。

商橋： どうもありがとうございました。町の財胆を

後世につなく＇ために苦心している町に、ある種のこだわ

りを持った心強い官僚が来た、ということなんでしょう

か。

ー通りのお話をいただいたところで、司会のまずさも

あって、もう時l川が過ぎてしまいました。今日いろいろ

お話をいただいた中に、いくつか共通の問題意識があっ

たと思います。時間もございませんので、長くは中し上

げませんが、今から読み上げます「三瓶宣言』の中に、

それら共通の問題を認めていただければ、これを採択し

たいと思います。今回のシンボジウム、サミットを通じ

て提示されたいくつかの問頗をまとめて、宜言案を皆さ

んのお手元に示してあります。これをホスト役である、

熊谷Ih長に読んでいただき、ご賛同いただければ、採択

をします。
熊谷： それでは読み上げさせていただきます。

三瓶宣言．
わが国の草原は、人為と自然の調和によってはく＇くま

れてきた貨箪な自然辺産であると同時に、日本のふるさ

との原風泉として、次の世代に引き維いで行くべき大切

な文化追産である。

草原は、火入れと放牧、採百iという、数百年以上に渡っ

て繰り返されてきた¢ふ畜産の営みによって、形成されて

きた。主に入会地として利用、笞理されてきた草原は、
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近年、裳村社会の変貌と戊林畜産業の急激な衰退とによ

り荒廃の一途をたどっている。卓原のみならず、今や、

品村は森林も田畑も、同じ問題を抱えているが、草原は

その変化が最も平く現れる点で、屈村の荒廂の象徴でも

ある。
本サミットでは、こうした単態を疑い、対応するため

に、以 Iヽ ．の点について、意見の一致を見た。この共通認

識をここに三瓶宜言としてまとめ、促と命を芍ぶ全国の

人たちに、 9里解と協力を求めるものである。

•つ、草原を守るためには、I:!林畜産業の振興が不可

欠であるとの認識に立ち、製菜者と都市の生活者が手を

携えて、地域連携型の総合的自給運動を展開し、殷村の

活性化を図っていく。

二つ、草原を国民共有の1:地（コモンランド）と位詔

づけ、仕民と行政、および民l叫団体が協力して、草原の

持統的な利用と管理の新しいシステムを創出し、実現し

ていく。

三つ、草原及び里山の価値と、維持することの直淡性

について、広く啓発し、それらを保全していくために、

煤栗、生態、制嵐など、多様な観点からの活勁を呼びか

けていく．

四つ、本サミットを今後も継続し、日本各地の草原を

有する自治体間のネットワークを広げ、よりー／松の迎携

を図っていく。

1997年、 10月4日。

以上であります。

両橋： ご贅同の方は、拍手をお顧いします。

皆様の総忍により、これを採択いたします。一iillりの

司会で申し択ございませんでしたが、この最後の4番目

に、「本サミットを今後も維統し」と否いてあります。今

回第2回 lヨを開いたことによって、第 1 回目の久住のサ

ミットが成功したと私たちは認めたいと思いますが、次

回はいかがいたしましょうか。どこかで立候補していた

だけませんでしょうか。先ほど、小t‘i水町でやるんだと

いう話があったんですが。はい、それでは、一言ごあい

さつをお願いします。

久保： 先ほど中し上げましたように、原生花図の筈

理は北悔道が行なっているのですが、北海道とはまだ合

意はしておりません。そこでお願いでございますけれど

も、大変遠いところで、しかも、先ほど申し上げました

ように、草原については、歴史の板めて浅い、数年前に

始まったばかりの町であります。ただ私の町、阿寒、知

床の両国立公園、網走因定公園、こういった全て自然に

囲まれているl町でございますから、自然と産業と人々の

60 

生活が調和した、ようするに、「自然と共生する町作りJ

を目指しているわけです．こういったことの一·際として

ご覧いただけるのは、ありがたいことだと思います。む

しろ、情報の発信よりも、いろいろ草原に対する受信を

してみたいと思っています。どうぞ 1 つ、そういった意

味で、大変迫いところでございますけれども、宜言いた

しました四番の主旨にはかりまして、お引き受けしたい

と思っております。どうぞよろしくお顆いします。

為橋： どうもありがとうございました。次回では、

おぽろげながらの問超点が、少しでもはっきりとしてく

れれば非常に始しく思います。遠方から参加いただきま

した各自治体の代表の皆様、どうもありがとうございま

した。それから、最後までご聴菰iいただきました皆様に

対しまして、心から感謝の意を表したいと思います。少

し時間をオーパーし申し訳ありませんでしたが、これで

サミットを閉会にいたします。ありがとうございました．
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1995年（平成7年） 4月 16 日（日曜日） 霊 毎 8
 

新 間 ⑤ （慧31f紐唸認ill

危うし美しい草地の景観］
◆島根県の三瓶山◆岩手県の安比高原••••

輸
入
に
お
さ
れ
国
産
牛
肉
が
値
下
が
り

紅
甘

"
E
li
i
"
"
じ
"


一
尉
｀
＂
＂
麟
闘
且
＂

ゃ

ぬ
板
虹
の
中
央
部
に
あ
る
三

ベ瓶
山
（
ニ
ニ
六N
)・
一
九

六
＝
＝
年
、
大
山
a
岐
国
立
公
四

に
入
れ
｀
ら
れ
た
。
昭
和
初
期
に

日
店
は
凸
咄
屯
仝
も
減
り
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ス
キ
や
カ
ラ
マ

ツ
が
牛
吝
る
笞
辺
の
山
に
な
り

つ
つ
杏0
.

牛
が
放
牧
さ
れ
、
尖
嘘
ゲ

S
っ

て
哀
が
、
親
在
約
五
十
頭
。
さ

ら
に
国
材
林
の
I
l
l
詠
に
よ
っ

て
、
＊
が
生
え
て
ね
が
紐
え
た

よ
う
に
兎
え
る
が
、
手
入
れ
不

足
で
木
の
生
坦
ば
あ
ま
り
よ
く

な
い
。
山
の
水
は
け
が
よ
い
た

め
、
t
地
に
滋
し
て
い
る
。
日

本
四
付
の
シ
バ
は
強
い
光
を
硲

び
て
汀
ち
、
牛
に
踏
み
付
け
ら

放
牧
農
家
の
減
少
で

は
全
山
を
お
お
う
シ
パ
と
ネ
ザ
臼
水
省
中
田
哀
菜
試
験
均
主
れ
た

m
は
板
を
地
中
に
伸
ば

サ
の
絵
の
秀
な
竺
竺
約
一
薗
究
哀
醤
集
克
に
し
、
士
破
流
出
を
防
い
で
も
い

五
~
)
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
よ
る
と
、
戦
i
叩
、
千
頭
以

i
 

k
 

曰
本
臼
地
字
会
な
ど
に
よ
る

と
、
放
牧
の
哀
追
に
よ
る
口

の
減
少
は
田
森
・
八
巾
田
山
、

嶺
•
安
比
高
京
、
段
野
・
笑

ケ
堕
笛
、
熊
本
．
塁
、
大

分
・
久
缶
高
匝
な
ど
で
も
起
さ

て
い
る
と
い
う
。

る
孟
腐
給
で

め
甲
お
淫
挙
m

求
内
盆
器
荏

携
磨
器
で
約

百
一
干
Eな
か
ら

連
約
六
屯
嘉
に

の
紐
っ
た
。
塁
の

と
牛
は
放
牧
に
適
し

者
た
短
角
牛
が
多

費
ぃ
。
裔
愁
少

な
い
赤
肉
。
臨
水

む
束
北
製
誤
験

消

3
•
総
合
研
究
第

2

チ
ー
ム
易

三
田
村
強
i0ん

]
 竺

裂
牛
は

天
然
の
g
を
食

、
ぺ
て
g
‘
肉

,

>

 、
山
災
は
い
。
滴

猛
9
者
団
体
が
産

つ
る
四
な
ど
を
通
じ

だ
あ
食
べ
て
く
れ
れ

っ
q
っ
ば
、
裂
盈

（
り
ん
に
な
り
日
ぼ

苫
魯
忍
」

山
）
と
硝
毀
者
と
の

全
t
迪
既
に
期
翠
，

はろ
山
否

ご
の
安
比
高
臣
の

年
通
o

曰
ぁ
魯
孟
安

印
は
代
町
の
民
沼
棠

昭
ま
者
ら
は
E
年
、

棗
殴
を
守
た

め
、
低
木
な
ど

夏
永
ラ
ン

チ
ィ
Z
協
を

行
っ
て
い
る
が
、
人
手
は
少
な

く
大
さ
な
効
果
は
な
い
。

繋
g
悶
目
に
よ
る

と
、
シ
バ
な
ど
天
然
の
E
池
は
、

手
の
か
か
る
人
工
牧
年
地
と
迫

っ
て
肥
料
が
な
く
て
も
し
っ
か

り
と
き
っ
、
由
斜
地
で
も
仮
水

力
に
宮
む
と
い
う
。
安
比
高
瞭
、

―
―
一
艇
山
と
も
薔
年
窃
阪 ヱ

笛
が
維
持
さ
れ
て
さ
た
だ

け
に
、
窟
さ
ん
は
「
放
牧
牛

ぱ
只
観
を
守
る
公
共
財
産
と
い

っ
て
も
よ
い
。
ス
イ
ス
で
は
脳

家
に
国
が
間
助
金
を
出
し
て
放

牧
を
維
持
し
な
が
ら
ア
ル
プ

ス
の
京
沢
を
守
っ
て
い
る
」
と

”
忙
し
て
い
る
。
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ム玲 中 表斤 ラ反

199ア年（平成9年） 3月20日（木曜日）
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＇
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三
瓶
に
春
呼
ぶ
火
入
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
初
参
加

白ぽ：浮｀ ; 

幽
春を呼ぶ三瓶山西の原の火入れ

か
ら
八
十
三
人
の
ほ
か
、
大
田

市
の
瞬
浣
保
護
団
体
「
緑
と
水

の
櫻
栢
舎
臨
」
（
高
橋
泰
子
代

表
）
が
初
め
て
男
案
し
た
「
一
＿
＿

堕
苓
回
三
瓶
山
に
容
を
体
験
し
な
瓶
野
焼
き
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
J
に
、

呼
ぶ
火
入
れ
が
九
日
、
大
田
火
入
れ
は
、
山
林
火
災
の
防
一
広
登
栗
内
を
中
心
に
大
田
市
、

轡
＿
瓶
町
の
西
の
原
高
原
一
雨
止
、
ダ
ニ
な
ど
の
吉
虫
駆
除
、
益
田
市
、
出
唸
市
、
松
江
市
内

で
行
わ
れ
た
。
今
年
初
め
て
て
苧
原
の
維
持
生
日
的
に
毎
年
、
か
ら
、
士
ハ
歳
か
全
ハ
十
五
歳

約
l
=
H
,
=
=

―
ね
の
草
原
が
焼
き
払
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
。
大
ま
で
の
男
女
が
参
加
し
た

3
-

R

、
約
四
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
田
市
、
市
森
林
組
合
、
市
保
蘊
防
火
市
と
し
て
延
長
千
＝
＝
ー
百

ィ
ア
も
参
加
し
、
消
火
作
業
を
施
設
官
理
公
社
、
松
江
営
林
彗
六
十
バ
、
壁
―
ー
ー
七
妍
に
わ
た
＿

っ
て
カ
ヤ
な
ど
を
竪
脚
苅
り

払
っ
た
忘
原
で
、
作
業
班
貝
は

風
向
き
を
考
え
な
が
ら
順
次
若

火
火
は
パ
チ
パ
チ
と
音
を
立

て
て
勢
い
良
く
慾
ス
、
半
日
ほ

ど
で
一
帯
が
焼
き
払
わ
れ
た
。

大
田
消
防
宅
か
ら
消
防
睾
両

＝l
-台
が
出
勁
し
、
万
一
の
火
災

に
硼
え
た
ほ
か
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
＾
た
ち
は
水
が
入
っ
た
ジ

ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
背
負

い
、
消
各
云
負
っ
て
い
な
〉
一

C
9
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ムd客 中 天 表斤 ラ反
19se年（平成8年） 5月1e日（木曜日）

国
立
公
園
三
瓶
山
の
西
の
盟
雙
大
田
市
三
瓶

町
）
で
十
五
日
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
途
絶
え
て
い

信
盆
慕
、
二
十
四
年
ぶ
り
に
欝
し
た
゜
役

肉
租
千
飼
育
の
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
、
シ
バ
卒
原

の
復
活
な
ど
意
喫
恩
篇
の
振
典
を
自
指
し
て
レ
J

大
田
市
が
尊
入
し
た
享
菜
。
十
二
頭
が
放
牧
さ
れ
早
、

2
ノ

速
、
草
を
食
べ
た
り
大
自
然
を
駆
け
る
な
ど
、
牧
歌

s"' 

的
な
雰
囲
気
を
澱
わ
せ
て
い
た
。
一
）

,
 
.. 4
 

む
t

»
u
'

｛
』
興

｛
響
振

[
霞
王
光

-
.
5

岱

忠
羞
観

{
5

怠

g
"
必
、

[
9
-
”

産

〗
竺
畜

{ 

｛
霜
~

む磁

“x" 

]
・
一
虐
i
:

.......... 

;, ........... ,;' 

滋
立
三
瓶
山
西
の
原
高
原
の
大
自
然
の
中
で
、
伸
び
伸

巨
び
と
草
を
食
べ
る
放
牧
牛

l
大
田
市
三
瓶
町

1

ざ
ょ

3
~
,
.
1
1
l
l

乱
．
i
~
べ
喜
吋
l
i
j

E
1
1

団
欝
胄
．
i
i

3

日
片
ふ
g
ツ
＂
べ

"
l
"
i
'
.
生
-
i
i
‘
．
蒻
，
\
．
←
！
-

三瓶山 • 西の原

-‘I 三
瓶
山
束
の
原
で
放
牧
し
て
い
る
川
村

孝
讐
ん
（
四
九
）
・
千
里
さ
ん
（
四
妥
婦

靡
＝
＿
瓶
町
志
学
ー
が
飼
育
し
て
い
る
約

百
五
士
塵
｀
か
ら
、
農
欝
て
い

る
牛
を
ま
ず
放
牧
し
た
。

放
牧
地
は
、
片
腕
の
松
周
辺
を
中
心

に
、
芯
原
一
市
を
利
用
し
た
「
西
の
原
団

地
」
で
、
放
牧
面
栖
は
ニ
―

l
-
•七九
鯰

三伍山目の顕の位校計薔亀

¥ 

｀三'...-cク、、 三販山公園線

レストハウス

0-＜牧塩
ョm...

1
2頭
、大
自
然
に
マ

（
国
有
林
地
四
・

-
=
-
t
り
を
除
き
大
田

市
有
地
）
。
三
瓶

町
志
学
の
八
戸
の

臨
家
の
和
牛
を
五

月
中
に
順
次
放
し
、
計
二
十
四
頭
の
肉
用

牛
（
雌
成
牛
）
を
十
一
月
末
ま
で
放
牧
す

る
。放

牧
地
の
う
ち
約
一
・
八
か
だ
は
、
三

瓶
山
が
昭
和
三
十
八
年
当
時
「
全
国
的
に

棗
畏
シ
バ
亨
原
」
と
し
て
、
大
山
箆
岐

国
立
公
回
へ
の
編
入
指
定
を
受
け
る
要
件

と
な
っ
た
シ
バ
を
相
栽
し
、
え
さ
の
確
保

烏
時
に
シ
バH
原
の
復
活
を
狙
つ
。
放

牧
は
、
為
原
一
帯
に
自
生
し
、
京
観
を

掴
ね
て
い
る
ス
ス
キ
な
ど
野
草
を
食
ぺ
る

こ
と
か
ら
、
観
光
面
だ
け
で
も
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
と
い
う
。

放
牧
地
に
は
、
周
囲
二
千
六
百
訳
余
り

に
わ
た
っ
て
牧
棚
（
さ
く
）
を
甜
は
。
観

光
客
と
接
す
る
部
分
は
木
製
と
し
、
観
光

客
が
自
由
に
牧
柵
内
に
入
っ
て
牛
と
遊
べ

る
よ
っ
に
す
る9

公
社
要
器
華
地
建
設
（
国
痒
補
助
）

塁
で
、
ま
業
主
体
は
栗
裳
業
闘
発
公
社
。

塁
費
撃
八
百
四
十
万
円
。

本
年
度
は
、
西
の
原
団
地
と
登
山
迫
を

悶
て
て
接
す
る
問
第
二
団
地
(
-
三
・
八

5

の
驚
備
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
放
牧
一
“

す
る
計
画
。

ッ

チ
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中 厖転

1997年（平成 9 年） 9月23日
呻
（火曜日）

山
即
き
を
終
え
て
聞
も
な
い

五
月
。
三
瓶
山
・
西
の
原
（
大

田
市
）
で1
1
1
村
孝
侶
さ
ん
宝
Q

が
手
綱
を
躍
す
と
牛
た
ち
が
駆

け
出
す
。
中
国
地
方
有
数
の
独

立
餡
‘
-
=
i
瓶
山
の
代
表
的
な
牧

野
で
昨
年
、
四
半
世
紀
ぶ
リ
に

覇
し
た
放
牧
。
山
ろ
く
で
和

牛
の
繁
殖
肥
育
一
只
経
営
を
営

む
川
村
さ
ん
は
「
一
年
で
シ
パ

の
回
復
が
目
に
見
え
て
進
ん

＜上＞

だ
と
ひ
と
息
つ
く
。

三
瓶
山
の
放
は
江
戸
初
明

吉
永
藩
の
治
世
に
さ
か
の
ぼ

る
。
明
治
期
に
は
旧
陸
軍
演
習

忠
用
地
と
し
て
宜
収
さ
れ
た

が
、
探
草
・
放
牧
の
入
会
地
と

し
て
引
き
継
が
れ
、
戟
後
は
佐

比
売
村
な
ど1
8四
町
村
に
払
い

下
げ
ら
れ
た
。
当
時
は
農
民
の

放
牧
へ
の
熱
怠
が
強
く
、
警
察

予
備
阪
（
現
自
衛
隊
）
が
牧
野

を
演
苦
局
に
使
お
う
と
し
た
た

ぬ
反
対
迎
勁
ま
で
起
y
j
た
。

施
設
の
開
発
で
哀
退

戟
後
の
ピ
ー
ク
は
＿
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
f
}
ろ
。
苔

秋
千
二
百
頭
す
つ
全
山
に
放
た

履
牧
腹
譴
疇
疇
鴫

ヘ
”'-) ＼呻11J-\ <^.二

少り賃噌言 畠胃灼＝鬱

』
|
'

用
牛
の
役
割
を
課
さ
れ
る
と
市
官
、
高
扁
佳
孝
さ
ん

a
忌
は
「
i
=


得
「
晩
成
型
j
の
放
牧
牛
よ
瓶
は
全
山
シ
パ
の
来
し
さ
ゆ
え

り
「
早
熟
型
」
の
合
向
い
の
牛
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
た
が
、

れ
、
五
九
年
～
Z
ろ
ま
で
呑
秋
八
を
評
価
。
さ
ら
に
一
＿
＿
瓶
山
が
六
今
は
脳
林
と
低
か
ん
木
の
『
た

昴
ず
つ
の
ペ
ー
ス
で
説
／
、

e
-
―
-
年
に
大
山
隣
岐
因
立
公
回
に
だ
の
山
」
。
こ
の
ま
ま
で
は
田

全
山
が
約
千
鯰
の
シ
パ
草
地
の
四
入
さ
れ
る
と
、
保
蓑
施
設
な
立
公
園
の
指
定
を
は
ず
さ
れ

放
整
茨
「
大
督
」
の
時
代
ど
の
開
発
が
牧
野
を
圧
迫
し
、
る
」
と
危
ぐ
す
る
。

貸
里
な
半
自
然
草
地

だ
っ
た
。
放
牧
を
哀
迫
に
導
い
た
。

だ
が
、
戻
菜
の
概
諏
化
で
和
農
水
省
中
国
農
菜
試
験
燐
牽

牛
が
役
牛
の
役
剖
を
終
え
、
肉
臨
部
（
大
田
市
）
の
主
任
研
究
宕
手
大
か
ら
七
九
年
に
苔
任

研
究
者
と
農
家
の
夢
実
る

し
て
以
来
、
学
会
か
ら
地
元
の

公
民
館
ま
で
あ
ら
ゆ
る
磨
で
草

原
棗
観
の
窓
切
さ
を
力
説
。
「
シ

牛
）
パ
、
ス
ス
キ
な
ど
の
在
来
野
草

需
細
は
、
放
牧
や
火
入
れ
な
ど
農

放
田

む
大
民
の
生
菜
（
な
リ
わ
い
）
で
維

は
＿
＿
担
し
て
さ
た
半
自
然
草
血
。
森

を
原
草
の
林
国
の
日
本
で
は
臣
至
な
自
然

リ
四
で
、
国
土
の
三
％
し
か
残
っ
て

い
な
い
」
と
訴
え
る
。

た
・

っ
山

ゆ
瓶
四
斑
庁
の
「
磁
生
自
然
度
」

て
匡
は1
か
ら
1
0に
区
分
さ
れ
、

ま
固
相
詠
や
湿
原
な
ど
は9
か

れ窓

1
0だ
が
、
草
原
は4か
5
。

B

こ知
本
自
然
保
護
協
会
の
沼
田
哀

好
会
反
は
「
こ
れ
は
臨
物
群
落
の

造
移
を
示
す
物
差
し
で
あ
っ

て
自
然
の
価
偲
付
け
で
は
な

い
が
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
J
と

“,'.s 

喫
く
。

「
夏
山
冬
里
」
に
注
目

だ
が
、
流
れ
は
変
わ
っ
た
。

和
牛
の
有
力
繁
殖
県
・
烏
様
で

は
今
、
パ
プ
ル
経
済
崩
壊
後
の

子
牛
価
格
の
低
迷
に
悩
み
、
一
、

二
頭
阿
い
の
繁
殖
眼
ゆ
北
大
規

揆
肥
育
澁
家
が
育
た
な
か
っ
た

ジ
レ
ン
マ
に
悩
む
。
こ
の
た
め
、

瞑
は
肥
百
や
流
通
の
強
化
を
に

ゃ
ん
で
召
山
冬
里
」
方
式
の

放
牧
に
注
目
し
て
い
る
。

そ
し
て
昨
年
、
西
の
原
の
大

田
市
有
坤
な
ど
約
ニ
ト
四

C
が

牧
さ
く
で
卸
ま
れ
、
川
村
さ
ん

の
牧
垢
な
ど
か
ら
和
牛
二
十
四

頭
が
放
た
れ
た
。
研
究
者
の
。

マ
ン
と
和
牛
四
家
の
粘
リ
が
実

を
結
ん
だ
．

•• 
「
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
（
牢

原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご
が
来
月

=
-
a
か
ら
三
瓶
山
の
あ
る
大
田

市
で
開
か
れ
る
。
一
昨
年
の
大

分
泉
久
住
町
の
「
全
因
野
焼
き

サ
ミ
ッ
ト
」
牽
引
き
細
ぎ
、
草

原
を
持
つ
全
国
各
地
の
酋
畏
が

そ
の
保
淡
魯
i
i
oす
る
。
開
催

郎
の
放
牧
に
よ
歪
早
原
再
生
の

取
リ
組
み
を
報
告
す
る
。

（
大
田
支
局
・
佐
田
尾
信
作
）
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言 碑辛た恥
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失
わ
れ
ゆ
く
‘
日
原
の
息
を

EJ
e
g
う
、
「
呂
シ
ン

ボ
ジ
叉
勺
•
第
二
，
原
芯
｛
ッ
ト
」
（
同
宍
行
委

民
会
籠
、
読
売
新
聞
松
江
裔
な
ど
扱
援
）
が
四
曰
、
大

田
市
民
会
朗
を
主
醤
に
、
全
国
の
怠
瞭
を
持
つ
自
治
体
の

関
係
者
苫
嚢
醤
体
メ
ン
パ
ー
ら
約
五
百
人
が
染
ま
っ

て
繋
む
。
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亘 本差傘辛斤皿
1997年（平成9年） 1 0月 5 日（日昭日）

島根でサミット

草
原
育
て
守
ろ
う

都
市
住
民
と
連
携
確
認

«
痙
靡
す
る
草
原
を
守
り
育
て

シ

P
る
方
策
爾
し
合
う
「
篇
シ

ぷ
ン原

餡
ン
ポ
ジ
ウ
ム5
•第
二
回
全
国

草
会
棗
サ
ミ
ッ
ト
J
(
主
催
＂
忌

た
民つ
市
根
県
大
田
市
、
線
奈
の
連
絡

合
の
会
嘩
）
が
四
曰
、
島
根
限
の
大

し
市
田
市
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、

醤
の
意
義
産
菜
に
よ
る
維

話
田

を
大

策
g
持
保
全
。
全
国
か
ら
、
自
治
体

方
叙
四
係
者
や
環
塙
盟
の
研
究
者

溢
合
五
百
人
が
翡
し
、
兵
血

保
ム
娯
村
岡
町
や
大
分
阻
久
住
町
の

全涼
ゥ
巖
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み

竿
ジ
が
馨
さ
れ
た
ぽ
か
、
都
市
住

民
全
の
連
節
の
ま
要
性
な
ど
を

ポ

確
認
し
た
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
草
原
を
国
民
共
有
の
土

地
裔
證
づ
け
、
保
全
の
た
め

の
習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

な
羞
盛
り
込
ん
だ
喜
嶺

択
し
た
。

芸
の
翡
は
、
放
牧
や
「
野

讐
J
な
ど
人
問
が
野
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
る が

、
股
近
で
は
畜
恋
の
不
飯
や

忘
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
か

ら
、
全
国
的
に
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
の
第
一
部
で
は
、
熊

本
大
教
百
学
部
の
佐
藤
誠
教
授

が
「
須E
．
共
生
・
食
加
の
ふ

言
と
づ
く
り
j
と
四
し
て
某

翌
器
。
佐
藤
敦
面
ぽ
、
熊
本

限
阿
蘇
の
草
原
保
全
迎
助
を
解

説
し
な
が
ら
、
都
市
住
民
と
の

連
携
の
豆
要
性
を
指
摘
。
さ
ら

に
「
農
菜
の
捩
興
こ
そ
が
環
祝

保
全
に
つ
な
が
る
J
と
強
四
し

こ
。t
 第

二
部
で
ぱ
、
西
田
英
雄
村

岡
町
躙
山
区
炭
が
「
細
山
」
（
兵

店
京
）
、
山
田
朝
夫
久
住
町
企
村
辰
の
山
口
力
男
氏
、
写
玖
家

画
調
整
碑
棗
が
「
久
住
山
」
（
大
の
竹
田
四
実
氏
、
茨
城
大
学
理

分
類
）
、
戸
部
勝
姻
恋
村
文
化
学
部
教
授
の
大
久
保
忠
旦
氏
、

竪
専
門
委
貝
が
「
澤
ノ
丸
忘
原
j
放
牧
実
践
店
家
の
川
村
孝
信
氏

（
群
塁
）
、
大
窄
久
芙
子
信
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
草
原

州
大
厚
部
助
教
授
が
「
岩
涸
保
全
の
呉
体
策
に
つ
い
て
話
し

山
」
（
大
阪
府
）
の
取
り
組
み
合
い
、
「
都
市
住
民
と
結
ぴ
つ

を
報
臼
し
た
。
い
た
畜
産
を
目
指
す
べ
き
「
周

嘉
毎
で
は
、
「
草
原
に
対
年
放
牧
に
し
た
ら
ど
う
か
」
「
人

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
J
「
牒
工
林
の
緩
傾
斜
地
に
草
地
・
林

堕
都
市
佳
氏
の
浬
班
が
紐
ま
地
輪
捩
方
式
で
牧
草
地
を
つ
く

っ
た
」
な
ど
戌
果
も
あ
っ
た
が
、
っ
た
ら
ど
う
か
」
な
と
の
捉
営

畜
農
嬰
入
手
の
曜
保
が
な
が
出
さ
れ
た
。

い
と
、
草
原
の
減
少
を
食
い
止
シ
ン
ポ
級
の
サ
ミ
ッ
ト
に

め
る
の
は
難
し
い
、
と
の
詣
摘
は
、
全
国
二
市
九
町
二
村
の
市

昆
た
。
町
村
妥
や
助
役
ら
が
念
加
し

第
一
＿
一
部
で
は
、
阿
蘇
百
姓
村
た
。
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r

草
原
の
意
袈
と
生
業
（
な
り

わ
い
）
に
よ
る
維
持
保
全
」
を

テ
ー
マ
に
、
「
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
，
9
7
•
第
二
回
全
国
草
原
サ

ミ
ッ
ト
J

(
草
原
サ
ミ
ッ
ト
，
9
7

実
行
委
員
会
主
催
）
が
十
月
i
＿
一
日

か
ら
五
日
ま
で
市
民
会
館
を
主
会

場
に
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
約
五
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
．

四
日
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
佐
藤
誠
熊
本
大
学
教

授
の
r
循
環
・
共
生
・
参
加
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
J
と
題
し
た
基
調

講
演
に
続
き
、
阿
蘇
百
姓
村
村
長

山
口
力
男
さ
ん
、
三
瓶
町
志
学
の

放
牧
実
践
股
家
川
村
孝
信
さ
ん
ら

第
二
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト

草
原
の
景
観
維
持
に

9
肩
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

慮
原
お
よ
び
里
山
の
価
領
と
維

持
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

広
く
啓
発
し
、
保
全
し
て
い
く
た

め
、
展
業
•
生
態
・
制
度
な
ど
多

様
な
観
点
か
ら
の
活
勁
を
呼
び
か

け
て
い
く
。
④
本
サ
ミ
ッ
ト
を
今

後
も
維
続
し
、
日
本
各
地
の
草
原

を
有
す
る
自
沿
体
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
よ
り
一
路
の
速

携
を
図
っ
て
い
く
．
以
上
四
項
目

の
「
三
瓶
宣
言
J
を
採
択
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
三
瓶
山
西
の
原
で

は
、
草
原
自
然
観
察
会
が
開
催
さ

れ
、
百
二
十
人
の
参
加
者
が
放
牧

の
様
子
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
．

直

四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
京
原
の
慈

義
や
役
割
に
つ
い
て
諮
論
を
交
わ

し
、
草
原
の
維
持
や
活
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
提
言
を
発
表
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
、
全
国
十
一
関
係
自

治
体
首
長
な
ど
に
よ
るr
草
原
サ

ミ
ッ
ト
J
で
は
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
大
切
な
文
化
迫
産
で
あ
る
草
原

を
、
①
国
民
共
有
の
土
地(nモ

ン
ラ
ン
ド
）
と
位
固
づ
け
、
住
民

と
行
政
及
び
民
間
団
体
が
協
力
し

て
草
原
の
持
続
的
な
利
用
と
管
理

の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
創
出
し
、

実
現
す
る
。
②
農
業
者
と
都
市
生

活
者
が
手
を
携
え
て
地
域
連
据
型

の
総
合
的
自
給
運
動
を
展
開
し
、卜ツミ

9
7

サるよ

ムゥ
こ
ジ
即
ポ
酉

ー

ンシ
ー
原
国
草
全

•• 

じ
賠
呈
を
受
け
だ
イ
ラ
ス
ト
原
画

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
九
月

二
十
四
日
に
は
、
同
実
行
委
員
会

か
ら
草
原
サ
ミ
ッ
ト
を
紹
介
し
た

ポ
ス
タ
ー
の
原
画
の
贈
呈
を
受
け

ま
し
た
。
原
画
は
、
フ
リ
ー
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
消
重
伸
之
さ
ん

作
で
三
瓶
山
と
外
周
道
路
の
中
に

放
牧
牛
＋
頭
と
子
ど
も
が
遊
ぴ

回
っ
て
い
る
メ
ル
ヘ
ン
調
の
イ

メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
。
来
春
完
成
す

る
市
立
図
菩
館
に
飾
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
で
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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嚢
の

I器
格
こ
、
竺
烹
益
を
。

9

辟
烈
ぶ
ぃ
．
っ
ぷ
た
。
忠
笈
器
“
つ
1
5
．
高
；

9
-
扁
賢
委
喜
が
あ
っ
朽
滋

:
^
&
四
卜

F
”▼
·
·
·
■

訂
輯
謬
＂
惰
慇
た
の
が
、
い
口

"
U

請
鐸
諄
召
碍
註
＂
い
鰭
詮
且
"
“
,
'
可

益
繋
が
ゆ
っ
t
c
g
§
鼻
店
わ
っ
芍
啓
書
鈷
菜
＄
ゎ
れ
る
た
と
森
羹
畠
暴
喜
喜
然
畠
薗
息
廣
園
で
房
磨
て
、
且
苫
品
、
g
の
ポ
う
ン
テ
4
ア
に
麿
＇
吝
桔
岱

r
a
堕
一
慕
塁

魯
は
、
人
念
登
裏
恙
＂
き
厖
っ
て
、
黄
賃
g
さ
れ
を
な
五
醤
そ
罰
毎
含
堡
、
塁
塁
篇
芯
艮
し
て
い
る
。
男
し
て
も
ら
っ
て
い
兌
だ
っ
た
と
い
金
禁
嚢
畠
菜
息

籍
嘉
墨
嘉
塁
醤
、
そ
っ
た
。
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
が
は
窓
さ
れ
、
i
一
匿
W
胚
盗
格
房
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
翌
ぺ
て
i
諮
畠
と
い
う
な
り
わ
い
が
五
喜
一
一
＿
輩

3
号
登
百
麿
贔
（
九
と
も
探
立
屯
笙
田
に
あ
っ
た
．

象
を
あ
忌
諏
J
で
塁
隠
ぷ
0
差
は
た
だ
の
ぜ
な
り
か
氾
い
た
。
な
二
頸
房
り
の
溢
皆
裔
B
沼
も
あ
然
厖
裏

R
9
e
l
•
農
水
古
中0

竺
紐
水
の
這
格
＾
薩
j
が
野
位
さ
の
ポ
多
い
士
は
山
林
や
農
花
な
っ
て
い
る
忍
菜

魯
慕
喜
姥
る
の
に
、
翡
p
．
嬰
易
蓋
コ
ス
と
・
は
四
墨

R
茫
葛
腐
組
・
器
鼠
租
、
放
テ
4
ア
を
買
そ
患
い
る
。
こ
g
]
・
月
を
、
＿
浮
戻
を
丘
豆
荘
の
名

g
悶
弯
青
心
魯
輪
入
廿
か
ら
説
却
旦
岳

”
-
9
.
B

杏
函
晨
吾
｀
り
締
詔
畏

3塁
さ
命
令
二
十
習
品

3唇
送
し
た
。
た
が
、
磁
泣
忍
て
し
な
っ
た
嶺
遥

翌
名
墨
屁
広
が
あ
房
器
箆
っ
疇

B屡
襄
日
本
の
市
棗
g
、
9

ね
ぉ
老
か
け
吝
な
の
だ
。
貨
の
高
い
苔
刈
翌

n
紐
一
、
ほ
い
菜
U
こ
の
g
は
、
m
展
匹
「
g
伍
頃
5
一
浮
ふ
I
C
3
器
の

P原
詈
。

名
牛
が
廠
っ
て
食
へ
な
い
レ
ン
ゲ
ッ
ツ
ジ
穿
畏
約
蜃
き
怨
し
た
．
唸
問
の
高
い
記
念
t
罰
翠
房
貪
へ
豆
、
丈
弱
翌
g
念
包
届
ぺ
さ
せ
き
唇
．
杏
が
は
え
と
い
え
蓋
づ
く
昆
、
芸
潟
爾
し
て
い
る
牛
が
蕊
肴
を
名
目
沼
穫
名
。

g
だ
（
イ
9
ス
ト
）
。
な
ら
、
そ
の
山
い
手
t
ぶ

3ー
全
にI嘗
令
を
訟

ぅ
え
方
を
応
9
公
“
た
ら
と
う
か
。

手
名
が
翌
試
れ
る
．
g
帳
＾
し
、
住
膀

且
＂
＂
ぃ
｀
に
註
い
吐5

放
牧
で
草
原
を
復
活
す
る
h
"
[
r
'
:
"
H且
＂
迂

っ
た
。
福
塁
届
裏
い
う
毘
、
忍
房
召
娑
V
-
9
る
o
g
畜
、
g
g
屠

を
桑
透
登
、
昂
爾
届
慇
ゎ
父
姦
い
懇
芝
だ

畏
呑
が
残
っ
た
。
と
、
牛
は
況
毘
悶

0
-
F房
9

緊
ら
て
百
に
爵
怠
咬
‘
[
g
き
が
盈
な
そ
怠
い
る
。
胃
一
塁
塁
習
ゑ
貝
み
ん
な
が

米
男
ど
翌
焚
ず
る
匿
的
の
コ
ス
ト
い
の
裏
m
紋
佗
巧
森
、
ふ
裟
公
g
を
紐

E
て
さ
裟
3で
あ
る
。
現
在
の
終
は
国
損
は
全
思
六
十
五
方
凶
干
熟
芽
れ
ば
い
い
。

磁
局
翌
急
百
咆
C
な
い
．
五
勢
注
い

5
9

品
合
い
か
ら
罰
が
向
盆
み
が
レ
ン
ゲ
ッ
ツ
娑
急
、
簑

a
ヽ
屈
努
に
使
っ
て
い
ゑ
笞
屋
を
ゎ
痣
悶
槽
器
蕊
＆
箆
ぶ
つ
て
の
訟

息
I
C
悶
含
へ
さ
甘
お
で
、
g
園
忽
閾
月
涵
く
な
る
。
性
の
チ

5

裔
凸
衷
窓
つ
く
っ
ご
い
る
。
人
祉
て
も
、
翌
咎
菟
し
か
な
い
。
ゑ
あ
ほ
と
ん
問
、
翡
去
曼
魯
だ
っ
た
名
魯

喜
歪
塁
娑
っ
誓
茎
＜
克
爵
器
愚
謡
忍
屈
逹
得
し
て
い
る
扉
息
房
g
g
，
お
は
、
い
。
あ
紋
、
私
話
捻
呈
息
百

忍
‘
ふ
公
慕
醤
磨
、
柔
｝
牛
が
生
唆
系
を
図
喜
、
や
恨
一
次
臼
晨
鵞
閾
堕
点
肴
て
い
る
。
裟
慈
窓
危
屈
巌
葬
唇

信
＾
叛
か
か
る
。
団
窃
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
醤
、
大
分
以
久
じ
で
羹
面
晋
旦
甜
、
絡
髯
器
い
の
出
屠
‘
侶
を
窟
g
”
～
盆
房
培
茅

B
否
醤
百
、
鯰
も
姦
g
慮
晶
盈
g
g
玉
爾
箆
紐
詑
器
盆
居
を
衣
屈
‘
火
羹
勢
袈
兌
ぺ
さ
で
勢
令

与
を
暑
を
つ
く
る
面
慧
l
l
!
J
み
た
事
を
つ
け
て
い
を
こ
念
、
い
ず
れ
も
高
岱
田
俄
さ
蕊
令
毘
毘
‘
砧
れ
た
は
佃
災
暴
は
ヰ
ロ
淳
益
を
よ
、
今
耳
為
要
は
寄
翠
集
の
目
と
B
乱
の
度
に
な

い
な
も
の
庭
っ
た
。
閂
薔
盆

0
し
て
腐
中
を
生
醇
し
て
い
魯
褪
。
を
放
っ
て
累
習
各

0
の
お
え
、
も
ぃ
淑
臣
•
8
委
芙
嚢
い
る
こ
器
急
怠
り
で
は
な
い
。
箇
翡
息
袋

も
、
食
べ1せ
る
朽
娑
葎
入
し
て
い
念
ら
、
肉
沼
、
罰
の
沢
っ
た
ヰ
唇
で
は
な
く
の
葱
吾
を
翌
す
。
だ
な
姦
中
、
慕
は
各

0
j
ち
、
喪
ぷ
塁
を
哀
し
い
翌
広
繋
吾
必

晶
衷
せ
ん
ぜ
全
が
合
い
．
g
が
、
奏
で
ヘ
ル
シ
ー
だ
と
い
ら
の
で
、
社
笞
魯
器
、
后
怠
慕
愚
因
起
化
考
訂
が
衷
討
魯
の
祖
塁
に
は
、
に
す
る
包
涅
原
過
柘
と
全
箋

社 説
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朝日新間 1998年（平成10年） 6月98
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望雪菫担國瞬蘊梃薩謬饗璽緬疇謬巴
ニ~べと・· • --

大
田
市
の
三
瓶
山
西
の
農
、
器
麿
外
側
沿
い
に
皐
＇
喜
あ
鷹
慕
号
‘
を
め
ぐ
も
、
＄
る
中
に
放
つ

牛
が
シ
バ
草
を
食
ペ
一
宮
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
の
野
焼
き
の
時
、
人
手
缶
紐
頚
を
か
け
て
草
刈
り
し
て
い
た
防
火
帯
づ
く
り
を
牛

に
代
役
音
含
と
、
同
市
の
四
腐
堡
箇
体
｛
紐
と
水
の
述
絡
会
き
（
高
図
泰
子
代
表
、
四
士
ハ
人
）
が
、
八
曰
か
ら
試

験
放
牧
を
始
め
た
。

V
、
な
り
、
草
匡
心
の
栄
懇
J
守
る

の
に
苦
臨
し
て
い
否
雰
各
地
の
連

勁
に
大
き
な
プ
ラ
ス
」
と
期
待

し
て
い
る
。

「
人
手
い
ら
ず
、
経
費
安
い
」

電
気
さ
く
で
囲
い
放
牧
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毎日新聞 1998年（平成10年） 10月88
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讐色＆脅唇晶翌蓋ぢ栞腐 を多除品塁塁こ日とを多閲ど癸

のを
手始
にめ
よて

喜崎
でし

9ーつ疇
こヽ ・ :II”唸：: r 全さ □□三雪瓢直寝声魯、、ら｀ ご疇疇豪蘊籍皇

>I屋 9

大田市

諸
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
の
花

竺
雪
疇
疇
“
,

臨
―
ー
一
】

と
に
し
た
。

放
牧
に
は
市
内
の
瞬
炭
団
体

「
練
と
水
の
迫
絡
会
譲
」
の
ほ

か
「
西
の
原
牧
野
官
理
組
合
」

な
ど
も
協
力
。
レ
ン
ゲ
ッ
ツ
ジ

が
植
え
ら
れ
て
い
る
均
所
に
、

匹
の
臣
で
防
火
帯
づ
く
り
に
当

た
っ
て
い
る
同
坦
絡
会
磁
所
有

の
宙
気
牧
さ
く
を
張
り
巡
ら

し
、
そ
の
中
に
同
市
三
瓶
町
多

板
の
山
田
良
三
さ
ん
(
5
4
あ
和

牛
3

頭
を
放
し
た
。
雪
の
降
る

1
2月
中
旬
ま
で
放
牧
が
続
け
ら

れ
る
と
い
う
。

至
谷
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忍
苓
活
ぶ
裟

翁
ぶ
虐
．

均
菜
―
一
ぐ
わ

大
田
市
の
国
立
公
囮
・
三
瓶
万
．
の
原
な
ど
の
約
百

a
だ
け
に
な
か
ら
実
施
予
定
の
西
の
原
の

9>>̂
 .. 

山
の
草
原
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
長
り
、
中
腹
ま
で
は
祖
林
さ
れ
た
火
入
れ
の
際
に
対
策
本
部
の
指

｀
勁
を
続
け
裔
市
の
問
／
／
歳

r

カ
ラ
マ
ツ
な
ど
で
叫
わ
れ
て
い
示
で
消
火
活
勁
を
す
る
ポ
ラ
，

質
訃
体
「
緑
と
水
の
速
格
｀
が
／
る
。
そ
こ
で
同
会
議
は

r芦
原
ン
テ
ィ
ア
を
群
集
。
同
時
に
．

ッ
｀
ぷ

喜
（
醤
泰
子
代
染
、
五
J
、
立
さ
に
怯
着
物
を
監
菜
「
か
つ
て
の
距
践
を
保
存
し
、

+
i
人
）
は
十
九
臼
か
ら
二
十
へ
非
ィ
を
通
じ
て
守
ろ
う
」
と
様
々
な
た
い
」
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

r

二
曰
ま
で
、
同
山
で
「
二
十
i

4

取
り
咀
れ
を
し
て
い
る
。
の
四
料
や
移
勁
写
哀
展
に
使
い
ぐ

世
紀
に
伝
え
た
い
一
＿
i
瓜
の
口
f
←
つ
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
九
、
用
す
る
昭
和
＿
i
-
十
年
代
以
前
の
＂
』

原
J
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ォ
ー
ラ
｀
f
t
ぃ
｀
―
-
者
の
開
の
魃
力
を
伝
え
同
山
の
写
哀
の
提
供
も
呼
び
＇

>,',

... 

ム
を
中
心
に
し
た
ほ
々
な
イ
ベ
＼
l
J
る
「
紙
芝
匡
作
り
J
(
午
前
十
掛
け
て
い
秀

ン
上
乞
辟
く
。
同
会
議
は
「
お
、
、1

口
時
ー
午
後
＝

l一
時
）
で
ス
タ
ー
ト
。
忽
加
荏
は
「
牛
肉
を
食
ぺ
よ
，

＂
ツ

里
の
登
近
畠
の
魅
力
を
知
っ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
十
一
日
午
後
う
き
が
千
円
で
、
あ
点
砧
無
ぃ
へ
‘

て
ほ
し
い
J
と
、
喜
函
び
（
西]
1

二
時
告
嬰
し
、
儡
秀
＝
ご
烈
希
望
老
は
、
は
が
き
か
フ
｝
”

ー
、
，
＞

.. 

掛
け
て
い
る
。
3
"
"
坪
．
艮
悶
大
名

l教
授
、
瀬
田
店
ア
ク
ス
で
多
加
で
き
穿
ペ
ン
，
・
マ

陶
―
i
＿
瓶
山
は
一
九
五

0
乳

n

I土
〇
水
四
哉
・
自
然
公
璧
化
扉
欝
卜
名
叩
、
住
所
、
舗
、
年
で

A

歪
で
、
匹
家
が
牛
の
放
牧
や
r
”
臨
悶
嬰
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
解
齢
、
醤
・
フ
ァ
ク
ス
欝
を

3
、

燃

'
§
嘉
け
て
習
理
ハ
訟
碑
説
の
後
、
爵
餐
す
る
。
同
一
万
9
4
.
8
7
9
0
大
田
、

し
、
山
頂
ま
で
草
原
が
広
が
っ
臼
午
後
五
時
半
か
ら
は
「
さ
ん
市
大
田
町
大
田
ハ
ニ
九
の
同
‘
ヽ

五

て
い
た
。
そ
の
患
国
か
程
習
i
l
i
べ
の
生
を
食
べ
考
き
も
会
滋
(
O
§
3
4
8
.
2
.
2
,
'

れ
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読売新閾 2000年（平成12年） 3月 12B

大田の環炉‘口傘一ヽ.... 19日からイベント

谷： : ', 

, <、ジ ジ

約40年前の三99E山o 男三瓶山（左）は、山頂まで室原が広がっていたことが分かる
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［基調講演］
佐藤 誠（さとうまこと）

熊本大学教育学部教授

1944年中国油頭生まれ。経済字l再士。専門は地域経済

論、渫境経済学。阿蘇グリーンストック提唱者。臣林水

産省戻村リゾート研究会委貝、国土庁総合保蓑地域堅備

研究委貝等を務める。箸吝に「都市政策と経済改革J、『リ

ゾート列島」、「阿蘇グリーンストック」などがある◇

［各地からの報告］
西田 英雄（にしだひでお）

村岡町燿山区区長

1933年兵窟果生まれ。平成6年 3月村岡町立村岡中

学校校長を呈後に退職◇平成9年より東垣弥三治氏とニ

人三脚で村岡町燈山区長を務める。燿山案落をまとめ、

共有牧野を残すため、桓林をせずに火入慨行を守る。平

成11 年 7 月より村岡ライオンズクラブ会長。

山田 朝夫（やまだあさお）

大分県久住町理事・企國調整課長

1961 年東京都生まれ。 1986年に自治省に入省後、鹿

児島県庁、衆蔀院法制局、自治省選挙部、大分呉庁、自

治大学等を経て、本人の強い希望により現職に。大分唄

公菩規制課長時代には、大分唄久住町を舞台にした「地

球にやさしいむら基本楠想Jを策定。また、「久住忘原野

焼きシンポジウム・全国野焼きサミットJ開催の仕掛け

人の一人。

戸部 勝（とぺかつ）

嬬恋村文化財専門委員

192碑群馬唄生まれ。国指定天然記念物の「渇ノ丸レ

ンゲッッジ群落」が衰退の危機にある状況の中で、 1978

年より保護活勤に携わり、 1995年度からは、潟ノ丸レン

ゲッッジ群落甜査委貝会の委貝長を務める◇現在、姫恋

村教育委呉、群馬県石造物文化財総合調査委貝、群馬県

為山蝶保設監視貝。

大窪久美子（おおくぼくみこ）

信州大学農学部助教授

1961 年大阪府生まれ。屎学博士、専門は植物生態学、

緑地生聡学。草原性植物の保全を目的とした半自然草原

の植生筈理に関する研究を行っている。菩王に「邸市に

つくる自然（共著）」、 r雑草の自然史（共菩）』など。
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［シンポジウム］
山口 力男（やまぐちりきお）

阿蘇百姓村村長

1947年熊本県生まれ。 1993年に部市住民との交流施

設 r阿蘇百姓村」を開村。また、ほぽ同時期に開講した

尋常奥業小学校では、 4月から 11 月までの期間、水田や

畑で作物を育てて交流を深めている。また、グリーンス

トック湮勁の一瑕として、「草原維持会貝」の募案やトラ

スト活動も取り組んでいる。元全国器協音壮年組織協描

会委貝長。

竹田津 実（たけたづみのる）

写真家・エッセイスト・キタキツネ研究家

1937年大分県生まれ。獣医師。 1963年北海道小消水

町農莱共済租合勁務、斜網地区農業共済組合家畜部次長

を経て、 1991 年同組合を退職。 1966年からキタキツネ

の生態調査を始めるかたわら、傷ついた野生勁物の保護

治痕、リハピリに取り組む。また、小渚水の自然を語る

会副理再長として、小消水原生花園の再生に取り組む。

主な菩吾に「跳ベキタキツネ」、『北の大地から」等があ

る。

大久保忠旦（おおくぼただかつ）

茨城大学理学部教授

1933年神奈川県生まれ。裟学博士。専門は草地生態

学。庭林水産省中国屎業試験場、畜産試験場、草地試験

場を経て、名古屋大学助教授、束京大学教授、日本草地

学会会長、システム袋学会会長などを歴任。現在、日本

学術会誠会貝。アルゼンチン草原植生や内蒙古の半草原

till生にも造詣が深く、中国束北臣業大学名営客貝教授．

川村 孝信（かわむらたかのぶ）

放牧実践農家，西の原牧野管理組合

1947年島根呉生まれ。地元で米、畜産の技合経営を行

う専業展家。入会権に基づき、三瓶山で放牧を実践する

とともに、大田市戻業委貝、三瓶牧野委呉として、藤畜

産行政の一端を担う。

中越 信和（なかこしのぷかず）

広烏大学総合科学部教授

1951 年広島呉生まれ。理学1号士。専門は生娘学、哀壌

計画学、自然保護。現在、広烏呉崇観アドバイザー（森

林景親・戻村計画）、日本生態学会自然保護専門委貝。菩

舌にf棗観のグランドデザイ凶など。
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瀬田信哉（せたのぶや）

（財）自然公園芙化管理財団専務理事

1938年大阪市生まれ。各地の国立公園でレンジャー

を務めた後、長崎県庁、現現庁自然保護局等の各課長及

び官房笛誤官（自然保護担当）を歴任。自然保護行政お

よび哀境教育の分野に造詣が深い。大分果久住町を饒台

にした r地球にやさしいむら基本構想」検討委貝当時に、

r久住高原野焼きシンポジウム・全国野焼きサミット」同

催を提案。
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